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　　プロローグ






　そういえば日本の高校には、この戦いがあるんだよなあ……。

　三月の最終土曜日。借り物の体操服とビブスに身を包みながら、胡こ太た郎ろうは頭を抱えた。

　春風がビュービュー吹き荒れる校庭に、ドッジボールが大量に散らばっている。

　そんな校庭では今、桜おう南なん高校と錦にし神がみ学園の生徒がそれぞれ50名ずつ、二つの陣じん営えいに分かれて火花を散らしている。

　──六年ぶりに日本に帰国して早々、堤つつみ胡太郎は戦いに巻き込まれていた。




　親の仕事の都合でハワイに引っ越したのが、小学四年生の終わりのことだ。あれから六年が過ぎた今日、胡太郎は両親より一足早く帰国して、生まれ育ったこの桜おう南なん市に戻ってきた。両親のハワイでの仕事が、予想以上に長引いてしまっているのだ。

　春休み明けからは、桜南高校に二年生として編入することになる。引っ越しの荷に解ほどきは明日に回して、これから通うことになる高校の下見をしておこう。

　そんなわけで、ちょっと時差ボケしたまま下見に来たところで──こうして、桜南高校と錦神学園の戦いに巻き込まれてしまったのだ。

「いやーごめんな編入生くん！　参戦予定だった生徒が急病で、欠員が出たもんだから」

　胡こ太た郎ろうを強引に参戦させた男子が頭を下げてきた。今月で任期切れとなる、一年先輩の生徒会長だそうだ。

　胡太郎はため息をつく。

「ホントですよ……。まあこれから通う学校のためになるなら、僕もがんばりますけど」

　こうなった以上は仕方ない。桜おう南なん高校の勝利のために、やれるだけのことはやるとしよう。

　そう思いつつ、胡太郎は戦いのフィールドとなる校庭を見回した。

　今回の対戦の種目は、50名対50名で争う運動系競技『バトルロイヤルドッジボール　～三十六計投げるにしかず～』だそうだ。

　バトルロイヤルドッジボールは、校庭のあちこちに落ちているドッジボールを敵軍の選手にぶつけて退場させる競技で、相手側を全滅させた高校の勝利らしい。普通のドッジボールとは違って決まったコートが無く、両軍が入り乱れて戦うことになる。

　ちなみにこの種目では、両校とも寄き付ふを元に設備を用意して使用してもいいらしい。桜南高校はそのルールを利用して、ＯＢからの寄付で立て板を十二枚用意していた。数名ずつでこの立て板の裏に隠れて、近づいてきた敵を各個撃げき破はする作戦だそうだ。

　生徒会長が鼻息を荒くする。

「今日の対戦相手は錦にし神がみ学園。金持ちのドラ息子達が押し込められている高校で、この辺りの最強校だ。だが、いつまでもカモにされてたまるものか……！　今日こそ奴やつ等らを返り討ちにしてくれる！」

　生徒会長が立て板の裏から敵陣に向けて叫ぶ。

「こっちの準備は完了だ！　さあかかってこい！」

　対する錦神学園の代表者がふんぞり返る。

「待てよ貧乏人ども、俺達の準備がまだだ。もうじきＰＴＡから寄付された設備がここに届くことになっているのだ。──お？」

　と、そこへ突然南の空から何やら音が。その低く重い音が、瞬またたく間まにこちらに迫ってくる。

　バババババババババババババババババ…………ッ!!

　響く轟ごう音おん。巻き起こる暴風。上空に現れたそれを見上げて、桜南高校の生徒達が騒然とする。

「な……!?　ヘ、ヘリコプターだと!?　それもタンデムローターの大型機!?」

　突然現れたのは大型ヘリだ。学校の上空を覆い尽くすようにホバリングしている。

　その大型ヘリを見上げ、錦神学園の代表者が顎あごをしゃくり上げた。

「ようやく来たか。おい、さっさと降ろせ！」

　その声に応えるように大型ヘリのカーゴドアが開き、そこから二本のロープに括くくり付つけられたコンテナが校庭へと降ろされた。

　更には業者の作業員らしき男性が二人、ＳＡＴの隊員のようにロープを伝つたってヘリから颯さつ爽そうと降下してくる。ラぺリングと呼ばれる懸垂下降だ。

　その作業員達がコンテナを開けて、中から人間くらいの大きさの機械を出してきた。

　コードレスのバレーボールマシンだ。

「え……？　あれって、ボールを高速で発射する装置よね？」

「まさか錦にし神がみの連中、あんな物を使うつもりなのか!?」

　どよめく桜おう南なんの生徒達をよそに、作業員達がテキパキと作業を進める。

「錦神学園さんですね？　ご注文ありがとうございまーす。特注品ですので、念のために試し打ちをしておきますねー？」




　作業員の一人が試し打ち用の衝つい立たてを立てる。

　もう一人がマシンにドッジボールをセットする。

　──ドゴォォンッ！　と剛ごう速そつ球きゆうが発射され、バキバキガラガラガラ……ッ！　と衝立が粉ふん砕さいされた。




　作業員がにっこり笑う。

「はい、オッケーですねー」




『──オッケーじゃねえよ！　殺す気かあああっ！』




　さすがに桜南の生徒達がビビって騒ぎ始める。

「ちょ、何あの文明の利器!?　私達ただの板だよ!?　原始的だよ!?」

「こんな薄っぺらい板の裏に隠れても無駄なんじゃ……っ」

「だ、だがマシンは一台きりだ！　あれをどこかに引き付けているうちに、どうにか他の連中を倒せば──」

「はい、じゃあ残りも搬入しちゃいますねー」

　と、その時だ。作業員二人が瞬またたく間まにコンテナからマシンを次々と取り出して、

「以上で寄き付ふされたマシンは全部です。ご利用ありがとうございましたー」

　と言って颯爽とコンテナの上に飛び乗り、コンテナごとヘリに収容されていった。

　大型ヘリのカーゴドアが閉まる。大型ヘリが飛び去っていく。

　業者の去った校庭には、五十台ものバレーボールマシンがずらりと並んでいた。

　錦神の生徒達が頷うなずき合あう。

「よし、ＰＴＡから寄き付ふされた設備は全員に行きわたったな」

　──ちょ、何をしれっと言ってるんだよっ？

「寄付って次元じゃないだろそれ！　設備っていうか兵器じゃないか！」

「黙れ貧乏人。寄付は寄付だし設備は設備だ。それより、互いに準備ができたようだな」

　胡こ太た郎ろうの抗議を一いつ蹴しゆうして、錦にし神がみの生徒達が全てのマシンに電源を入れる。

　──ギュオオオオオンッッ！　五十台ものマシンのローラーが高速回転を始めた。

『ひ……っ、ひえええええええっ！』

　たまらず桜おう南なんの生徒達が震え上がる。しかし錦神の生徒達は全く気にしない。

　錦神の代表者が、文もん科か省しようから派は遣けんされた審判団を一度見やる。

　そして立て板の裏で震える桜南の生徒達に向き直り、淡たん々たんと告げた。




「さて。それでは始めるぞ────『修学点スコア争奪戦』をな」










　この日、校庭で繰り広げられたものは勝負ではなく、ただの殲せん滅めつ戦だった。






　　第一章






「いてて……。ただの下見のつもりが、とんでもない目に遭ったなあ」

　帰国初日の夜。ボールをぶつけられた脇わき腹ばらをさすりながら、堤つつみ胡太郎は隣の蓬ほう莱らい家の扉の前に立った。夕食に招待されているのだ。

　堤家と蓬莱家は親の勤め先が同じで、ハワイに引っ越したのも同時だった。そのハワイで住居が隣同士になって以来、こうして家族ぐるみの付き合いが続いている。

　かつて堤家は桜南市で暮らしていたが、当時の借家は六年前の引っ越しの後で別の家庭に貸し出されたらしい。そこで堤家は帰国に際して、一年早く帰国していた蓬莱家の隣に新居を構えることにしたのだ。

「さてと。天あま音ねさんももう家に帰ってるよね？　早く会いたいなあ。水泳部の遠征合宿から今日戻ってくるって聞いてたんだけど」

　そんなことを呟つぶやきながら、胡太郎は蓬莱家の呼び鈴を鳴らした。

　ピンポーン、と機械音が鳴る。

　すると家の中からててててててっと足音が軽やかに迫ってきて扉が開き、

「──コタローくーん！　おかえりなさーい！」

「のわっ!?　あ、天あま音ねさん……っ!?」

　むぎゅーっと全身が少女らしい柔らかい感触に包まれた。蓬ほう莱らい家の一人娘、天音が抱きついてきたのだ。

　これは困る。特に胴の辺りに押しつけられた立派なものが一ひと際きわ柔らかくて困る。

「わぁー一年ぶりのコタローくんだー！　おっきくなったねー。いくつになったの？」

「齢としは何年たっても天音さんの一つ下だよっ。自分が何歳なのかを考えたら分かるでしょっ？」

「あ、コタローくんダメだよ？　私はまだ平気だけど、女の人に『歳を考えろ』とか言っちゃうのはＮＧだからね？」

「へ、ごめん──ってそれより離れてっ？　この体勢はまずいから！　そこの道を通りかかったおばあさんも『あらあら若いっていいわね』って微笑ほほえましそうに見てるから！」

　そもそもおっきくなったのはある意味あんたもだよ！　一年前も立派だったけど、今はもっと凄すごいことになっているような……！

　そんな風に胡こ太た郎ろうが焦っていると、

「……むむ」

　と天音が体を離してむくれた。

「コタローくん。私はコタローくんと再会できてすっごく嬉うれしいんだよ？　コタローくんは嬉うれしくないの？」












「い、いや、僕もすごく嬉しいよっ？　でも抱きつかれると、何というか、それとは別の嬉しさがあって逆に困るというか……っ」

　天あま音ねがきょとんと小首をかしげる。

「仲良しなんだからハグして嬉しいのは当然でしょ？　嬉しいからハワイの人達もみんなハグしてたんだよね？」

「たしかにそうだけどっ。でも僕達は日本人だし、今は日本に住んでるしっ。それに天音さんだって、僕以外の男の人とはあんまりハグしてなかったでしょっ？」

「そ、それはそうだよ。私だって女の子なんだよ？　そんな恥ずかしいことなんてできないよ……っ」

「その羞しゆう恥ち心しんに僕が相手でも仕事させようよ！」

　ここにきて天音が顔を赤くした。……解げせぬ。

「でも──うん。やっぱり私、嬉しいなあ」

　と、不意に天音が小さな口くち許もとをほころばせた。

　そして天音がふんわりと笑って、

「一年ぶりだね。おかえりなさい、コタローくん。またお隣さんだね」

「っっ。た、ただいま、天音さん」

　どこか柔らかい声でそう言ってくれたから、胡こ太た郎ろうもなんだか落ち着かなくなった。

　栗くり色いろの綺き麗れいな髪。くりくりとした大きな瞳。すぐにハグするというアメリカナイズされた感性の、どこかぽわぽわとした年上の少女。

　ああ、帰ってきたんだなあ。

　なんとなくそんな気分になった。まあ、日本で天音と過ごすのはこれが初めてだけど。

「じゃあコタローくん、上がって上がって？」

「うん。おじゃまします」

　天音に導かれ、胡太郎は蓬ほう莱らい家に入った。

　玄関で靴を脱いでいると、天音がふんわりと微笑ほほえみ掛けてくる。

「コタローくん家ち、おじさん達のハワイでの仕事が長引いちゃってまだ日本に戻れないんだよね？　一人暮らしは大変でしょ？　いつでもご飯を食べに来てくれていいからね」

「ありがとう、じゃあ晩ご飯だけお世話になります。おばさんの料理ってすごくおいしいから、今夜の日本食も楽しみだなあ」

　今日のお呼ばれは前々から決まっていたことで、「コタローくんが日本に戻ってきた日に、お母さんが日本食を食べさせてあげるって」という話だった。

　胡太郎の母親も料理上手だが、天音の母親も負けず劣らずの腕前だ。久々に本場の食材で日本食を食べられることもあるし、本当にありがたい。

　そんな風に思っていると、むー、と天あま音ねが困った顔でうなる。

「……ごめんねコタローくん。実はお母さんの料理は無しになっちゃったの。今日はお父さんもお母さんも、仕事からまだ帰れないみたいなんだよ……」

「へ、そうなの？　じゃあ久々の日本食はおあずけなのか」

　さすがに少しガッカリした。

　そうか、おばさんはいないのか。楽しみにしていたのに残念だ。

「ううん、ちゃんと約束は守るよ？　お母さんがダメになっちゃったから、今夜は私が日本食を食べさせてあげるからね」

「天音さんが？　そうなんだ、ありがとう──！」

　おお、ある意味そっちの方が楽しみだ。思い返すと、天音の手料理というのはこれが初めてなのでは？

「嬉うれしいなあ。日本食なんだよね？　メニューは何？」

「今夜は牛丼だよ。もうダイニングの食卓の上に用意してるから、あったかいうちに食べようね」

「牛丼か。だし醤しよう油ゆはやっぱり日本の味だよね。早速味わわせてもらうよ」

　そんなわけで胡こ太た郎ろうは、天音の後に続いてうきうきとダイニングに入った。




『吉◯家』




　真っ先に視界に飛び込んできたのはそんなロゴ。

　食卓に用意されていたのは、ハワイにも店舗を構えている、チェーン店の牛丼だった。

　……あ、そうなんだ。手料理じゃなかったんだ。

　なんて思っていると、天音が不安げに顔を覗のぞき込こんでくる。

「……コタローくん、もしかして手作りのご飯が食べたかったの？　やっぱり家庭料理が良かったのかなあ。日本に帰ってから最初の晩ご飯だもんね……」

　胡太郎は慌てて首を横に振る。

「へ……？　あ、ううん！　この店の味も好きだし嬉しいよ！」

「本当？　良かったあ。手作りしかダメって言われたらどうしようって思っちゃったよ」

　胡太郎の言葉に安心したらしく、天音がいつもどおりふんわりと笑う。

「あ──ううん。ありがとう」

　その笑顔に一瞬見み惚とれてから、胡太郎もつられて笑った。

　どうやら手料理じゃなかったらしい。そこは少し残念だ。

　しかしやっぱり、こうやって食事に呼んでくれること自体が何よりも嬉しい。

「ありがたくいただくよ天音さん。そもそも仮に手作り料理が食べたいなんて言われても、僕だって大したものは出せないしね」

「コタローくんもあんまり作れないの？……うん、でもそうだよね」

　天あま音ねがシュンと肩を落とす。

「私もお料理って苦手なの。前に家族でキャンプに行った時も、お米を炊こうとして失敗しちゃった」

「失敗？　まさか米を洗わずに炊いたとか？」

「むむっ。私はコタローくんよりお姉ちゃんなんだよ？　お姉ちゃんの私がそんなことをすると思うの？」

　天音が頬ほおを膨らませた。

　しまった、さすがにそんな初歩的なミスはしないよね──。

「酷ひどいよもう。私はただ、川でお米を洗おうとして全部流されちゃっただけだもん」

「それ料理が苦手とかいう次元の問題じゃないよ……っ！」

　なんで川で洗ったの!?　初歩的どころか足を踏み出す前からつまずいてるよ！

「悔しいなあ。濁流じゃなかったら米粒を捜せたのに」

「ああもう、何からツッコめばいいんだよ……っ」

「こ、こらコタローくんっ。お姉ちゃんを相手にツッコむだとか、そんなエッチなことを考えたらダメだよ……っ」

「あんただよエッチなこと考えたのは！　てか仕事遅いよ羞しゆう恥ち心しん！」

「もー、どこで育て方を間違えちゃったのかなあ。お姉ちゃん困っちゃうよ」

　天音が悩ましげに呟つぶやいた。おもにこっちが困ってるよ今。

「コタローくんの部屋にエッチな本とかが無いか、調べた方がいいのかなあ」

　本当に困るよそれは……っ！

「天音さんっ、そんなことよりご飯を食べようよ！　早くしないと冷めちゃうから！」

「あ、そうだったね。じゃあ手を洗ったらいただきますしようね」

「う、うん……！」

　どうにか変な話になりそうなところを回避した。……ふう、危ない危ない。

　そんな訳で洗面所で手を洗うと、食卓に向かい合って座って食事を始めた。





　　　　☆






　天音との食事も一年ぶりだ。くるくると表情を変えるお隣さんと食べる牛丼は、この一年間のどの料理よりもおいしく感じられた。

　二人で牛丼を堪たん能のうしていたところで、天音がふと尋ねてくる。

「コタローくんって、ハワイに引っ越す前も桜おう南なん市に住んでたんだよね？　じゃあ桜南高校への道も知ってるのかな？　本当は毎日一緒に登校したいけど、水泳部の朝練がある日は時間が合わないから」

「道は分かるよ、今日も下見に行ったくらいだし。……まあそのせいで、修学点スコア争奪戦に巻き込まれた挙句、一方的に打ちのめされたんだけど」

「争奪戦に？　そういえば今日だったもんね。だけどそっか、やっぱり勝てなかったんだね……」

　天あま音ねが困ったように眉をひそめた。




　修学点スコアというのは、文もん科か省しようが管かん轄かつしている、高校に対する評価点のことだ。何かしらの分野で部や生徒が活躍すると、その部や生徒が在ざい籍せきする高校に、修学点スコアが与えられる。

　その修学点スコアを別の高校から奪うための戦いが、『修学点スコア争奪戦』だ。争奪戦の競技には色々なものがあり、互いの頭脳や体力や芸術性を競い合うことになる。

　脱ゆとりの一歩先へ。子供達の競争力を高めるべく、日本は高校の学校行事の内容を、修学点スコアによって決めることにした。

　現在は、文科省が国内の全ての高校の学校行事を管理して、その費用を全額負担している。こうすることで、各高校の資金力ではなく、生徒達が勝ち取った修学点スコアによって、修学旅行や体育祭などの予算や内容が変わるようにしたのだ。

　──要するに、修学点スコア争奪戦とは、『学校行事の充実ぶりを賭けて高校同士で戦う』というものだ。




　天音が空になった胡こ太た郎ろうのグラスに麦茶を注つぎながら、桜南高校ウチって弱いもんねー、と呟つぶやく。

「修学点スコアって、毎年一月にリセットされるんだけどね？　桜おう南なん高校はすぐに周りの高校に狙われて、色んな行事が始まる新年度までに、修学点スコアを奪い尽くされちゃうみたいなの」

「今日会った先輩もそんなことを言ってたよ。……なんか去年は三年生の修学旅行とかが無しになって、代わりに他校の体育祭とかで色々とこき使われたって」

　その話を思い出してげんなりした。修学点スコアが少ないと、そういう事態に陥おちいってしまうらしい。

「うん。私は去年の今頃に編入したけど、結局体育祭も文化祭も何もしてないんだ。私の編入前に修学点スコア争奪戦に連敗しすぎて、どうしようもなくなっちゃってたらしいの」

　残念だよね、と天音が頬ほおを膨らませる。

　しかし再び牛丼をほおばるなり「おいしぃー」と顔をとろけさせ、笑顔でまくまくと箸を動かした。

　うーん、と胡太郎はうなる。

「そうだったのか。今日も負けてしまったし、今年も状況は厳しいのかなあ」

「うん、今年も一月から三月の間にだいぶ負けちゃってるし。──あ」

　と、天あま音ねが何かを思い出したように、明るい顔で声を弾ませる。

「でもコタローくん、これからは大丈夫かもしれないよ？　だって四月になったら、有名な人達が戻ってくるから」

「有名な人達？」

「そ。クセの強さで有名な人が三人いて、それぞれ異名をとるくらいなんだよ？」

　天音がぴょこんと人差し指を立てて笑う。

「まずはすっごく美人の次期生徒会長。中学生の頃から全国模試でも上位常連で、策謀を巡らせて騒動を起こすのが好きな、『高嶺に咲いた鳥兜アンタツチヤブル・マツチオイル』の異名をとる女の子だよ。

　それと、一本気で思い込んだら一直線な、『脳筋大暴投ノー・キントロール』の異名をとる男の子。運動神経が抜ばつ群ぐんで、入学当初から野球部でエースと四番を任されてるんだ。

　もう一人が、トリックアートや模造品イミテーシヨン制せい作さくとかが得意な、色んな物を器用に作り出す美術部員。どんな組み合わせでも【仲良し同士】なんだって想像できる、『国境なき想像主ボーダレス・イマジナー』の異名をとる女の子。

　去年の九月から交換留学で海外に行ってたこの三人が、この四月に戻ってくるんだよ」

「そ、そうなんだ。なんというか……物々しいね」

　若干引き気味に答えた。

　わざわざ異名とはある意味凄すごいな。桜おう南なん高生は中二病でも患わずらっているのか？

「……あ」

　しかしそんな風に思っていた時、胡こ太た郎ろうはふと、昔のことを思い出した。




　────ＷＧぃぃぃぃぃぃぃ！

　────クラッシャ─────ズっ!!




　幼い頃によく聞いた声が蘇よみがえり、胡太郎は思わず笑ってしまう。

「へー、そんな三人がいるのか。僕もハワイに引っ越すまで、いつも一緒に遊んでた幼おさな馴な染じみが三人いるんだ」

　誰かが『ＷＧ！』と叫ぶと、他のメンバーが『クラッシャーズ！』と叫び返す。そんな合言葉で気合を入れていた、四人の少年少女達。

　悪【Ｗ】者達がのさばるご町内で下【Ｇ】剋こく上じようを巻き起こすクラッシャーズ──略してＷＧクラッシャーズ。

　胡太郎は昔、幼馴染と一緒にそう名乗り、いつも四人で地元を遊び回っていた。

「あー、コタローくんの話によく出てくる子達だよね。コタローくんが桜南市に戻ってきたから、またその三人とも遊べるね。あ、でも今の家は昔に住んでた家じゃないはずだから、もうご近所さんじゃなくなっちゃってるのかなあ？」

「たしかに家は少し離れちゃったな。でも再会できることはもう決まってるんだ。みんなも桜おう南なん高生だって言ってたから」

　引っ越して以来直接は会っていないが、たまに電話やメールで連絡を取り合っていた。その話によると、あの三人ともうすぐ再会できるらしい。

「そっか、良かったねー。幼おさな馴な染じみと同じ学校だなんて楽しみだね」

　天あま音ねが自分のことのように喜んでくれた。

　そういうところがまた嬉うれしい。

「うん、すごく楽しみだよ。それに、天音さんと一緒に日本の高校に通えることも」

　近隣校それぞれの特色にはあまり惹ひかれなかったが、桜南高校には唯一、別の魅力があった。

　あの三人に加えて、天音も通っている。初めての日本の高校生活を、大切な人達と一緒に過ごすことができる。

　それが、胡こ太た郎ろうが桜南高校を選んだ理由だ。

「私と？　えへへ、そうだね──」

　一瞬きょとんとした天音が、くすぐったそうにふんわりと笑う。

「私も、今年はコタローくんも一緒だから楽しみだなあ。体育祭に、文化祭に、球技大会に、修学旅行──は学年が違うから一緒には行けないんだっけ」

　天音が栗くり色いろの髪を揺らめかせ、くりくりとした瞳を輝かせる。

「ハワイではそういう学校行事なんて無かったもんね。でも、せっかく日本の高校に転校してきたのに、去年の桜南高校はそういうイベントが無くなっちゃったんだ。だからコタローくんと一緒の今年こそは、日本の高校生活を目一杯楽しみたいな」

「うん！　一緒に満まん喫きつしよう！」

　笑顔で語る天音に、胡太郎も笑顔で答えた。




　特に四月からは天音が三年生になる。高校生活を楽しめるのは今年が最後だ。

　──二人にとって、楽しい一年になるといいな。

　そんなことを願いながら、胡太郎は春休みを過ごした。





　　　　☆　　　★　　　☆






　年度が変わって、始業式の朝。朝食を済ませた胡太郎は、制服に着替えて家を出た。

　六年前とあまり変わらない街を、胡太郎は桜南高校へと歩く。天音が水泳部の朝練に参加しているので、今日は一人での登校だ。

　と、その道中で首をひねる。

「あれ？　なんだか商店街が妙に賑にぎわってるなあ」

　アーケードの商店街を通り抜けようとしたが、朝だというのに妙に人だかりが出来ていて、道が塞がっていた。

　その人だかりから、何やら歓かん声せいが上がっている。どうかしたのだろうか？




「ぬおりゃああああああっ！」




　どうやら誰かが大声とともに何かを投げているらしい。人だかりの向こうで拳大の物が、五十メートルくらいの距離をパピューンッと飛んで行った。

　……は？　あれは、空き缶？

「な、何事だ？　でもさっきから、あれが飛ぶたびに歓声が上がってるなあ。そういえば全部同じトコに向かって飛んでいってるけど、たしかあの辺りにくずかごがあったっけ」

　そう思ったところで、また「ぬおりゃあああ！」と同時に空き缶が飛んで、歓声が上がった。

　清掃を兼ねたパフォーマンスなんだろうか？　どうやらポイ捨てされていた空き缶を、数十メートル先のくずかごに次々と投げ入れている人がいるらしい。

「人だかりで見えないけど、凄すごい人がいるんだな。……てゆーか凄すぎて商店街を通れないんだけど」

　この人だかりを掻かき分わけるのはさすがに面倒だ。どうしたものか？

　待てよ？　たしかこの道以外にも人通りの少ない裏道があったはずだ。今朝のところはそっちから行くとしよう。

　そんなわけで胡こ太た郎ろうは一人、誰もいない細い裏道へと入った。

「ん？　ここにも空き缶が落ちてるな」

　その裏道の途中で、空き缶を見つけてしまった。

　この六年で街を汚す人が増えてしまったのだろうか？　だとすると困ったものだ。

　とりあえず、そばにあった自動販売機の脇わきにくずかごがあったので、空き缶を拾ってそこに捨てておいた。

「あれ？　こっちには財布と五千円が落ちてる」

　再び歩き出したところで、今度は財布と、その下敷きになっている五千円札を発見してしまった。

　どうして五千円札だけ財布から出ているんだ？　まあ何にしても、きっと落とし主が困っていることだろう。たしかこの先に交番があったはずだから、拾って届けておこう。

　そう思って地面の財布に手を伸ばしたところで──更に十歩ほど先の地面で、何かが銀色に光った。

　あれは……デジタルカメラ？

「さっきからやけに物が落ちてるなあ。まあこれも落とし主が困ってるだろうし、交番に届けておくか」

　人通りが無くて良かったよ。下手すると誰かが持ち去ってるだろこれ。

　そんなことを思いながら、まずは足下の財布と五千円札を拾い上げる。そして地面を見つめたまま歩いていって、ひょいとデジタルカメラも拾い上げた。

「ん……？」

　そこで気付く。……このデジカメ、何かおかしいぞ？

「やけに軽いなこれ。……見た目はデジカメそっくりだけど、金属じゃなく紙で作られてるのか？」

　手に取ってみて初めてそう気付いた。これは本物のデジタルカメラではない。どうやらボール紙にものすごく上手に彩色しているだけの、偽物だ。

　しかし、一体誰が何のために、こんな物を作ったのだ？

　そう首をかしげながら、胡こ太た郎ろうは屈かがめていた体を起こし、偽物のデジタルカメラを顔の前に構えてみた。




「久しぶりだね。おはよう、胡太郎」




「へ……？」

　斜め上から凛りんとした声。それにつられて、胡太郎は思わずそちらを見上げる。

　すると、すぐ左にある公園のフェンスの上に、桜おう南なん高校の制服を着た美しい少女が、長く綺き麗れいな足を優雅に組んで座っていた。

　真まっ直すぐに伸びた黒髪。女神像のように整ったスタイル。大胆に組んだ太ふと腿ももの奥からは、淡いピンクの下着が覗のぞいている。

　そんな光景にドキリとするが、それ以上に胡太郎はドキリと驚く。

「へ？　奏かなで、なのか……？」

　間違いない。比ひ叡えい奏だ。

　いつも一緒に遊んでいた、あの幼おさな馴な染じみの一人だ──。

「見てのとおりだよ胡太郎。互いに少々背が伸びているがね」

　瞳を涼しげに細めて、奏がくすりと微かすかに笑った。

　そんな奏を見上げて驚いていると、




　ピロリン♪




　今度は少し離れた背後で電子音が鳴った。写メの音だ。

　一体何なんだ？　胡こ太た郎ろうは少し混乱しながら背後を振り返る。

「あ……！」

　するとそこには、短髪で筋肉質な逞たくましい少年と、スマホを構えるサイドテールのかわいい少女がいた。

「ようコタ、久しぶりだな！」

「六年ぶりに戻ってきましたね、胡太郎くん」

「あれ？　もしかして……哲てつ也やと那な由ゆっ？」

　幼おさな馴な染じみのもう二人、鈴すず鹿か哲也と伊い吹ぶき那由だ。記憶の中の姿より成長しているが、面影がしっかりと残っている。

　間違いない。この三人だ。

　フェンスの上の奏かなでと、少し離れて立つ哲也と那由。ハワイに引っ越すまで毎日一緒に遊んでいたＷＧクラッシャーズの三人が、今こうして目の前にいる──。

「みんな、久しぶり……！　でもみんなの家からだとこっちは通学路じゃないよね？　なんで揃そろってこんなところに？」

　思わぬタイミングでの再会に、胡太郎の声が明るく弾んだ。

　三人がにっこりと笑う。

「決まっているだろう胡太郎？　君の今の姿の記念写真を撮りに来たのだよ」

「学校に行けばそのうちコタとも再会できただろうが、そんなの待ちきれねえからな！」

「そんなわけで胡太郎くん。今の姿勢のまま、もう一枚撮りますね？」

　スマホを構える那由が、ピロリン、と写メを撮った。

「へ？　今の僕の姿……？」

　含みのある言い方にきょとんとする。今の姿勢ってどういうことだ？

　そんなわけで胡太郎は、那由の写メに写ったであろう、自分の姿を思い返してみる。




　制服姿の女子高生（奏）を、

　ローアングルから見上げる、

　デジカメっぽいサムシングを持った男子高生（胡太郎）。




　って、パッと見だと思いっきり誤解されそうな場面じゃないか──っ!?

「ちょっ、みんな、わざとだろこれ!?　なんていう瞬間を撮影してくれたんだよ！」

　やられた！　そういえばこういう連中だったよ……！　奏も哲也も那由も、このためにわざわざ遠回りして待ち構えていたんだなっ？

　ええい……っ。ということは、ここからだと奏かなでのパンツが見えてしまうのもわざとだったのか。

「まったく！　再会して早々、何してるんだよ……っ」

　奏がしれっと笑う。

「胡こ太た郎ろうが私を盗撮しているかのようにでっち上げたのだが？」

「意図だよ意図！　状況くらい分かってるよ！」

　哲てつ也やがビックリする。

「──ハッ!?　もしかして俺は、コタを陥おとしいれるような真ま似ねに加担してたのか……!?」

「知らずに参加してたの!?　じゃあ普通に再会を喜びに来たつもりだったんだろうけど台無しだよ!?」

　那な由ゆが胡太郎と哲也を見てうっとりする。

「何も知らないウブな男子に、強引に【ツッコんで】しまう親友……アリですね！」

「ナシだよっ！　そんな妄想に繋つながる要素はかけらも無かったよ！」

　ぺしっ！　とデジカメの偽物を地面に叩たたきつけた。どいつもこいつも六年前から変わってないなホント……！

　まあそれはそれとして、胡太郎は叩きつけたデジカメっぽい物を拾って鞄かばんに入れた。

「おや胡太郎、拾い直すのかね？」

「いや、さすがにゴミを放置しとくわけにもいかないし」

　これも奏達が用意したものだろう。だとすれば後始末をしなければ。

　奏がやけに嬉うれしそうに目を細める。

「騙だまされたというのに律りち儀ぎなものだね。だが、それでこそ私達の胡太郎だ」

　律儀とかいう問題なのか？　ただ言われてみれば、たしかに昔からこの三人のフォローしていた覚えはあるなあ……。

　なんて思っていると、那由がジト目で見つめてくる。

「あのー、アタシの素晴らしい作品をゴミ扱いされるのはさすがに悲しいんですけど」

「へ？　ああ、このデジカメのこと？」

　鞄の中を見ながら答えた。

　どうやらこのデジカメっぽい物の制作者は那由だったらしい。そういえば四人で何かをする時には、いつも那由が物作りを担当していた。

　胡太郎は素直に感心する。

「へー、那由が作ったのか。どうりで本物と見間違えるはずだよ。相変わらずビックリするほど器用だな」

「ふっふっふ、でしたらもっと褒め称たたえてくれても構いませんよ？　なんせアタシは完全無欠の美少女ちゃんですからね！」

　ちょっと褒めただけで、那な由ゆが「えっへん！」とつつましい胸を反らした。すぐ調子に乗るあたりも相変わらずだ。

　しかしこれを作ったのは那由でも、この罠わなを仕掛けた主犯は別にいるに違いない。こういう嫌がらせじみた策略を考えるのは、決まってこの少女だ。

　胡こ太た郎ろうはフェンスの上をジト目で見上げる。

「それで、奏かなで？　なんで那由にわざわざこんな偽物を作らせたんだよ？」

「証拠写真の真しん実じつ味みの問題だよ。ただ見上げているだけなら偶然だと言い張れるが、カメラを持っていれば言い逃れできないだろう？」

「悪魔かあんたは！」

　言い逃れもクソも実際に偶然でしかないよ！

「この位置関係もよく出来ているだろう？　哲てつ也やや那由の位置から証拠写真を撮ると、あたかも胡太郎からは私の下着が見えているかのように写るのだよ」

　奏が涼しげに笑った。……ホント悪魔の発想だな。

　って、うん？　『あたかも』？

「あれ、わざとじゃなかったの？　実際僕の角度からだとパンツが見えてるよ？」

「──えっ？」

　と、奏が一瞬面めん喰くらって、

「…………ふ、ふんっ、それがどうしたと言うのだねっ？　私は恋愛経験が豊富なので、たかが布きれごときを見られようとも別に気にならないのだよ……っ！」

「いや、真っ赤な顔で慌ててスカートを押さえながら言われても」

「哲也と那由には見えていないのだね……っ？　ならば言っておくが、今日の私の下着はスケスケだ……っ」

「何の見み栄えだよ!?　そんな凄すごいやつなんか穿はいてないだろ!?」

「カナはスケスケパンツなのか。腹が冷えねえように腹筋を鍛えとけよ」

「哲也は他に感想は無かったの!?　てゆーか筋肉はそこまで万能じゃないよ！」

「えっ、万能じゃないんですかっ？　じゃあ胸のあたりを鍛えてもダメですかね……」

　那由がつつましい胸を押さえてしょんぼりした。……密ひそかに気にしているのか？

　ともあれ、胡太郎はなんとなく気まずい感じで頬ほおを掻かく。

「まったく……なんというか、みんな相変わらずだなあ」

　てゆーか奏もわざとパンツを見せていたわけじゃなかったのか。……となると、なんだかこっちまで恥ずかしくなってきたんだが。

「まあそれはともかく……その、奏って、恋愛経験が豊富なの？」

　そこが思いのほかショックだった。……幼おさな馴な染じみの成長に置いていかれたような気になるからだろうか？

　しかし奏かなでも、昔から見た目だけなら子役以上と言われた少女だ。その奏が成長して更に綺き麗れいになったのだから、恋愛経験が豊富なのも当然かもしれない。

　そんなことを尋ねると、奏が悠然と頷うなずく。

「うむ、私は恋愛経験が豊富だとも。今ではどの選択肢を選べば誰のルートに入るのかを瞬時に見抜けるのだよ」

「……それ思いっきり仮想世界の恋愛じゃないかよ……っ」

　思わずガックリと頭を抱えた。

　……黙ってさえいれば美人なのになあ。一体どうしてそういうものをプレイするようになったのやら。

「奏ちゃんもプレイするようになりましたか！　去年の夏休みにアタシが色々と貸してあげたことで興味を持ってくれたみたいですね！」

「うむ。いざという時に無知では何かと困るだろうからね」

　少女二人が頷き合った。オッケー、元げん凶きようを把握した。

「那な由ゆの影響だったのか……。てゆーかそもそも那由はなんでそういうゲームに手を出したの？　いや、昔からゲームやアニメとかにどっぷりハマってたから、単に順当に成長しただけか」

　でも年齢制限的にどうなんだよ？　と思ったが、まあ胡こ太た郎ろうもそれを責められる立場でもない。実際そういう本なら持っているわけなので。

「なんでしたら胡太郎くんにも貸しましょうか？　もちろん【もにょもにょ】なシーンもありますよ？」

　那由が笑顔でそう誘ってきた。

　むむ。そう言われるとお断りしづらいな、健康な男子的に考えて。

「じゃあアタシのおススメを貸してあげますね。最近のは凄すごいんですよ？　なんせ男の娘コでも子供を産めちゃうんですからね！」

「──お断りだよ！　男同士のジャンルだったのかよっ！」

「？？？　男じゃなくて男の娘コですよ？」

「そこで『何を勘違いしてるんですかこの人』みたいな顔されても困るんだけど……!?」

　きょとんとする那由の隣で、哲てつ也やがグッと力こぶを作る。

「諦めるんじゃねえ、努力すれば男でも産めるだろ。元気があれば何でもできる！」

「できるか！　心理学じゃなく生物学的な問題で無理だよ！」

　続けざまにツッコんで頭を抱えた。相変わらず常識の通じない幼おさな馴な染じみ達だ……！

　ハァ、と胡太郎はため息をついて気を取り直す。

「まあこの感じだと、現実での恋愛経験についても、みんな相変わらずってことか」

　結局そういうことだろう。『いざという時に無知だと困る』ということは、いざという時がまだ来ていないということのはずだ。

　そんな幼おさな馴な染じみ達に、胡こ太た郎ろうはなんとなくホッとした。

「三人とも昔から変わってないみたいでちょっと安心したかも。でもある意味じゃ意外だな。奏かなでは綺き麗れいだし、哲てつ也やもカッコいいし、那な由ゆだってかわいいのに」

「むっ？　そ、そうかね……っ？」

「ひうっ？　ま、まあ当然ですね、アタシは美少女ちゃんですので……っ」

　と、奏と那由が予想以上に真っ赤になって照れた。

　うん？　二人とも妙に嬉うれしそうだ。もしかして意外と褒められ慣れていないのか？

「こほんっ。で、では胡太郎。君が私を綺麗だと思っていることは、一応脳裏に刻み付けておくとしよう」

　奏が咳せき払ばらいした。そこまで改めて記憶する必要も無いと思うんだけど。

「一応スマホにも録音しておいたよ」（ピッ）

『──奏は綺麗だし、奏は綺麗だし、奏は綺麗だし、』

「そこまで改めて記録する必要も無いと思うんだけど!?」

　奏のスマホから胡太郎の声がリピート再生された。わざわざ何をしているんだ……！

　しかしこういうところも変わっていない。昔から奏は、他人を困らせるのが趣味だった。

　その奏が、涼しげに見下ろしてくる。

「ちなみに胡太郎。君が拾った財布と五千円札は私の物だ。後で返してもらいたい」

「財布？　ああ、道に落ちてたやつか。……てゆーかそこから既に罠わなが始まってたのか」

　胡太郎は自虐的に乾いた笑みを漏らした。

　思い返してみると、あれが無ければ胡太郎も奏の存在に気付いたはずだ。胡太郎の意識を地面に向けさせておいて、フェンスの上の奏に気付かないまま近づかせる──そんな感じの作戦だったのだろうか？

「いや。アーケードの商店街を封鎖したところからが私達の策略だったのだよ」

　奏がスマホをポケットに仕し舞まう。

「策を出したのは私だ。まずは哲也に商店街で超人的な芸当をさせて、人だかりを生ませて道を封鎖する。そして那由が作った偽物のデジカメをこのフェンスの前に置いて、胡太郎の卑ひ猥わいな行こう為いの証拠写真を写メに収めたのだよ」

　奏がそう語った。……冤えん罪ざいに証拠もクソもねえよちくしょう。

「まあそれはさておき、商店街の『ぬおりゃああああ！』の正体は哲也だったのか。さすがだな」

「おう！　俺くらいの強肩でもなきゃ、軽い空き缶を正確には投げれねえだろ？」

「距離はともかくコントロールと強肩は無関係だろ」

　哲てつ也やが誇らしげに力こぶを作った。……感心すればいいのか呆あきれればいいのかよく分からないところだ。

　ただ、哲也は昔から運動神経が凄すさまじく良かった。胡こ太た郎ろうが引っ越ししてからも哲也は体を鍛え続けていただろうから、ああいう超人的な芸当ができても不思議じゃない。

　哲也にしても那な由ゆにしても、その技能には目を見張るものがある。

　そして、そんな二人の能力を活いかすこの策略を考えたのが、どうやら奏かなでらしかった。

　胡太郎は呆れ顔で奏を見上げる。

「……それで？　なんでまたこんな真ま似ねをするんだ？」

「なに。大した理由ではないのだが、少々胡太郎を脅迫する必要に迫られたものでね」

　奏がしれっと答えた。大した理由じゃないなら脅迫しないでもらいたいんだけど？

「さて、久方ぶりの再会だ。改めて自己紹介しておこう──」

　おっと？　奏がふわりと優雅に飛び降りてきた。

　そして黒髪の麗人は、胡太郎に向けて、しっとりと微笑ほほえみながら言う。

「比ひ叡えい奏、生徒会長をやっている。趣味はドッグランでもないのにリード無しで犬の散歩をしている悪あく辣らつな者にうちのドーベルマンをけしかけることだ」

「あんたが一番悪辣だよっ！」

　と指摘した直後、

「……って、うん？　生徒会長？」

　と胡太郎は、眉をひそめて小首を傾かしげた。

　春休みに会った先輩も生徒会長だったが、彼は三月いっぱいで任期が切れると言っていた。ということは、その後任が奏なのだろう。

　その後任の生徒会長といえば、たしか帰国初日の晩に、お隣さんの天あま音ねが話題にしていたような──。

「うむ、生徒会長だ。桜おう南なん高校では、一年生の時に学年主席だった者が二年生で生徒会長を任される。そして入学当初より私の学業成績が突出していたことから、去年は特例的に、早々に私の生徒会長就任が内定したのだよ」

　奏が胡太郎とすれ違いながら言う。

「そこで私はかねてから、生徒会の役員になるべき人材に声を掛けていた。だが色々と手違いがあって、彼等らは生徒会ではなく風紀委員に就任してしまったのだよ。そこで胡太郎、君に折り入って頼みがあるのだが──その前に、君に見てもらいたい画像がある」

「……画像？」

　再びきょとんと小首を傾げた。

　そんな胡太郎をよそに、奏が那由に歩み寄り、那由からスマホを受け取る。

　そして涼しげな表情で、スマホに写る画像を胡太郎に見せつけてきた。

「ぐげ……っ!?」

　途端、ブサイクな悲鳴が胡こ太た郎ろうの喉から漏れる。

　奏かなでが見せつけてきた画像は、どこからどう見てもまるで──胡太郎が五千円札を片手に、奏のスカートの中を撮影させてくれと持ち掛けている瞬間の証拠写真であるかのようだ。

　そんなスマホをずいっと突き出しながら、奏がにこりと不敵に笑った。

「堤つつみ胡太郎。私のもとで生徒会副会長を務めてもらえるね？　どうかこのとおりだ」







「────今年度の生徒会副会長にご指名いただきました、堤胡太郎です……」

　始業式の体育館。胡太郎は編入初日から、全校生徒の視線が集まる壇上で、生徒会副会長就任の挨拶をさせられていた。

　……あんなに断れない『このとおり』なんか初めてだよ、ちくしょう……っ！





　　　　☆






　始業式が終わり、胡太郎は幼おさな馴な染じみ達とともに二年Ａ組の教室へと入った。四人とも同じクラスになったのだ。

　新たなクラスメート達が、奏と哲てつ也やと那な由ゆを見てざわめく。

（凄すごいなこのクラスのメンツ）

（『高嶺に咲いた鳥兜アンタツチヤブル・マツチオイル』と『脳筋大暴投ノー・キントロール』と『国境なき想像主ボーダレス・イマジナー』が揃そろい踏ぶみとはな）

（三人とも交換留学から帰ってきていたのね）

　そんな噂うわさ話ばなしが聞こえてきた。どうやら奏も哲也も那由も、この学校ではかなりの有名人らしい。

（ところで、あの三人のそばにいる地味な奴やつは誰だ？）

（編入生じゃないの？　たしか生徒会の副会長になるって挨拶していたような）

（ああ、副会長いけにえか）

　その読み方はおかしいだろ。……いや、おかしくないか。

　それはさておき、胡太郎は幼馴染達と一緒に奏の席に集まった。

「桜おう南なん高校には変な異名をとる有名人がいるってことは噂で聞いてたけど、まさかみんながその三人だったとはね……」

「変な異名とはいきなり失礼だね」

「俺達も別に名乗ったわけじゃねえぞ？　勝手にそう呼ばれてるだけだ」

「アタシは美少女ちゃんなので異名も『春風にゆれるたんぽぽ』の方が似合うと思います」

　三人が口々に言った。ちょっぴり那由をしばきたくなった。

　胡こ太た郎ろうは腕を組む。

「でもまあ、昔から町内では有名だったんだ。三人とも学校でそう呼ばれるだけのことはあるかもね。今朝も実際、哲てつ也やが商店街で人だかりを作ってたくらいだし」

「──はいっ、ですです！」

　と那な由ゆが勢いよく頷うなずき、

「通りかかった皆さんも大興奮でしたもんね！　アタシもせっかくの【哲也くん攻め×くずかご受け】だったのでついつい堪たん能のうしちゃいました。えへへっ」

「かわいく照れても直前の発言で手遅れだよ！」

　親友と無機物のカップリングって業ごうが深すぎるわ！

「うぇっ!?　か、かわいい、ですか……？　ま、まあ、そう言うなら存分に愛めでてくれても構いませんよ？　なにせ私は完全無欠の美少女ちゃんですからね！」

「少なくとも常識は欠けてるよね……っ？」

　その言葉は聞こえなかったらしく、那由がデレデレと調子に乗った。

「「ほう？」」

　と、そんな那由の様子に、奏かなでと哲也がにやりと意地悪く笑う。

「いや胡太郎、ここは那由の美しさをもっと称賛するべきではないかね？」

「だな！　人間ってのは褒められて育つもんだ！」

「……え？　え？　なんですか二人とも？　突然アタシを取り囲んで……」

　突然のことに戸惑う那由。

　そんな幼おさな馴な染じみを、二人が芝居がかった様子で褒め殺しする。

「ああ那由、私ごときでは君には敵かなわないよ。その眩まぶしさに目を焼かれてしまいそうだ」

「まったく甲子園に連れて行きたくなるほどのかわいさだぜ！」

「ああ那由、春の風が暖かいのは、君への恋の病に浮かされているせいなのだよ？」

「きれいな顔してるだろ？　ウソみたいだろ？　かわいいんだぜ、それで！」

「……あ、あわわ……っ」

　調子に乗っていたはずの那由が、涙目で顔を真っ赤にして、

「し……知ってるもん……っ。アタシがかわいいこと、誰かに言われなくても知ってるもん……！」

　ポキリと那由の心が折れた。あんたら鬼畜か。

　しかし胡太郎は考え直す。

　いや、褒めること自体はいいことかもしれない。やっぱり女の子には優しくするべきだよね。

「そうだね那由、僕もその貧乳はステータスだと思うよ。希少価値っていうか価値が希少だと思うよ」

「──ちょっ、今アタシを無理やり褒める流れじゃありませんでしたか!?　急に毒を吐かないでくださいよ！」

　あ、しまった。もしかしたら言葉のチョイスを間違えていたかもしれない。

「いや、でも女の子といっても腐女子は褒めなくてもいいかもしれない……」

「えええ……？　そのモノローグは心の中に留とどめておいてほしかったんですが……」

　那な由ゆのサイドテールがへにょっと元気を無くした。

　……あ、うん。なんかごめん。

「でもなんだか懐かしいや。そういえば、昔もよく三人で那由をイジってたっけ」

「うむ。調子ノリのくせにすぐパニクるあたりにイジり甲が斐いがあるのでね」

「普段はＢＬ妄想のネタにされてるからイジっても罪悪感が薄いしな！」

　三人で和気あいあいと盛り上がる。

「……あのー、人をイジるイジらないの話で和むのはやめてもらえませんか？」

　那由がジト目で見つめてきた。了解、さすがに自重しよう。

　それはさておき、胡こ太た郎ろうは改めて言う。

「まあ少し話が脱線したけど、やっぱりみんなは、今でも目立つ存在なんだな」

　天あま音ねから例の噂うわさを聞いた時には他ひ人と事ごとのつもりだったが、その正体は思いきり身内だった。

「世間は狭いなあ。地球は広いのに」

　六年間ハワイで過ごしていた胡太郎は、そうぼやきながら三人を順番に見る。




　黒髪ロングの少女は比ひ叡えい奏かなで。『高嶺に咲いた鳥兜アンタツチヤブル・マツチオイル』の異名をとっていて、中学生の頃から全国模試で上位常連なほど成績優秀らしい。昔から他人をからかうのが趣味で、嫌がらせじみた策略を得意としていた。……実際、胡太郎もその被害に遭ったばかりだ。

　短髪で体つきの逞たくましい少年は鈴すず鹿か哲てつ也や。『脳筋大暴投ノー・キントロール』の異名をとっていて、入学当初から野球部の四番エースとして活躍しているらしい。昔から言動が暴投気味な脳筋だったが、その運動神経は超人的だ。実際、今朝も数十メートルは離れたくずかごに、落ちていた空き缶という空き缶を精密なコントロールで投げ入れていた。

　サイドテールの小柄な少女は伊い吹ぶき那由。『国境なき想像主ボーダレス・イマジナー』の異名をとっていて、何でも作れる器用さで、美術部で活躍しているらしい。昔から同性だろうが無機物だろうが節操なくカップリング妄想するオタクだったが、トリックアートや模造品イミテーシヨンの制作など、芸術分野での能力には凄すさまじいものがある。実際、今朝のデジカメの偽物には胡太郎も騙だまされてしまった。




　胡太郎の言葉に、哲也がしきりに頷うなずく。

「たしかに地球は広いな。俺も三日前に帰国したんだがまだ時差ボケが直らねえよ。昨日も走り込みしてたらいつの間にか一日が終わってたぞ」

「それ時差ボケじゃなくただのボケだよ」

　てゆーか一日中走り込めるスタミナってパネェ。まあどうでもいいけど。

「そういえば僕も帰国したばかりだけど、三人もこの前まで海外にいたんだよね？　しばらく交換留学してたって聞いたけど」

「おう！　コタを驚かせようってことで、みんなで黙ってたけどな！」

「奏かなでちゃんが学力推薦枠でロンドンへ、哲てつ也やくんがスポーツ推薦枠でロサンゼルスへ、アタシが芸術推薦枠でパリへ。去年の九月から留学して、日本の年度の切り替えに合わせて帰ってきたんです」

　なるほど、それぞれの得意分野で推薦枠に選ばれたということか。まあこの三人なら、そうなるのも当然かもしれない。

「たしかに驚いたよ。でも改めて考えると意外だな。留学もそうだけど、みんなが桜おう南なん高校に進学してたなんて」

　桜南高校は何事もあまり優秀でない生徒が通う学校だ。この三人がその気になれば、それぞれの分野に秀でた学校に進学できたはずなのに。

　と、奏が長い足を組む。

「その留学が私達の目的だ。桜南高校には交換留学制度があるのでね」

「留学が？」

　胡こ太た郎ろうは小首をかしげる。この三人はそんなにグローバル志向が強かっただろうか？

　……いや、あれから六年も経たっているのだ。いつまでも小学生の頃みたいに、くだらないことだけを考えているわけにもいかない。

　この幼おさな馴な染じみ達もきっと、何か大きな意志を抱いて、海外へと飛び出したのだろう。

　そう思っていたところへ、奏が堂々と答える。

「中学の頃に胡太郎が『高二から日本に戻る』と連絡してきただろう？　それを知った時、私達三人の胸には、同じ想おもいが湧き上がったのだよ。『──胡太郎だけ帰国子女だなんてなんだかカッコよくてずるい！』」

「そんなくだらない意地で進学先を決めるなよ……っ！」

　ずるいって何だよっ？　六年経っても変わらないなこいつらは……！

「そもそも俺の学力は元から桜南レベルだからな！」

「アタシは美少女ちゃんなので学力なんて必要ありません！」

「自宅から一番近い高校だったのでね。朝が早いと辛くない？　私は辛い」

「──胸張って答えるようなことか！」

　三人まとめてツッコんだ。

　ホントに六年経たっても変わっていない。バカなことをやっていた子供の頃のままじゃないか……！

　ええい、哲てつ也やも那な由ゆも奏かなでも、せめて留学先で得たものとかは無いのかっ？

「ロスの連中ってすげえ賢くてビビったぞ。あいつらみんな英語ペラペラだった」

「凄すごくないよ！　奴やつ等らが本場だよ！」

「アタシは逆に本場のパリジェンヌが【エッフェル塔×凱がい旋せん門もん】で妄想していないことにビビりました」

「むしろその発想にパリジェンヌがビビるわ！」

「私はロンドン橋が落ちていてビビったね」

「明らかに歌ネタだろそれ！　ガチならビビるどころの騒ぎじゃねえよ！」

　立て続けにツッコんでうなだれる。

　……ダメだ、やっぱり得たものなんか何一つ無い。てゆーか桜おう南なん高校も、こんな連中なんか留学させるなよ……！

　そうガックリしていると、奏が涼しげに瞳を細める。

「くす……それにしても胡こ太た郎ろう、君とのこうした語らいも久しぶりだね」

　奏が昔を懐かしむように言った。

　そして奏が、柔らかく微笑ほほえんで、

「結局のところだね、私達は何も変わっていないのだよ──。そう、かつて四人で野山を駆け回った頃のままにね」

「……え、何ちょっといい話っぽくまとめてるの。言っとくけど無駄だよ？」

　そもそも四人の地元って住宅街だから。野山とかまず駆け回ってないから。

　そう、──野山は。




「あ──」




　と、その時不意に声が漏れた。かつての記憶がふと蘇よみがえったのだ。

　別に野山なんて駆け回っていない。

　でも、四人で駆け回ったのは、毎日のことだった。

「ハァ。でも……うん、奏の言うとおりかも」

　さすがに溜ため息いきが漏れたものの、なんとなく苦笑してしまう。

　たしかにあの頃もこうだった。奏と哲也と那由に振り回されながら、こんな風にツッコミを入れまくっていた。

「うん。きっと僕もみんなも、あの頃のままだ──」

　そう呟つぶやいた時、遠い日に聞いたあの声が、また脳裏をよぎる。




　────ＷＧぃぃぃぃぃぃぃ！




　────クラッシャ─────ズっ!!




　あの頃は四人で毎日遊んでいた。

　手作りのロケットを打ち上げたり、迷い犬の飼い主を捜したり、ご町内のダメな大人を相手にいたずらしたりしていた。

　奏かなでが悪知恵を働かせ、那な由ゆが必要な道具を作り、哲てつ也やが先陣を切って、胡こ太た郎ろうがフォローに走り回る。

　そんな四人はいつしか、自分達をあの名前で呼ぶようになっていたのだ。

「……うん、きっとあの頃と変わっていない。六年が過ぎても僕達は同じなんだ……っ」

「そうだとも胡太郎」

「四人揃そろってこその俺達だ！」

「アタシ達の関係は、ずっと変わりませんよ……！」

　胡太郎の言葉に、みんなが頷うなずいた。

　やっぱり変わらない。なんだか胸が熱くなる。きっとその感覚もみんな同じだ。

　当時の名前を言いながら────胡太郎は幼おさな馴な染じみ達に向けて、グッと力強く拳を握りしめる！

「あの頃のままの僕達が六年ぶりに再集結したんだね……！　悪者達がのさばるご町内で下げ剋こく上じようを巻き起こすクラッシャーズ────略して『ＷＧクラッシャーズ』が！」




「「「……いや、もうその名前はちょっと……」」」




「──ドン引きっ!?」

　ちょっ？　何それおま、えええええっ？

「……おいコタ、俺達もう高二だぞ？　あんまりバカなこと言うなよ」

「よりにもよって哲也にバカ呼ばわりされるとは思わなかったよ……」

　哲也に肩を叩たたかれて呆あきれられた。こいつ殴りたい。

「さすがに恥ずかしいですよ胡太郎くん。大人になるって悲しいことなの」

「何言ってるんだよ？　僕はともかく、みんなには恥みたいなまともな感覚なんて無いでしょ？」

「何気に失礼だね君は」

　なんだか那由と奏にも呆れられてしまった。解げせぬ。

（今の何？　編入生が妙なこと叫んでたけど）

（なんとかクラッシャーズがどうとか）

（うわ、高校生にもなって恥ずかしい奴やつだな……）

　気付けばクラスメートまでこっちを見てひそひそ話をしていた。

　ちょ、いやいや待たんかい。あんたらこそ奏かなで達を妙な異名で呼んでるよね……っ？

「どうしたのだね胡こ太た郎ろう？　急にクラスメートを見てわなわなと震え始めたが」

「生まれたての仔鹿のようですね」

「……別に仔鹿は怒りに震えてるわけじゃないだろ」

　怒りと共に爆誕って前世でどんなカルマ背負ったんだよ。

「じゃあコタはなんで震えてるんだ？　プロテインでも切れたのか？」

「それプロテインじゃなくドーピングだよ」

　完全に禁断症状じゃないか。

　そんな感じでツッコんだところで、なんだか全部どうでもよくなった。

「……ハァ。まあ周りの評判なんて気にしてたらキリが無いか。また四人で一緒に過ごす以上、問題に巻き込まれずに済むわけがないし」

　昔も穏やかな日々というものとは縁遠かった。今朝からこの瞬間まで繰り広げてきたような、バカバカしくて騒がしい時間をずっと過ごしてきた。












　しかし、それを嫌だとは思わない。むしろこういう時間がまた蘇よみがえることにも期待して、胡こ太た郎ろうは日本に帰ってきたのだ。

　日本で得たＷＧクラッシャーズとの繋つながりと、ハワイで得た天あま音ねや蓬ほう莱らい家との繋がり。その両方が、今の桜おう南なん市に存在するのだ。

　と、奏かなでがあいまいに頷うなずく。

「そのとおりだね胡太郎。私達はまた同じ時を過ごすのだよ。……しかしただ、四人が揃そろうのは、基本的に放課後までということになるだろうがね」

　放課後まで？　それはまたどうして？

「コタとカナは生徒会に入ったが、俺とナユは今日から部に復帰するからな」

「アタシの美術部は共同制作の時以外は自由参加なのですが、特に哲てつ也やくんは野球部なので、そうもいきませんしね」

　哲也と那な由ゆがそう答えた。

「部活動か。そういえば、そこが六年前までとは違うんだな……」

　胡太郎もようやくそのことに気付く。

　言われてみれば、哲也と那由はそれぞれの部で活躍しているとのことだった。生徒会に入ることになった胡太郎とは、放課後の過ごし方が別々になりそうだ。

　まあクラスも同じになったことだし、一緒に日々を過ごせるという意味では昔のままになるだろう。

　──ただ、四人で計画を立てて何かをやり遂げるといったような、ＷＧクラッシャーズみたいな真ま似ねはなかなかできないかもしれない。

　そんなことを考えてしまったが、どうせなので胡太郎は笑うことにする。

「そうか。でもせっかくだから、また四人で何かをやりたいね」

「うむ。いずれはまた、そういう機会を作りたいものだ」

　奏がそう答え、哲也と那由も頷いた。

「──はいみなさん、席に戻ってくださーい」

　そうこうしているうちに、担任の先生が教室に入ってきた。ＨＲが始まるようだ。

「おっと、席に戻らねえとな」

「そうですね。それではみなさん、またＨＲの後で」

　哲也と那由が軽く手を上げ、それぞれの席に戻っていった。他のクラスメート達も席に戻っていく。

　胡太郎も奏に向けて軽く手を上げる。

「僕も戻らないと。じゃあ奏、また後で──ん？」

　しかし席に戻ろうとしたところを、奏に腕を掴つかまれて引き留められた。

「待ちたまえ胡太郎。今日の放課後だが、私とともに他校へと出向いてもらおう。就任して早速だが、生徒会の仕事があるのだよ」

「へ？　生徒会の仕事？」

　今日はまだ始業式だというのに？　新学期早々、何事だろうか。

「うむ、君の副会長としての初仕事だ。本来は会長の私一人でも構わない用件なのだが、今回ばかりは胡こ太た郎ろうも参加しておいた方がいいだろう」

「そ、そうなのか。でも他校に出向いてまで、一体何を？」

　きょとんと胡太郎が小首をかしげる。

　そんな副会長に、会長の奏かなでが涼しげに答えた。

「修学点スコアと修学点スコア争奪戦について、文もん科か省しようの職員による説明を受けるのだよ」






　　第二章






　編入初日の放課後、胡太郎は雉きじノの森もり高校にいた。桜おう南なん市に隣接する雉ノ森市にある、普通科の他にスポーツ科もある男子校だ。

　その会議室の一席に座る胡太郎は、スーツ姿の中年男性の言葉に耳を傾ける。

　この男性は、修学点スコア争奪戦について説明するために派は遣けんされた、文科省の修学推進課の職員だそうだ。

「えー、新年度が始まったということで、みなさんの学校にも新入生が入学してきたかと思います。彼等らは先日まで中学生でしたので、生徒会役員であるみなさんは今後、彼等に対して修学点スコアに関する説明会を開催することでしょう。それに先駆けて、今日はこうしてみなさんにお集まりいただきました。新入生にきちんと説明できるよう、みなさんも修学点スコアについて、この場で改めて知っておいてください」

　それを聞いて、胡太郎はどうして奏がこの場に自分を連れてきたのかを悟った。

　胡太郎は隣に座る奏に耳打ちする。

（なるほど、だから僕をここに連れて来たのか。僕は修学点スコアや修学点スコア争奪戦のことを、あんまり詳しくは知らないもんね）

（うむ。本来ならば他校のように生徒会長だけが参加すれば良かったのだがね。しかしせっかくの機会だ。海外暮らしの長かった君には、日本の高校の新制度について、この場で専門家から教わってもらうとしよう）

（そうさせてもらうよ）

　胡こ太た郎ろうは姿勢を戻しながら周りを見る。

　この会議室にいる者は、文もん科か省しようの職員の他には五人だけ。胡太郎と奏かなでと、近隣三校それぞれの生徒会長だ。

「それでは説明を始めます。みなさんも既にご存じの内容だとは思いますが、お配りした小冊子をご覧になりながら聞いてください」

　おっと、どうやら説明が始まるらしい。しっかりと聞いておかなければ。

　春休みには大したことも分からないまま修学点スコア争奪戦に参加することになったので、この機会に日本の高校のことをもっと知っておこう。

　胡太郎は配布された小冊子を開き、その内容の要点をざっくりと確認して、脳内で箇条書きで整理していく。



















　──どうやら、勉強やスポーツや芸術で活躍すれば修学点スコアが加算されて、修学旅行などの学校行事が豪華になるらしい。そしてその修学点スコアを、争奪戦によって、同じ地区の高校から奪い取れるということか。

　そんな具合に胡こ太た郎ろうが理解したところで、文もん科か省しようの職員による説明が終了した。




「本日の会合は以上です。生徒会役員のみなさん、今日の内容を、なるべく早いうちに新入生に教えてあげてください」

　最後にそう締めくくり、文科省の職員が会議室から去っていった。

　今日はこれで解散のようだ。胡太郎は小冊子を鞄かばんに入れて、帰り支度を始める。

「これが修学点スコア争奪戦の基本ルールか。春休みに桜おう南なん高校で争奪戦をやっていたのは、桜南高校が防衛側だったからなんだな」

「む？……春休み？」

　隣にいた奏かなでが少し呆ほうけた様子で言う。

「胡太郎。桜南高校は、春休みの間に他校と争奪戦を行おこなったのかね……？」

「うん、僕が桜南高校の下見に行った日にね。もしも桜南高校が攻撃側だったら、巻き込まれずに済んだんだろうけど……」

「ふむ……そうか。私も一昨日に帰国したばかりで情報収集を怠っていたが、思えば最後に状況報告を受けたのは、先月の半ばだったか……」

　奏かなでがどこか困った様子でそう言い、スマホを取り出して操作し始めた。

　うん？　どうかしたのだろうか？

　そう訝いぶかった胡こ太た郎ろうが、奏のスマホを覗のぞき込こもうとすると、

「──ぬははは！　おぬしらが攻撃側になることなどありえんわい！　争奪戦を仕掛けたところで勝てるわけがないのだからのう！」

「とんだお笑い草ですわね。ですがありがたいことですわ。桜おう南なん高校のような弱小校が同じ地区にあるおかげで、ワタクシ達は修学点スコアに困ることなどありませんもの」

　ということを唐突に言いながら、角刈りの少年と金髪縦ロールの少女が笑った。

　胡太郎は奏に耳打ちする。

（……知り合い？　いきなり挑発的だけど、また奏が恨みでも買ったの？）

（失礼だね。胡太郎は私を何だと思っているのだね？）

　奏が不満げに抗議してきた。もう少し自分の行いを振り返ってほしい。

「ここに来るまでに軽く教えておいただろう？　彼は雉きじノの森もり高校の生徒会長、伊い勢せ谷や剛ごう介すけ。彼女は菊きくヶが峰みね高校の生徒会長、白しら川かわ優ゆう華かだ」

「ああそうか。そういえば他校のことも少し聞いてたっけ」

　胡太郎は道中で聞いた同地区の三校の説明を思い出す。

　普通科の他にスポーツ科もあって、各学年百名ずつがスポーツ科の生徒。その生徒が集まるラグビー部とアメフト部が全国大会の常連である、雉ノ森高校。

　芸術方面には滅めつ法ぽう強く、特に演劇部と吹奏楽部と声楽部が実力者揃ぞろい。コンクール荒らしとして県内で一目置かれている、菊ヶ峰高校。

　この二人は、その二校それぞれの生徒会長だ。

「ということは、あの人がもう一校の──」

「うむ。朱す雀ざく院いん泰たい雅が。錦にし神がみ学園の生徒会長を務める男だよ」

　金持ちのドラ息子やドラ娘が押し込められていて、寄き付ふ金きんによる財力にものをいわせて争奪戦で勝ち続ける高校──それが錦神学園だ。生徒それぞれに秀でた能力は無いが、争奪戦によって修学点スコアを奪い続けることで、地区最強の座に君臨しているらしい。

　実際、春休みのバトルロイヤルドッジボールでも、桜南高校は錦神学園の用意したバレーボールマシンに屈して完敗した。

　その錦神学園の生徒会長である朱雀院泰雅が、胡太郎を見て鼻を鳴らす。

「む……？　ふん！　どこかで見た顔だと思っていたが、争奪戦で最後までちょろちょろとしつこく粘っていた奴やつか」

「へ、僕を知ってるの？　てことは、君もあの試合に参加してたのか」

　あの日の戦いで、桜南軍は胡太郎一人を残して早々に壊滅してしまった。その後、胡こ太た郎ろうはなんとか全力疾走でヒットアンドアウェイを繰り返していたのだが、どうにか錦にし神がみ軍を四名退場させたところで被弾し、試合終了となったのだ。

　そんな胡こ太た郎ろうに、泰たい雅がが尊大にファサーッと前髪を掻かき上あげる。

「ハハハ！　無様な試合だったなあ、桜おう南なんの貧乏人ども！　今年も貴様等らからは争奪戦で大いに稼がせてもらったぞ。しかしそもそも、戦ったところで貴様等に勝ち目など無いのだ。今後は俺達の手をわずらわせないよう、自ら不戦敗を選ぶがいい！」

　その物言いに、さすがに胡太郎もカチンとくる。

「……む。なんでそんなことしなきゃならないんだよ。試合はやってみなきゃ分からないじゃないか」

「無駄だ、現に結果がそれを示している。貴様等の修学点スコアが今のままなら、今年も貴様等は学校行事のたびに、俺達に奉仕することになるのだぞ？」

「へ？　そ、そうなの？」

　それはさすがに知らなかった。まだ四月だというのに、桜南高校はそれほど他校との点差がついているのか？

「愚かだな貧乏人、己の状況すら知らずに奉仕することになるとは……。だが貴様等にはそれがお似合いだ。俺達支配階級のために働くのは、貴様等生産階級の義務だろう？」

「いや、普通に違うと思うんだけど」

　そっちも生産階級だよね？　別にやんごとなきお家柄の人じゃないよね？

「違うものか愚民め。去年こそ奉仕で済んだが、今年は更に点差が開いて労働すらありうるだろうよ。だが喜ぶがいい。仮に貴様等が労働をする羽目になろうと、その賃金は俺達の学校行事をより盛大にするために活用されるのだからなあ！」

「ぬははは！　ありえん話ではないのう！」

「ワタクシ達が芸の道を究きわめている間、あなた方はしっかりと汗を流してくださいませ」

「むむ……！」

　三校の生徒会長に笑われ、さすがに胡太郎は眉をひそめた。

　たしかにさっきの説明でも、点差によっては学校行事の代わりに労働するというルールがあることを教わった。

　桜南高校は弱小なので、そういう危険性もあるのだろう。しかしいくら弱小とはいえ、こうもバカにすることはないのではないか。

　胡太郎は泰雅を睨にらむ。

「たしかに今までは負け続けたかもしれない。でもこれからのことはまだ決まっていない。今年の年末、学校行事の代わりに労働してるのは、僕達じゃなく君達かもしれないよ」

「ふんっ、どうして俺が労働なんぞをしなければならないのだ。俺は選ばれし支配階級なのだぞ？　いずれ大学を卒業しようと、家の財力で一生優雅に遊んで暮らしてやる！」

「ぬははは！　我等らも同意──はさすがにできんのだが」

「……何やら情けないことを叫んでおいでですわね」

　泰たい雅がのニート宣言に、さすがに二校の生徒会長が若干引いた。

　と、その時だ。

「──ふむ、まったく騒がしい連中だね。発情期の猫でもあるまいに」

　しばらくスマホを見つめていた奏かなでが、いつものすまし顔でピシャリと言った。

　そしてすっと立ち上がり、挑発的な笑みを泰雅に向ける。

「幸運だね君達は。知ってのとおり、私は模試で全国一桁の順位だ。もし修学点スコア争奪戦の種目に個人競技があれば、私が君達に労働の喜びを思い知らせてやっていただろうに」

「ハハハ、たわごとを！　去年同様、俺達に仕えるだけの高校生活を送るがいい！」

　奏の挑発に応戦することなく、泰雅が居い丈たけ高だかに笑い飛ばした。

　だがなおも奏が不敵に笑う。──何かビシッと反論するのだろうか？

「実に残念だね。君達に奉仕しなければならない日には、ちょうど桜おう南なんの生徒全員の身内に不幸があるのだよ」

「そ、そうか。忌引きなら仕方ないな……」

　泰雅もそれ以上は何も言わなかった。……将来の『身内の不幸』が確定してるってそれ殺人予告だよ。

　しかしそもそもこの場での勝敗にはあんまり興味が無かったらしい。言うだけ言うと、奏がスマホを仕し舞まい、そのすまし顔を胡こ太た郎ろうに向けた。

「さて胡太郎、帰るとしようか」

「う、うん」

　……はて、奏が割と大人しくて調子が狂うな。昔の奏なら、こんな風にバカにされたら黙ってなんていなかったと思うんだが。

　まあ、挑発されたからといってムキになる方が大人おとな気げないかもしれない。少し頭を冷やすとしよう。

　そう反省すると、胡太郎は奏とともに会議室を後にした。





　　　　☆






「ほう、錦にし神がみ学園はわざわざ大型ヘリからグラウンドに設備を降下させたのかね？　実に金満校らしい贅ぜい沢たくだ」

　雉きじノの森もり高校からの帰り道。春休みの争奪戦での経緯を話すと、奏が涼しげに笑った。

　この様子だと、やっぱり奏は挑発なんて気にしていないということか。

「なんか意外だな、バカにされたのに奏が簡単に引き下がるなんて。それとも奏は、争奪戦なんて割とどうでもいいの？」

　そう尋ねてみると、奏かなでが堂々たる様で首を横に振った。

「いや、軽んじてなどいない。私は他人をバカにするのは大好きだが、バカにされるのは我慢ならない性た質ちなのだよ」

「その性悪さを堂々と公言できるトコは尊敬するよ……」

　何かを諦めた気分になりながら褒め称たたえた。

　やっぱり奏は奏だったらしい。しかし、それならどうして簡単に引き下がったのか。

「どうでもいいわけではない。ただ事実として、どうしようもないということだよ」

　うん？　どうしようもない？

「啖たん呵かを切ったところで、負け犬の遠とお吠ぼえにしかならないのだよ。これを見たまえ胡こ太た郎ろう。私もつい先程知ったのだが、桜おう南なん高校はもはや、他校に争奪戦を挑むことすらできないのが実情だ」

　奏がそう言ってスマホを見せてきた。

　はて、何だろうか？　胡太郎はスマホの画面を覗のぞき込こむ。

「えーっと、これは……文もん科か省しようのウェブサイト？」

「うむ。文科省が公表している、地区別の各校の獲得修学点スコア一覧表だよ。そして次に見せるのが、この地区の四校の修学点スコアだ」

　奏が画面をタップする。すると画像が切り替わり、四校の現在の修学点スコアが表示された。

「どれどれ……？　えっと、桜南高校が55点で、他の三校は……どこも１１５点以上？」

　眉をひそめて呟つぶやいた。

　点差が40点以上あるということは、たしか──。

「今しがた説明されただろう？　桜南と他校との点差はいずれも40点以上だ。ゆえに私達の高校は今、どの高校とも争奪戦を行えないのだよ」

　そうだ、たしかにそのような説明を受けた。修学点スコアの差が40点以上ある場合、争奪戦を挑むことが互いにできないのだ。

「去年も四月の時点でこういった状況だったよ。修学点スコアが少なすぎて、争奪戦を挑める相手などいない。ゆえに私と哲てつ也やと那な由ゆは、未いまだに一度も、争奪戦に参加したことが無い」

　奏が小さく肩をすくめる。

「結局去年はそのまま点差を埋められず終じまいだ。体育祭も文化祭も予算がつかず、開催は見送り。それのみならず、他の三校の平均との差が70点以上あることへのペナルティとして、学校行事の代わりに地区最高修学点スコア校である錦にし神がみ学園への奉仕を課せられたのだよ」

「奉仕？　ああ、色々とこき使われたらしいね」

「うむ。グラウンドの草むしりや、祭当日の裏方業務などをね。それと私は留学していたので参加していないが、文化祭ではステージの前座として一発芸を披露させられたという話も聞いたよ」

「若手芸人かよ！」

「ちなみにだだ滑りだったそうだよ。数百人もの錦にし神がみの生徒が、音も無くただ冷ややかな視線だけを注いできたそうだ」

「……文化祭ってそんなホラーなイベントだったのか」

　実際の場面を想像してぞっとした。……やべえ、日本ナメてたわ。

　胡こ太た郎ろうは腕を組んでうなる。

「うーん、その去年の状況とあんまり変わらないってことなんだよね？　だったら点差を詰めるためにも、なおのこと争奪戦ができる方がいいと思うんだけど」

「いや、そのルールは桜おう南なんのような弱小校への救済措置なのだよ。今の他校との平均点差は72点。この点差ならペナルティは他校への奉仕で済むが、点差が更に広がれば労働になるのでね」

　労働？　まあたしかにそんなルールだったが、結局はアルバイトだろう？　だったら他校への奉仕と大差ないだろうに。

「ちなみにあと13点も差が開けば、三年生が修学旅行の代わりにマグロ漁船に乗せられるところだ」

「肉体労働にもほどがあるわ！」

　おおう、日本マジパネェわ……。

　そううなだれる胡太郎に、くすりと奏かなでが苦笑する。

「まあ、そういうわけでね──忌いま々いましいことに、私達にはどうしようもないのだよ」

　風に揺れる黒髪を、奏がそっと耳に掛けた。

　絵になる姿だ。やっぱり黙っていると美人だな、と改めて思わされた。

　その奏が、爽やかにそよぐ風に言葉を乗せる──。

「本当に忌々しいよ。私達をコケにした彼等らを社会的に抹殺したいね。満員電車で隣に立って『この人痴漢です』と叫びたくなるね」

　やっぱり黙っていないと台無しだな、と改めて思わされた。

「まあそれは半分冗談だがね」

「残り半分は本気なのか」

「いや、残りは面白半分だよ」

「なおのこと性た質ちが悪いわ！」

　それシャレにならないからねっ？　冤えん罪ざい被害に遭わないためにサラリーマンがわざわざ両手で吊つり革かわを持つ時代だからねっ？

「いやすまない、全て冗談だよ」

「それを聞いて安心したよ……！」

　それはさておき、脱線した話を奏が戻す。

「ともかくだね胡こ太た郎ろう。学校行事をまともなものにするには、何らかの分野で実績を収めるしかないということだよ」

「実績？　ああそうか、地道に修学点スコアを稼げばいいんだね」

　修学点スコアを獲得する方法は、何も争奪戦で他校から奪うことだけではない。そもそもは、各校が優れた実績を収めたことに対する報酬なのだ。

　何かで修学点スコアを獲得できれば、桜おう南なんでの高校生活ももっと充実するはずだ。

「それも桜南高校にはなかなかに難しいことだがね。実際、去年も私の模試の結果でしか修学点スコアを獲得していないはずだ」

　くすりと奏かなでが涼しげに笑う。

「やはり争奪戦が行えないのは忌いま々いましいね。機会があれば、我が校から搾取する彼等らに、一泡吹かせてやるところだったのだが」

　胡太郎も小さく苦笑する。

「そうだね。まあ仕返しみたいなことはともかく、せっかくの学校行事なんだから楽しいものであってほしいな。特に僕は修学旅行に行ったことがないから」

　それに僕だけじゃなく、天あま音ねさんも──。

　心中で、胡太郎はそう付け足した。

　胡太郎は小学五年生から、天音は小学六年生から、それぞれハワイ暮らしとなった。だから二人とも、日本的な学校行事を小学校レベルでしか経験していない。修学旅行は小学校でも行く場合が多いが、それすらも二人は経験していない。

　天音は一応、去年には日本に戻っていた。しかし桜南高校の修学点スコアが低すぎたので、結局未いまだにまともな学校行事を経験していないようだ。

　桜南高校では、六月末に修学旅行に行く。ただし参加するのは三年生だけなので、胡太郎にはまだ関係ない。

　しかし今年の修学旅行は、天音にとって最初で最後の修学旅行なのだ。

　それに、修学点スコアが重要になるのは天音だけではない。今年はＷＧクラッシャーズにとっても、高校生活で初めて四人揃そろって過ごすことのできる一年だ。

　……いや、その五人だけじゃない。

　どの桜南高生にとっても、高校時代は人生において掛け替えのないもののはずだ。

「──せっかくだから、みんなにとっていい思い出になるような、そんな高校生活にしたいなあ」

　幼おさな馴な染じみ達やお隣さん、そして今日出会ったクラスメート達に、春休みにともに争奪戦を戦った先輩達──。

　その全員の顔を思い浮かべながら、胡太郎はそう呟つぶやいた。

「ふむ、みんな──か。そうだね胡太郎。君は昔からそうやって、そばにいる者全ての幸福を願う少年だった」

　そっとまなじりを下げながら、奏かなでが何かを懐かしむように、穏やかな声でそう呟つぶやいた。

　だが。

「しかし無理だろう。去年もトータルで10点しか加算されなかったのだ。少なくとも今年はこのまま他校への奉仕になるだろうね」

　しれっと奏が言った。

　重おつもいなあ、そのセリフ……。





　　　　☆　　　★　　　☆






　しかし月が替わってゴールデンウィーク明け。胡こ太た郎ろうは奏に生徒会室に呼び出された。

「各部の活躍もあって修学点スコアが加算されるよ。合計で22点だ」

　しれっと奏が言った。

　軽かつるいなあ、そのセリフ！













　　第三章






　────修学点スコアが加算されるよ。合計で22点だ。

　そんなゴールデンウィーク明けの報告から、二週間が経過した木曜日。この日の昼休み、胡こ太た郎ろうは再び奏かなでに呼び出されて、生徒会室に入った。

「来たよ奏。何の用なの？」

　パイプ椅子に座ってスマホをいじる奏が、ちらりと胡太郎を見る。

「すまない胡太郎、少し待ってもらいたい。あいにく私は、運営している学校裏サイトのＩＰアドレスの一斉開示で忙しいのだよ」

「あんたホントろくな真ま似ねしないな」

「ほら見たまえ胡太郎。もうすぐこの者の自演も衆人の知るところになるのだよ？　傑作だね」

「やめたげてよぉ！」

　ホントろくな真似しない生徒会長だな！

「まったく奏は……。まあそれはともかく、毎回わざわざ生徒会室に呼び出す意味ってあるの？　さっきまで教室で一緒にお弁当を食べてたよね？」

「こうしたことは形に則のつとることが重要なのだよ。生徒会とはいわば役所だろう？　ならば私達がお役所仕事になるのも自明の理だ」

「やかましいわ」

　そうツッコんだところで、奏がスマホを仕し舞まった。

「さて、それでは本題に入ろう」

　奏が長い足を優雅に組んで、机の上に全国模試の成績データ表を広げる。

「ゴールデンウィーク明けの全国模試の結果が返ってきた。私は全国六位だ。そしてこの実績による修学点スコアが10点、本日桜おう南なん高校に加算されたとの連絡が、文もん科か省しようから届いたよ」

　ちなみに全国模試は十位以内なら一位でも十位でも10点だ、と奏が付け足した。

　おお、修学点スコアが加算されるのか。それに奏の全国六位というのも朗報だ。

「おめでとう奏！　てゆーかホントに全国一桁順位の人っているんだね」

「いるね。私を含めて九名ほど」

　さっくりと奏が答えた。まあそりゃそうだ。

　それはさておき、胡太郎は奏の成績データ表を見る。するとその順位欄には、たしかに六位と記されていた。

「やっぱり凄すごいね奏は。これで修学点スコアがまた10点追加か。じゃあゴールデンウィーク明けに加算されるって聞いた22点を合わせて、今月は32点も加算されたってことだね」

　その言葉に、奏かなでが首を横に振る。

「いや、ゴールデンウィーク明けに各部の実績によって加算されたのは12点だ。これに今日の私の10点を合わせて、合計22点が今月加算されたのだよ」

　へ？　さすがに胡こ太た郎ろうは目をぱちくりさせる。

「それってつまり、模試を受ける前から奏の分の修学点スコアを計算に入れてたってこと？　まだ十位以内に入れるかは分からなかったんじゃないの？」

　22点が加算されると奏が報告してきたのは二週間前だ。しかしあの頃はまだ、奏も模試の結果なんて予測不可能だったはずなのでは？

　と、奏が頭の出来の残念な人を見る目で見てくる。

「愚問にもほどがあるよ胡太郎……。私が全国模試を受験するということはつまり、一桁順位を獲得することとイコールなのだよ？」

「へー、そうなんだー」

　日本にはちょっぴりしばきたくなる女の子が多くて困る。

　成績データ表を仕し舞まいながら、奏が誇らしげに笑う。

「去年は修学点スコアを獲得した者が私一人だったが、このとおり今年は各部各人がよくやってくれたようだ。ちなみに誰がどう活躍したのかは、胡太郎も知っているね？」

「うん。やけに僕の周りにいる人達が活躍したみたいだからね」

　たとえば那な由ゆの美術部の共同制作が、ゴールデンウィーク中に催された県のコンクールで金賞に選ばれた。その作品はしばらくの間、県庁のロビーに展示されるそうだ。

「皆の活躍により、この桜おう南なん高校にもそれなりの修学点スコアが加算された。他の三校の平均点との差も少し縮まった。現在の点差であれば、他校への奉仕も免まぬがれるだろう。もはや修学旅行が遠洋漁業になる危機は、完全に去ったと思って間違いないよ」

「ホントっ？　良かった、もう労働も奉仕もしなくていいのか……！」

　じゃあ普通に修学旅行に行けるということか。これは天あま音ね達三年生にも朗報だろう。

　これでもう、誰も損しなくてすむはずだ。

「うむ、労働も奉仕も無しだ。この修学点スコアであれば、修学旅行は近隣校を巡っての『三日間耐久校長先生の話』になるね」

「生徒も校長も損しかしないだろそれ！」

　未いまだにそういうレベルの内容だとは……。他の三校との点差によるペナルティこそ回避できたけど、点数自体はまだまだ低いということか。

「損ではある。しかし内容が改善されたことには変わりないよ」

　まあそれはそうだが。

「あ、待って奏。桜南が修学点スコアを獲得したんだから、その分だけ他校との点差が縮まったんだよね？　じゃあもしかして、また争奪戦で他校から狙われるようになったの？」

　修学点スコアの差が40点以内なら争奪戦ができるはずだ。そうなれば他校から修学点スコアを奪うチャンスも生まれるが、弱小校の桜おう南なんの場合、修学点スコアを奪われるリスクの方が大きい。

「いや、他校もゴールデンウィーク明けに修学点スコアが多少は加算されたのでね。それ以降は他校への加算が無かったとしても、最も修学点スコアの低い雉きじノの森もり高校とも、まだ42点の差があるはずだ」

「そうか。うん、その方がきっと良かったと思うよ」

　ホッと胡こ太た郎ろうは胸をなでおろす。ひとまず状況が悪化する心配は無さそうだ。

「うむ、朗報と言って差し支えない。ならば生徒会だけで情報を独占するべきではない」

　そう言って、奏かなでがすっと姿勢よく立ち上がる。

「放送室へ向かおう副会長。全校生徒にも、この朗報を届けようではないか」

「うん！」

　意気揚々と答えると、胡太郎は奏とともに生徒会室を後にする。

　そして廊下を通り、放送室の扉をノックして入室した。

　昼休みの放送を流していた放送部員達がきょとんとする。

「あれ、会長？　どしたの急に？」

「全校生徒に報告がある。少し設備を貸してもらおう」

「ん……？　まあ了解。じゃあ流してる音楽を止めて緊急放送の効果音を入れるから、その後でマイクに向かって喋しやべっちゃって」

　少し首をかしげながらも、放送部員達がテキパキと準備する。そして効果音を響かせると、サッと手振りで奏をマイクの前に誘導した。

　準備が整った。マイクに向けて、奏が朗々と声を乗せる。




「桜南高校の生徒の諸君、生徒会長の比ひ叡えい奏だ。先刻、文もん科か省しようより連絡を受けたので、その内容を諸君にも報告する」




　────ザワザワ、ザワザワ。




　奏の放送を受けて、校内のあちこちからどよめきが聞こえ始める。

　そんな生徒達に、奏が高らかに告げる。




「喜びたまえ諸君……！　更なる修学点スコアの加算が決まった！　三年生の修学旅行がマグロ漁船になる危機は、もはや完全に回避されたのだ──！」




　────ワアアアアアアアアアアアッ!!




　学校中から大きな歓かん声せいと拍手が上がった。後ろにいる放送部員達も「うおおおお！」と叫んで抱き合っている。

　去年の学校行事では、ひたすら他校に奉仕するばかりだったらしい。今年も争奪戦に負け続けたため、危うく他校に奉仕し続ける一年になるところだった。

　桜おう南なん高校は弱小校だ。何年も修学点スコアで辛酸を舐なめてきた。

　だがその桜南高生達が、今この時ばかりは、歓喜に沸き上がっている。




「ちなみに諸君！　現状だと修学旅行は『三日間耐久校長先生の話』だ！」




　────シ───────ン……。




　沸いていた全校が一瞬にして静まり返った。

　……うん、そうだよな。叩たたき落おとすために一度持ち上げたんだよな。

　しかしその時、後ろの放送部員達が言葉を交わす。

「……ん？　でもまあ、状況が改善されたのは間違いないんだよな？」

「ああ、そういえば！　じゃあやっぱり喜んでいいことなのよね？」

　そのことに気付いた放送部員達が、再び手を取り合って喜んだ。

　同様に校内の生徒達も気付き始めたらしい。一度は沈んでいた校内が、徐々に明るい賑にぎわいを取り戻していった。

　放送を終えた奏かなでが、胡こ太た郎ろうに近づいてくる。

「歓喜の瞬間も、悲嘆の瞬間も、その全てを生徒全員で分かち合う。これぞ青春の正しき在あり方だとは思わないかね？」

「やかましいわ」

　完全に自作自演じゃないか。いや自作自炎か。そりゃマッチオイルとか呼ばれるよ。

「まあでも──やっぱり喜ばしいことだね」

　放送部員達を見つめて、胡太郎は口くち許もとを緩めた。

　校内が明るい声に包まれている。その声に耳を澄ませるように、奏が瞳を閉じている。

　胡太郎の見つめる先では、奏の報告を聞いた放送部員達が、喜びに沸きながら昼休みの放送を再開させていた。





　　　　☆　　　★　　　☆






　その日の放課後、胡太郎は奏とともに校内を巡り始めていた。

　修学点スコアを獲得するほど活躍した部や個人を、生徒会として表彰しに行くのだ。

「でも奏かなで、なんで表彰が今になったの？　もうゴールデンウィークから二週間が過ぎてるんだけど」

「表彰に際して学校が記念品を発注していたのだがね。色々と問題があって再発注を掛けた結果、ようやく記念品が届いたのだよ」

「ああ、このタオルの詰め合わせって記念品だったのか」

　胡こ太た郎ろうは三つ提げた紙袋の中をちらりと見た。この中にはそれぞれ、表彰状とタオルの詰め合わせが入っている。

　ちなみにタオルの片隅には、桜おう南なん市のゆるキャラである『桜おう菜なちゃん』のイラストが小さく入っている。貝殻ビキニならぬ桜の花びらビキニを愛用する、モテかわスリムでセクシーな美少女だ。……ゆるキャラ？

「でもタオルってしょっぱくない？　引っ越しの挨拶品じゃあるまいし」

「いや、学校側が当初発注した品はモンスタークレイマーと化した◯ピーＴＡに差し止められてしまったのだよ。本来ならば『桜菜ちゃん１／１スケール抱き枕』を贈呈するはずだったのだがね」

「モンスターじゃなくてもクレームつけるわ……！」

　教育機関のくせに何を渡そうとしてるんだよ！　さすがに色々とダメだろ……！

「てゆーか桜南市もよくこんな挑戦的なキャラを認めたな……。これのどこがゆるキャラなんだよ？」

「貞操観念がゆるいのでは？」

「なるほどねー。笑えねえわ！」

　てかゆるいのはお偉いさん達の頭のネジだわ。

　と、奏がふと何かに気付いたように呟つぶやく。

「む？……そういえば私達は、これから水泳部を訪問するのだったね」

「へ？　うん、水泳部にも修学点スコアを獲得するほど活躍してくれた人がいるから、今から表彰するんでしょ？」

「うむ、そうだ。…………そしてその相手こそが、胡太郎のハワイでの……」

　奏がそっぽを向いてぶつぶつ言い始めた。どうしたというのか。

「……ふむ。やはりここは、こちらから押していかなければならないだろう」

　何かを思いついたらしく、奏が妖あやしげに口くち許もとを緩めて胡太郎を見る。

「くす──ちなみに私も貞操観念がゆるいよ。恋愛経験が豊富なのでね」

「は……？　あ、うん。ソウダネ」

　いきなり何を言っているんだ？　てゆーかパンツを見られた時に予想以上にキョドっていたような。それ以前に、そもそもなんでそうビッチぶりたがるんだろうか？

　そんなことを思っていると、

「む……っ。どうやら胡こ太た郎ろうは、私の言葉を信じていないようだね」

　と奏かなでが妙にむくれた。

「胡太郎。君が異国の地でどのような女からアプローチを受けていたかは知らないが、君の知らない間に、私も女を磨いていたのだよ？」

「へ？　いや、別にアプローチなんか受けてないけど？」

　？？？　ますます何を言っているんだ？

「どうだかね。だが構わないよ。仮に誰と何があろうとも、その記憶の中の存在を、私が凌りよう駕がすれば良いだけなのだからね」

　そう言いながら、奏が胡太郎の背後に回った。

「へ……？　奏？　どうしたの突然？」

　訳が分からず疑問符を浮かべる。

　そんな胡太郎の首に、奏がそっと両腕を絡めさせ、ぎゅっと唐突に抱きついてきた。

「ちょっ？　か、奏っ？　何してるんだよ一体っ!?」

　袖から覗のぞく細い腕。耳元にかかる微かすかな息。胡太郎の背中に、むにっとした柔らかいものが押し付けられている。

　奏が耳元で満足げに笑う。

「くす……何をそう緊張しているのだね胡太郎？　耳元をくすぐる私の吐息の甘やかさに酔いしれているのかね？」

「いや、たしかにそっちもだけどっ、それより背中に胸が……っ」

「…………胸？」

　と、奏が一瞬放心して、

「──ひゃっ？　や、違っ、胡太郎、その……っ！　そ、そう、これはわざと当てていたのだよ！　わざとだから決して恥ずかしくなんかないからな……！」

「涙目で胸元を手で隠しつつ後ずさりながら言われても……っ！」

　互いにゼェゼェと真っ赤になりながら言い合った。

　瞳を潤ませる奏が、チラチラと胡太郎を見ながら呟つぶやく。

「……むう、そこまでするつもりはなかったというのに。……しかし考えてみれば、あのように迫れば吐息の前に胸が当たるのも当然。……何か別の迫り方を模索しておかなければ……っ」

　ぐぬぬ……と奏が上目遣いで睨にらんできた。いつもの涼しげな雰囲気とは大違いだ。

　ああもう、ホントに何がしたいんだ？

「よ、よく分からないけど、とにかくアプローチなんか受けてないから……っ！」

「そ、そうかね。ならば別に構わないのだ……っ」

「じゃあ行くよ……？」

「う、うむ」

　奏かなでがぎこちなく頷うなずいた。……ホントに何だったんだ。

　まあいい、とにかく生徒会の役目を果たさなければ。

　胡こ太た郎ろうは奏とともに校内を移動して、屋内プールに入った。

　水泳部は練習の最中だった。四コースずつに分かれて、男女別々で泳いでいる。

　プールサイドに一人、ホイッスルを首から下げた女子部員がいる。女子水泳部のキャプテンだろうか？

　その女子部員がこちらに気付いた。

「あら生徒会のお二人さん、我が水泳部に何か用？　それとも覗のぞきかしら？」

　にししっ、と胡太郎に向けて笑う女子部員。なかなか陽気な人だ。

「覗きについてはまた今度。今日は修学点スコア獲得の件で表彰しに来ました」

「言うねえキミも。あ、その紙袋が記念品？　了解了解、じゃあ今から本人をここに呼ぶからちょっと待ってて？」

　女子部員が振り返り、プールの方に向けて声を掛けようとする。

　と、その時だ。

「──わぁーっ、来てくれたんだー！」

　プールから顔を出した栗くり色いろの髪の少女が、胡太郎に気付いて嬉うれしそうに声を上げた。

　そしてプールサイドに飛び上がり、てててててっと軽やかに駆け寄ってきて、

「コタローくーん、いらっしゃーい！」

「のわっ!?　ちょっ、天あま音ねさんっ？」

　むぎゅー！　っと少女が思いきり抱きついてきた。天音だ。

　公衆の面前で無防備に抱きつく天音の胸が、胡太郎の胴に遠慮なく押し当てられる。

（すごっ！　胸が押し潰されて形が変わっちゃってる……！）

（何を食べたらあんなに育つの……？）

（あたしと天音、どうして差がついたのか……慢心、環境の違い）

　そばにいた水泳部員達がどよめく。更には背後で奏も「オゥ、アメリカンサイズ……」と何やらエセ外国人風に妙にショックを受けていた。

　そんなことには気付かず、天音がはしゃぐ。

「わぁコタローくん！　水泳部の見学に来てくれたの？　入部かな？　陸上部じゃなくていいの？」

「ち、違うって天音さん！　今日は生徒会の仕事で……！」

「お仕事なの？　偉いよコタローくん。私もお姉ちゃんとして、しっかりしないとね」

「そう思うならまず離れて！　さっきからめっちゃ見られてるから！」

　しかしそんな抗議は聞き届けてもらえない。天あま音ねは「偉いよー、偉いよー」とほっこりするばかりだ。どうすればいいんだ。

　と、キャプテンらしき女子部員が天音の頭をペシンと叩たたく。

「こらこら天音、その子も困ってるでしょうが。ハワイからのお隣さんだか知らないけど、今は練習中なんだから離れなさい」

「あ、そうだね佳か穂ほちゃん。ごめんごめん」

　ようやく天音が離れてくれた。ありがとうございます、佳穂ちゃん先輩。

「コタローくんもごめんね？　コタローくんが相手だと、つい向こうの習慣が出ちゃうから」

「ううん、分かってくれたならそれでいいよ」

　プール上がりでハグしてきたから服がビチャビチャになったけど。でもまあいいか。

「…………それに僕も、困るけど嫌ではないというか嬉うれしいというか……」

「え？　なんだって？」

「ううん！　べっ、別に何でもないんだからねっ」

　胡こ太た郎ろうは顔を真っ赤にして否定した。

　……うん？　今のやりとりは、何か根本的な部分で間違っているような……。

　といったことを思っていると、奏かなでが再び涙目になって呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。












「…………私が抱きついた時よりも、胡こ太た郎ろうが喜んでいる気がする……」

　天あま音ねのそれと比べるかのように、奏かなでが放心したまま自らの胸を両手で掴つかんだ。いや、ぶっちゃけ同じくらい喜んでたと思うよ。さすがに言わないけど。

　てゆーかダメだ、どうもさっきから奏の様子がおかしい。今の状態だと、生徒会の仕事にも支障をきたしてしまいそうだ。

　まあ少し時間を置けば元に戻るだろう。それまでは、会長の分も副会長がしっかりしなければ。

　胡太郎は気を取り直し、副会長モードに戻る。

「じゃあ早速ですが、蓬ほう莱らい天音さんの功績を称たたえまして、生徒会より表彰状と記念品を贈呈させていただきます」

「私の功績？」

　天音がきょとんと小首をかしげる。

「うん。水泳の記録会で、個人メドレーで県の新記録を出して優勝したよね？　その実績が認められて、桜おう南なん高校に修学点スコアが加算されたんだよ」

「あー、そのこと？　ありがとうね、コタローくん！」

　天音はハワイでも水泳に打ち込んでいたが、当時はそれほど目立つ成績を残していなかった。しかし日本に帰国して以来、選手としてめきめきと成長し、今では県内屈指のスイマーとなっているらしかった。

「それでは蓬莱天音さん、表彰状を読み上げます」

「うん。お願いします、コタローくん」

　天音がふんわりと笑って答えた。それをきっかけに表彰式が始まる。

　胡太郎は表彰状を読み上げ、記念品と一緒に天音に贈呈する。

　それを天音が笑顔で受け取ると、周りにいた水泳部員達が盛大な拍手を送り、明るく笑い合った。

「コタローくん、会長さん、お祝いしてくれてありがとうね」

「うん。これからもがんばってね、天音さん」

　表彰も終わった。次の部へと移動しよう。

　屋内プールを後にして、グラウンドへと出る。

　すると、ようやく復調してきたのか、奏がジト目をよこしてきた。

「……やはりアプローチを受けていたではないか」

　だから違うってば。





　　　　☆






　────残る二つの部は、私達の双方に近しい者の所属する部だ。少々礼を欠くことになるが、二手に分かれて表彰させてもらうとしよう。

　そう言い出したのは奏かなでだった。どうやらいつもの調子を取り戻したらしい。

　そんな奏の提案に乗り、胡こ太た郎ろうは奏とは別の場所へと向かい始めた。

　奏が向かったのは美術室だ。那な由ゆ達の共同制作によって修学点スコアが加算されたことを表彰しに行っている。

　そして胡太郎は、紙袋を一つ携えて、哲てつ也やの所属する野球部の練習場所へと向かっていた。桜おう南なん高校の野球部が、春の県大会で準優勝という結果を残したのだ。

　そんなわけで、グラウンドの野球部が練習しているあたりへと近づく。打球音が甲高く響き、「さぁー来いこうぇぇー！」という野太い声があちこちから上がっている。

　今回は個人ではなく部に対する表彰だ。顧問の先生かキャプテンに会う必要があるのだが、せっかく顔見知りもいることなので、そのツテでお目通りさせてほしいところだ。

　さて、哲也はどこにいるだろうか？




「ぬおりゃああああああっ！」




　その時ブルペンから聞き覚えのある叫び声がした。オッケー、把握した。

　胡太郎はブルペンへと足を運ぶ。

　すると、剛ごう速そつ球きゆうを投げ込んでいた哲也が胡太郎に気付いた。

「どうしたコタ？　はっは～ん、さては俺のクイックモーションを盗みに来たんだな！」

「これほどかすりもしない『はっは～ん』も初めてだよ」

　なんで制服姿で盗塁しなきゃならないのか。

「つーかコタ、制服がビチャビチャで素肌が透けてるぞ？　はっは～ん、さては俺と肉体美で勝負するつもりなんだな！」

「これほどかすりもしない『はっは～ん』がまさかの立て続けだよ！」

　勝負するほどの体じゃないから！　たとえそんな体でも勝負しないから！

「なんだ、違うのかよ。じゃあ何しに来たんだ？」

「生徒会を代表して表彰しに来たんだよ。野球部が春の県大会で準優勝しただろう？　そのおかげで修学点スコアが加算されたんだ」

「おお、その件か。じゃあキャプテンを呼んでやるよ」

　哲也が帽子を脱いでブルペンのキャッチャーに呼び掛ける。

「江え越ごしさん、生徒会が来ました！　修学点スコアの表彰の件です！」

「おっ、そうか！」

　ダダダダダダッ！　哲也の投球を受けていたキャッチャーが猛然とダッシュしてきて、胡こ太た郎ろうの正面で機敏に頭を下げてくる。

「こんちはッス！」

「はい、どうもこんにちは」

　なんで野球部員って『こんにちは』の後に『ッス』が入るんだろう？

「初めまして。俺は野球部の主将の江え越ごしだ。生徒会のいけに……副会長だな？」

　今いけにえって言おうとしませんでしたか？

「会長から話は聞いてる。部員を集めるんで、少し待っていてくれ！」

　江越がグラウンドに声を響かせる。

「全員バック！　ブルペンに集合──！」

『────押忍うおぃしっ！』

　どどどどどどどど……っ！

　練習に励んでいた野球部員全員が、ダッシュでプルペンの前に集まって、瞬またたく間まに二重の半円を作って居並んだ。

　このあたりの速さはさすがチーム競技の部だ。ならばこちらも、直ただちに仕事に取り掛かるとしよう。

「みなさんこんにちは、生徒会副会長の堤つつみ胡太郎です。それでは早速ですが、野球部の功績を称たたえまして、生徒会より表彰状と記念品を贈呈させていただきます」

　胡太郎は表彰状を読み上げる。そしてその表彰状と記念品を、キャプテンの江越に贈呈した。

　部員全員がきびきびと胡太郎に向き直り、江越がはつらつと号令を掛ける。

「気を付けっ！　ありがとうございましたぁっ！」

『──したぁっ！』

　部員全員が揃そろって礼をする。そのまましばらく頭を下げ続けると、江越が練習再開の号令を掛けて、部員達がダッシュで一斉にグラウンドへと戻っていく。

　なんとも圧倒される光景だ。実に元気に満ち溢あふれている。

　そんな表彰式の終わったブルペンには、元どおり胡太郎と哲てつ也やと江越だけが残った。

　哲也がビシッと胡太郎を指差す。

「よしっ、コタの仕事も終わりだな？　じゃあこれで俺と盗塁勝負ができるな！」

「さっきからやけに盗塁にこだわるね、哲也……」

　その論法で「うん、勝負できるね！」とはさすがにならないんだが。

　しかし哲也が引き下がらない。

「せっかく部活中に来たんじゃねえか。一度でいいから勝負してくれよ。俺はいつまたコタみてえなランナーと対戦してもアウトにできるよう、クイックモーションを磨いてきたんだからよ」

「想定するランナーが僕って目標が低すぎるだろ。僕は素人しろうとだよ？」

「素人だろうが関係ねえよ。コタは俺がキャッチャーをやってた時に、唯一盗塁を許したランナーなんだぞ？」

　胡こ太た郎ろうはきょとんとする。

「へ？　もしかして、小学生の時のこと？　あんなの哲てつ也やもまだ素人だった頃の、遊びの時の話じゃないか」

　言われてみれば、たしかにそんなこともあった。まあもちろん、二人がまだ小学生だった頃の話だが。

　当時、遊びの延長のような形で、二人がスポーツ少年団のチームに交ざって野球の練習試合に参加したことがあった。その際、哲也がキャッチャーをしている間はほとんど誰も盗塁できずにいたのだが、胡太郎だけは何度か盗塁を成功させたのだ。

　江え越ごしが豪快に笑う。

「ほう堤つつみ、お前は鈴すず鹿かを相手に盗塁を決めたのか！　ならば俺もキャッチャーとして、一度勝負したいところだな！」

「そうですよ江越さん！　俺のクイックと江越さんの強肩でコタを刺してやるべきですよ！」

　何な故ぜか野球部のバッテリーが俄が然ぜんやる気だ。

「いやいや、なんでそんなに乗り気なんですか？　今は大事な練習中でしょ？　僕なんてわざわざ勝負するような相手じゃありませんから……」

「──なんだと堤！　俺達ごときとは勝負する価値も無いと言うつもりか！」

「いや違いますって先輩！　練習の邪魔になりますし、それに僕、制服ですし……！」

「あぁんコタ!?　俺達との勝負なんざ制服を汚す価値も無ねえってのか!?」

「無いわっ！　制服のズボンはこれ一着だけなのっ！　盗塁してスライディングなんかしたら頑固な泥汚れがこびりつくだろっ！」

「残念だな堤、俺達の方がもっと頑固だ！」

「たった今この身をもって思い知ってますよ……っ！」

　ええい、なんでこんなに勝負したがるんだ？　いいから普通に練習してろよ……！

　しかし哲也が、胡太郎の左腕をグッと掴つかむ。

「いいからやろうぜコタ。俺とお前の仲だろ……？」

「やめてよ哲也。そんなことなんかできないよ……っ」

　江越も熱っぽく胡太郎の右腕を掴む。

「堤。鈴鹿とはできないというのなら、試しに一度俺とやってみないか？」

「何言ってるんですか先輩。そういう問題じゃないでしょう……？」

「じゃあ選べよコタ。俺と江越さん、お前は一体どっちとやりたいんだ？」

「そんな……！　どっちかを選ぶだなんて、そんなこと、僕には……っ」

　悲鳴混じりに首を横に振った。そんな真ま似ねなんてしたくない。

　どうにかして胡こ太た郎ろうは拒もうとする。二人の腕を振りほどこうとする。

　しかしダメだ。どうしても振りほどけない。

　そんな胡太郎に、二人が熱い眼まな差ざしで詰め寄ってくる。

「俺とやるんだ堤つつみ。きっとお前を満足させてみせる」

「コタ、俺はこの時をずっと待ってたんだ。あの日から俺は、お前とやりたくて我慢できねえんだ……！」

　胡太郎は懸命に首を横に振る。

「そんな、やめてよ二人とも……っ。そんな風に迫られたら、そんなことを言われたら、きっと──っ！」




「ＢＬの波動を感じます────っ!!」




「──ほら腐女子こういうのが湧いてきたじゃないかぁぁぁっ！」

　唐突に瞳を輝かせて登場した那な由ゆに、胡太郎は嘆きの悲鳴を上げた。

　フフフと那由が鼻息を荒くする。












「いやー、まさか放課後のグラウンドにこんな素敵な三角関係が転がっているとは盲点でしたよ。しかし結構なことです。愛に決まった形なんて存在しないのです……っ」

「結構なもんか！　愛なんかどこにも無いってば！」

　哲てつ也やと江え越ごしが眉をひそめる。

「おいコタ、愛がどこにも無ねえなんて悲しいこと言うなよ……っ」

「諦めるな！　堤つつみを愛する者はそばに必ずいるぞ！」

「──あんたらわざわざ誤解されそうなこと言わないでくれるかなあ!?」

　那な由ゆがポンと優しげに肩を叩たたいてくる。

「大丈夫ですよ胡こ太た郎ろうくん。アタシはそういう愛にもちゃーんと理解がありますから！」

「分かったよ那由。それ誤解でも理解でもないよ、曲解だよ……！」

　くそぅ、わざと自分の好きなように受け止めてるだろ……！　ぐぬぬと胡太郎は歯は噛がみする。

　と、その時だ。胡太郎の視界の端に、ソフトボール部のユニフォームを着た女子の姿が映った。

　そのショートボブの女子が、胡太郎達のやり取りを愕がく然ぜんと見つめて、

「……お、男同士とかっ、そんなんアカンで──鈴すず鹿かっ！」

　とショックを受けたようにパピューンッと駆け去っていった。……誰だ？

　いや、そういう問題じゃない。

「……ああ。いつの間にか、知らない人にまで変に誤解されてる」

　胡太郎はガックリとうなだれる。

「ドンマイです胡太郎くん。嘘うそから出た実まことっていう言葉もあるじゃないですか」

「言葉はあるけど実まことになってたまるか」

「そうだぜコタ。身から出た錆さびって言葉もたしかあるだろ？」

「言葉はあるけどこの状況ではまず使わないよっ。てゆーか哲也も江越先輩もそろそろ僕の腕を離そう！」

「おっと、すまんすまん」

　ようやく二人が胡太郎の腕を離した。

　……ふう。まったくとんだ目に遭った。

「まったくもう……。それより那由、早く美術部に戻った方がいいよ？　美術部のおかげで修学点スコアを獲得した件で、さっき奏かなでが表彰しに向かったから」

「おっと、そういえばそんな話もありましたね。ではアタシは美術部に戻りますけど、みなさんがまた修しゆ羅ら場ばになったら呼んでくださいね？」

　ねえよ。

　そう心中でツッコむ胡太郎が見つめる中、那由がサイドテールを弾ませて校舎へと戻っていった。

　さて、あとはこのバッテリー二人が問題だ。

　しかしどちらにしても、今は勝負を受けるつもりは無い。ここはキッパリと断って、練習の邪魔にならないように退散しよう。

　本気で二人がどうしても勝負したいというのなら、それは今ではなく、もっと適した時があるはずだ。

「それじゃあ僕も生徒会室に戻ります。野球部は大事な練習中なんですから、二人も部外者と勝負しようとか思わずに練習に戻ってください。ただ、ホントに僕なんかと勝負したいのなら、昼休みとかなら体操服で受けて立ちます」

「うーん、そっか。まあ勝負ならいつでもできるしな！」

「その時はぜひとも全力で頼むぞ、堤つつみ！」

　名残惜しそうに言いつつも、哲てつ也やも江え越ごしも勢いよく頷うなずいた。元気な人達だ。

　それはさておき、生徒会の仕事もこれで完了だ。

　野球部への表彰を終えた胡こ太た郎ろうは、二人に一礼して、ブルペンを後にした。





　　　　☆






　各部が練習に励むグラウンドを、胡太郎は校舎へと歩いていた。

　テニスコートからは打球音。体育館からはドリブルとバッシュのグリップ音。グラウンドも掛け声やホイッスルが響いていて、校内のあちこちから元気な声が聞こえてくる。

「なんだかいつもよりも、学校全体が明るい雰囲気だな」

　今日はどの部も、いつも以上に活気に満ち溢あふれているように感じる。実際、水泳部にしろ野球部にしろ、みんな明るい顔つきをしていた。

　と、胡太郎は紙袋が無くなって両手が空いたことに気付き、グラウンドを見回す。

「そうか。みんなが元気なのは、修学点スコアが加算されて状況が改善されたからなんだ」

　考えてみると、去年は修学旅行も体育祭も何も無かった桜おう南なん高校だ。それどころか、行事のたびに他校に仕えさせられていたのだ。

　しかし、今年もそれが繰り返されそうになったところで今日、その状況が覆くつがえされた。

「そりゃ元気にもなるよね。……まあ修学旅行は今年も酷ひどそうだけど」

　そう一瞬げんなりしたが、生徒達の姿を見て考え直す。

　みんなが楽しそうな顔をしている。学校行事を開催できることを喜んでいる。

　だから、思う。

「やっぱり、みんなが高校生活を楽しんでるっていうことが、一番大事だな」

　すっと晴れやかな気分になりながら、胡太郎は目を細めて呟つぶやいた。

「……ん？　何の騒ぎだ？　なんだか人だかりができてるけど」

　と、ここで胡こ太た郎ろうは首をひねった。校門のあたりに人だかりを見つけたのだ。

　下校しようとしていたらしき生徒達が、何かを少し遠巻きにしている。

「え？　何なのあの人達は？」

「なんかゴツくない？　ガタイ良すぎじゃない？」

「あの制服は……雉きじノの森もり高校？」

　そんなどよめきが、人だかりから漏れてきた。

　胡太郎は眉をひそめる。

「雉ノ森高校？　スポーツ科のある男子校か。たしか、ラグビー部とアメフト部が全国大会出場の常連の……」

　始業式の後、胡太郎が修学点スコアの説明を聞きに行った場所が雉ノ森高校だった。その時に胡太郎は、生徒会長と会っている。

　そんなことを思い出していると、

「──頼もう！　我等ら一同、桜おう南なん高校の弱兵どもに重要な用件を持ってきてやったわ！　誰でも構わんので、生徒会の人間をここに連れて来てもらおう！」

　という荒々しい大声が、人だかりの向こうから張り上げられた。

　なんだなんだ、カチコミか？　日本の高校にはまだそんな前時代的な風習が残っているのか？

　とにもかくにも、胡太郎は人だかりを掻かき分わけて前に出る。

「待った待った、生徒会の人間ならここにいるよ！──って、あれ？　雉ノ森高校の生徒会長？」

　人だかりの向こうでは、腕組みをしたガタイの良い男子生徒が二十名ほど、山脈のように居並んでいる。おそらく例のラグビー部やアメフト部の部員達だろう。

　そしてその山脈の数歩前で、雉ノ森高校の角刈りの生徒会長がふんぞり返っていた。名前はたしか、伊い勢せ谷や剛ごう介すけだ。

　その剛介が胡太郎を見やる。

「むむっ、おぬしの顔には見覚えがあるぞ？　桜南高校生徒会の副会長だな？　ならば話は早い。本日は我等、おぬしらに書状を持ってきてやったのだ！」

「へ？　書状？」

「ぬはははは、いかにも！　ほれ、これだ！」

　剛介が豪快に笑い声を上げ、ズボンの尻ポケットから書状を取り出す。

　そして胡太郎に歩み寄ってきて、書状をビターンッ！　と乱暴に地面に叩たたきつけた。いや、普通に手渡そうよ。

　そんなことを思いつつ地面に手を伸ばしたところで、その書状の表書きに気付く。

　何か書いてあるぞ？　えーっと、これは──

「……『修学点スコア争奪戦申込状』？」

　ざわ──っ!?　胡こ太た郎ろうの言葉に桜おう南なんの生徒達がどよめく。ひぃ……っ！　といった悲鳴も上がる。

　一方、胡太郎はその表書きの意味の把握に努める。

　修学点スコア争奪戦の、申込状？

　これって、もしかして……っ？

「ぬはははは！　そのとおり！　我等らは決闘を申込みに来たのだ！」

　剛ごう介すけが豪快に笑い声を上げる。後ろの雉きじノの森もりの男子達も『ぬっふっふっふ！』と居い丈たけ高だかに笑う。

　そんな哄こう笑しようを背負いながら、剛介がビシッと胡太郎を指差して、威勢よく宣言した。

「争奪戦の開催だ！　雉ノ森高校は、桜南高校に対して、宣戦布告する──！」

『ひっ、ひええええええええっ！』

　弱小校の桜南の生徒達の悲鳴が、再び校門に響き渡った。













　　第四章






　五月も下旬に入った桜おう南なん高校。その校門には今、二校の生徒が二十名ずつほど集まっている。

　ずらりと居並ぶガタイの良い雉きじノの森もりの生徒達。それを遠巻きにして悲鳴を上げる桜南の生徒達。そんな二校の生徒達の輪の中で、胡こ太た郎ろうは剛ごう介すけと差し向かいで立っていた。

　胡太郎は眉をひそめる。

「宣戦布告……？　雉ノ森が僕達桜南に対して、争奪戦を仕掛けるってことか？」

「いかにも！　我等らが攻撃側で、おぬしらが防衛側！　両軍の生徒達が勝利を求め、力の限り戦うということだ！」

　剛介や後ろの雉ノ森高生達がふんぞり返って笑う。その大声やガタイに威圧されて、桜南高生達がたじろいだ。

　いや待て、宣戦布告？　そんなことはできないはずなのでは？

「ど、どういうこと？　40点差以上あれば争奪戦はできないんじゃないの？　ゴールデンウィークの後で雉ノ森高校にも修学点スコアが加算されたから、今でも雉ノ森とは42点差があるはずなんじゃ……っ？」

　たしかそのはずだ。桜南はゴールデンウィーク後に12点が加算され、そして今日10点が加算された。しかしそれらを加算しても、まだ雉ノ森のゴールデンウィーク後の修学点スコアとは、42点の差があるはずだ。

　しかし雉ノ森高生達が嘲あざ笑わらう。

「ぬっふっふ、いつの話をしているのだ」

「実は我等、ゴールデンウィークの直後に錦にし神がみ学園に宣戦布告し、先週末の決戦では敗北を喫してしまっておる」

「しかし！　これによって修学点スコアを５点失ったことで、今日この日に桜南高校との点差が37点になったのだ！」

　その言葉を聞いて、胡太郎は修学点スコアに関するルールを思い出す。

「５点を失った？　いや、そうか。他校に宣戦布告すると、その時点で攻撃側から防衛側に修学点スコアが５点移動するのか……！」

　たしかそんなルールだったはずだ。攻撃側が勝利すれば防衛側から修学点スコアを20点奪えるが、防衛側が勝利しても修学点スコアは移動しない。その代わりに、宣戦布告するだけで５点、攻撃側から防衛側に修学点スコアが譲渡されるのだ。

「いかにも！　我等は錦神にこそ敗れてしまったが、しかしぬかりは無い。全国模試によって桜南に修学点スコアが加算されれば、このとおり弱小校の桜南と勝負できるのだからな！」

　剛ごう介すけのこの言葉で、桜おう南なん高生達が気付く。

「え……ちょっと待って？　それって最初から私達を保険にしていたってこと？」

「うちの生徒会長はあの比ひ叡えい奏かなで。全国模試があれば修学点スコアの加算は確実……っ」

「雉きじノの森もりとしては、錦にし神がみに勝てればそれで良し。負けても次は桜南と戦えばいいっていう計画か！」

「そんな！　卑ひ怯きようよ！」

　──ブーブー！　帰れ帰れー！

　桜南高生達が一斉にブーイングを始める。

「ぬはは、卑怯なものか！　これぞ戦略よ、頭脳戦というものよ！」

「うるさーい、帰れ帰れー！」

「何が頭脳戦よ、偏差値なんかあたし達とどっこいどっこいのくせに」

「『高嶺に咲いた鳥兜アンタツチヤブル・マツチオイル』の会長がいる分、まだ桜南の方がマシだぞー！」

「あと桜南は風紀委員長も結構賢いのよ！　他の風紀委員もそこそこ出来が良くて、それ以外だと……もうダメ打ち止めっぽいわこれ」

　そんな感じに桜南高生達が更にブーイングするが、

「ぬはははは！　負け犬の遠とお吠ぼえなんぞ聞く耳持たんわい！」

　と剛介が切って捨てた。

　そして再びビシッと胡こ太た郎ろうを指差す。

「宣戦布告は本日！　規定により、決戦会場は翌週末の防衛側の高校、すなわちここ桜南高校だ！　競技種目の決定権は、攻撃側である我等らが握っておる！　ゆえに無論のこと、ここは我等の最も得意とする種目を指定させてもらおう！」

　屈強そうな体をふんぞり返らせて、剛介が宣告する。

「我等が指定する争奪戦の種目は──『タワーディフェンスバトル　～ライ麦砦とりででつかまえて～』だ！」

「タ、タワーディフェンスバトル……!?」

　争奪戦の競技種目については、たしか文もん科か省しようから渡された小冊子に記載されていた。胡太郎はそのページを読んだ時の記憶をたぐって、その種目のルールを思い出す。

　タワーディフェンスバトルはたしか、落ちているボールを相手にぶつけて退場させる集団戦で、春休みに戦ったバトルロイヤルドッジボールとよく似ている種目だ。ただしその勝利条件は相手を全滅させることではなく、『制限時間内に防衛側の大将を掴つかまえられるかどうか』に懸かっている。

　また、参加人数は各校50名ではなく『１００名』だ。バトルフィールドはグラウンドだけでなく校舎なども含めた『校内全域』で、ボールもドッジボールではなく『軟式テニスボール』になるはずだ。

　山脈のように居並ぶ雉きじノの森もり高生を見つめ、胡こ太た郎ろうは苦い顔をする。

「なるほど……やっぱり運動系の競技種目を選んできたのか」

「当然よ、今年の我等らは攻撃戦では常にこれを指定しておる！　錦にし神がみ学園戦では莫ばく大だいな寄き付ふ金きんによるでたらめな設備に屈したが、おぬしらが相手ならば勝利は必然よ！」

　ぬっふっふ──！　剛ごう介すけの威勢のいい言葉に、居並ぶ雉ノ森高生達も大きな体を揺さぶって笑った。

　雉ノ森高校のスポーツ科の生徒はラグビー部とアメフト部に集中していて、その両部が全国大会出場の常連だ。おそらくどちらの部員にしても、脚力とタックルに関しては相当なものだろう。タワーディフェンスバトルの勝利条件が『逃走する防衛側の大将を掴つかまえること』だということを考えれば、この競技は雉ノ森高校が断然有利だ。

　雉ノ森高校は今月、錦神学園に争奪戦を仕掛けて敗れたらしい。攻撃側が敗北したことへのペナルティにより、それに参戦した百名は一か月間の出場停止中のはずだ。しかし、そのことも大した戦力ダウンにはならないだろう。

　雉ノ森のスポーツ科の生徒は、各学年に百名ずつだそうだ。争奪戦に参加できない三年生を除いても、まだ二百名いる。そこから出場停止中の百名を除いても、残りは百名。結局次の戦いでも、雉ノ森はスポーツ科の生徒だけでメンバーを揃そろえられるのだ。

　桜おう南なん高生達が絶望する。

「なんてこった。じゃあこれでまた修学点スコアを奪われるのか……っ」

「せっかく今月に入って加算されたのに……」

「今年も学校行事のたびに他校の召使いになるのっ？　そんなの嫌よ……！」

　悲嘆に暮れる桜南高生。女子達が身を寄せ合ってむせび泣いている。

　そんな学友の姿に、胡太郎はふと違和感を覚える。

　……どういうことだろう？　なんというか、既に勝ち目が無いと諦めている感じだ。

　と、しかしその時、そんな雰囲気を吹き飛ばすように剛介が笑う。

「安心せい！　我等雉ノ森高校は、おぬしらから修学点スコアを奪うつもりなど毛頭ないわ！」

　うん？　修学点スコアを奪わない？　それって一体どういうことだ？

　剛介の後ろの山脈達が答える。

「今の点数で充分だ。もはや修学点スコアに用は無い！」

「修学点スコア争奪戦の大本のルールにあるだろう？　『攻撃側が勝利した場合、両校の合意と文もん科か省しようの承認があれば、修学点スコアの代わりに別の何かを要求できる』とな」

「我等が勝利しようと、今のおぬしらから修学点スコアを奪うことなどせんわい！」

　その言葉に、むせび泣いていた女子達が瞳を輝かせる。

「あ……そっか。そんなルールもあったわよね……！」

「じゃあ修学点スコアは奪われないのねっ？　奉仕もマグロ漁船も無いのねっ？」

　雉きじノの森もり高生が豪快に頷うなずく。

「ぬっふっふ、我等らも鬼畜ではない！　おぬしらの修学点スコアには手をつけぬわ！」

「うむ！　男子校である我等の悲願は、もっと別のところにある！」

「今のおぬしらから修学点スコアを奪うなどふざけた話よ！　ただ我等は、ラグビー部とアメフト部の公式戦の時に、少しおぬしらの力を借りたいだけだ！」

『きゃーっ！』

　雉ノ森高生達の言葉に、女子達が黄色い声を上げる。

「きゃーっ、貸します貸します、いくらでも貸します！」

「桜おう南なんからこれ以上修学点スコアを奪うだなんてふざけすぎだもんねっ。スポーツマンシップに反するもんねっ」

「ところでその公式戦で、あなた達は私達に何をしてほしいの？」

　きゃいのきゃいのと明るく尋ねる桜南の女子達。

　対する剛ごう介すけが、威勢よく答えた。




「我等が争奪戦に勝利した暁には、桜南高校の女子生徒に、スクール水着姿でチアガールをやってもらおう!!」




『ふざけたこと言うんじゃないわよ──っ!!』




　たちまち女子達が手のひらを返す。

「──変態っ！　変態っ！　変態っ！」

「そんなにスク水が見たいなら自分で着なさいよ！」

「大体そんな要求が通ると思ってるのっ？　文もん科か省しようが承認しないわよ！」

　人だかりから一斉に罵ば声せいが飛ぶ。しかし剛介も山脈もふんぞり返る。

「ふん！　文科省がダメだと言おうものならゴネてやるわい。人前に出せないような服装を、おぬしらは学校の授業で女子生徒に強要しておるのかとなあっ！」

『たっ、たしかに……っ！』

　ずぞぞ……っ、と女子達が一斉に後ずさった。

　しかし雉ノ森の要求はそれで終わらない。

「スク水チアは我等の悲願！　しかし我等の野望は、更にその先にある！」

「……や、野望っ？　まだ何かあるの……っ？」

　ごくりと唾を飲む女子達。

　そんな桜南高生達に、剛介が堂々と豪語する。

「チアガールとなったおぬしらを──いずれ我等の恋人にすることだ!!」

『ひいぃっ!?　な、何よその野望はぁぁぁぁああ!?』

　女子達が甲高い悲鳴を上げた。

　ガチムチのアメフト部員達が前に出る。

『本場アメリカでは、アメフト部のトップ選手はチアリーダーと交際するのが常！　ゆえにおぬしらチアガールにも、いずれ我等らと恋仲になってもらおう！』

「い、嫌ぁぁぁっ！　彼氏は欲しいけどあんた達は嫌ぁぁぁっ！」

「部室の空気を吸うだけで妊娠しそう……っ」

「私達にだって選ぶ権利があるはずよ!?　具体的にはイケメンセレブと付き合う権利があるはずよ!?」

　ムキムキのラグビー部員達も前に出る。

『安心しろ女ども、ラグビーは紳士のスポーツだ！　我等と恋仲になった暁には、紳士的にタックルを見舞うことをここに誓ってやるわい！』

「ひいいいぃぃ!?」

「タックルしてる時点で紳士的じゃないわよぉ……！」

「そもそもどうしてタックルするの!?　押すの？　倒すの？　押し倒すのっ!?」

　桜おう南なんの女子が戦慄する。男子も「うわぁ……っ」と絶句する。

　完全に腰の引けた桜南高校の面々。

　対する雉きじノの森もり高校の生徒達は、ふんぞり返って高笑いを上げた。

「ぬはははは！　我等の用件は以上だ！　桜南高校の弱兵どもよ、来週末の土曜日にまたここで角を突き合せよう！　首を洗って待っておるが良いわっ！」

　ぬっふっふ！　剛ごう介すけと山脈が体を大きく揺さぶって笑う。そして回れ右をすると、意気揚々と去っていった。

　そして、桜南高校の校門には、桜南の生徒だけが残された。

　争奪戦の申込状を受け取った胡こ太た郎ろうは、雉ノ森高生達の背中を見届けると、空いていた拳をグッと固める。

「そうか。来週また、争奪戦をすることになるのか……！」

　日本に帰国した初日、胡太郎は錦にし神がみ学園との勝負に巻き込まれた。最後まで生き残って粘りはしたものの、結局戦いには完敗してしまった。

　桜南は弱小校だ。なるべくなら修学点スコア争奪戦など起きない方がいいのだろう。

　しかしこうして宣戦布告された以上は、勝利を目指して戦おう──！

　そんなことを思っていると、人だかりの女子達がため息をついた。

「ハァ……せっかく修学点スコアが加算されたのに、また宣戦布告されるなんて……」

「ううう、スク水チアなんて嫌だよぉ。完全に晒さらし者ものじゃないの……」

「それに何なの恋人になれって？　ありえないし」

　愚痴をこぼす女子達を、男子達が拝み倒す。

「まぁまぁ、落ち着けって。たしかに彼女になれってのはおかしいよな、うん」

「けどすまん！　恋人うんぬんはともかく……スク水チアはやってくれないか？」

「ちょ、ちょっと？　アタシ達に犠牲になれって言うの？」

「なんで私達だけそんなことしないといけないのよ！」

「いや、だってさ、お前達がやってくれないとなると、修学点スコアが……」

「……修学旅行も体育祭も、このままだとどうなるか分かんねえだろ？」

『うっ！　た、たしかに……』

　一瞬男女で喧けん嘩かになりそうだったが、女子達がいっぺんに押し黙った。

　女子が再びため息を漏らし、小さく頷うなずく。

「……うん、でも来年は我が身だもんね。修学旅行がマグロ漁船になるよりは、まだスク水チアにでもなった方が……」

　人だかりの生徒達が、互いに顔を見合わせる。

　そしてしばらくすると、…………ハァ、と一斉にため息をついた。

「へ……？　ちょ、ちょっと、みんな？」

　そんな学友達の姿に、やっぱり胡こ太た郎ろうは違和感を覚える。

　しかし戸惑う胡太郎に気付かないまま、校門に集まっていた生徒達が、トボトボと肩を落として下校し始めた。

　と、そんな生徒の一人の呟つぶやきが聞こえてくる。




「あーあ。争奪戦なんてやってもどうせ勝てないんだから、もう不戦敗でいいよ……」




　────。

　その呟きを聞いて、胡太郎はさっきからの違和感の正体に気付いた。

　勝てると思っていないのだ、誰も。

　弱小校の桜おう南なんの生徒達は、自分達が勝てるとは誰も思っていない。それどころか今は、相手に勝とうとする意志すら失われている。

　だからみんな、負けた後のことばかり考えているのだ。

「そうか。……そういえばみんな、ずっと負け続けてるんだよな」

　もやっとした感覚を胸に抱えながら、胡太郎は呟いた。




　──ハワイではそういう学校行事なんて無かったもんね。でも、せっかく日本の高校に転校してきたのに、去年の桜南高校はそういうイベントが無くなっちゃったんだ。




　その時だ。再会した日の天あま音ねの言葉が、ふと脳裏をよぎった。

　奏かなでや天音が言っていた。桜おう南なん高校は去年、学校行事を何もやれなかったと。

　去年も三月までに争奪戦で修学点スコアを奪われ続けた。そのうえで一年間で10点しか修学点スコアを加算できなかった結果、他校に奉仕するばかりになってしまった。

　今年についてはまだ多少はマシだ。現時点では一応、他校に奉仕しなくてもいい点差になっている。しかし、今後どうなるかはまだ分かったものではない。

　でも一つだけ──分かっている。

「こういう争奪戦に負け続けたせいで──天音さんはまだ、体育祭も文化祭も経験できずにいるのか」

　歩き去っていく生徒達の背中が、なんとなく小さく見えた。




　この後、既に放課後だったにもかかわらず、宣戦布告されたという話は桜南の生徒全員に、あっという間に広まった。





　　　　☆　　　★　　　☆






　その日の晩。胡こ太た郎ろうは私室のベランダで、天音と話していた。

　雉きじノの森もり高校の要求を知った天音が、しょんぼりとため息をつく。

「水着でチアなんて、風邪をひいちゃうよ……」

「そっちの心配!?」

　夜なのに思わず大声を出してしまった。たしかにラグビーもアメフトも冬が本番のスポーツだけどさ。

　ひとまず欄らん干かん越しに辺りを見回す。……よし、ご近所にも通りを歩いていたかもしれない人達にも、迷惑になった様子は無さそうだ。

　それを確認すると、胡太郎はベランダで再び胡坐あぐらをかいた。

　堤つつみ家と蓬ほう莱らい家は隣同士で、胡太郎と天音の私室は二階で向かい合っている。その私室から突き出たそれぞれのベランダに、二人は直じかに腰を下ろしていた。

　胡太郎は頬ほおを掻かきつつ、開脚ストレッチをする天音から微妙に目をそらす。

「……そのさ、天音さん。風邪の心配をしてるけど、その格好は寒くないの？」

「うん？　寒くないよ？　シャツの上にパーカーを羽織ってるもん」

　きょとんと天音が小首をかしげた。

「いや、そっちじゃなくて、…………下のホットパンツの方が」

「うん？　声が小さくて聞こえないよ？」

「あ、ううんっ。……何でもない」

「？　変なコタローくん」

　結局うしろめたくて何も言えなかった。……細いのにむにっとした白い太ふと腿ももとか、足の付け根とホットパンツの裾の微妙な隙間とか、天あま音ねが無防備に晒さらしているものが目の毒すぎて直視できない。

　そこはかとなく悪いことをしている気分になるなあ。相手側に「見られているかも」という自覚が無いあたり、余計に背徳感が……。

　なんて思っていると、

「ほら見て見てコタローくん。私、前屈で体が床にペタンって付くんだよ？」

　と天音が前屈してシャツの襟元から胸を覗のぞかせた。もうこの人わざとなんじゃないだろうか？

「じゃあ天音さんは、スクール水着でチアガールになること自体は別に平気なの？」

　そう尋ねてみると、天音が唇に人差し指を当てて「むー」と考え込む。

「水着姿を見られること自体は、嫌だけど無理じゃないよ。大会の時は他校の男子とかにも見られてるわけだし。そういうコタローくんも、私の水着姿なんて、ハワイの時から飽きるくらい見慣れてるでしょ？」

「へっ!?…………そ、そうデスネ」

　思わず視線を泳がせた。……割とよく見てきたけど、飽きたことは一度も無いです。

「まあ私の水着姿なんてジロジロ見てくる人もいないしね。特にハワイでは一年中、ビーチに行くともっと凄すごい水着の女の人がいっぱいだったし。コタローくんも男の子だから、あちこち目移りしちゃったんじゃないの？」

「いや、天音さんばっかり見てたよ」

　ぶっちゃけ他の人には目が行きませんでした。

「そうなの？　いやらしい気持ちが無さすぎるのも心配だよ」

　むしろその自覚の無さの方が心配です。

　そんな天音が、困ったように小さく息を漏らす。

「でも私も、プールやビーチじゃない場所で水着になるのは恥ずかしいな。……でも、見られる相手がコタローくんだけなら、全然嫌じゃないんだけどね」

「へ？　それってもしかして──」

　もしかして、好きな人が相手なら平気っていう意味なんじゃ──

「うん。私はコタローくんのお姉ちゃんみたいなものだからね」

　……知ってた。

「あれ？　コタローくん、どうしてガックリしてるの？」

「いや、気にしないで……」

「そう？　何でもないならいいんだけど」

　肩を落とす胡こ太た郎ろうに、天あま音ねがきょとんと小首をかしげた。

　その天音が、ため息交じりに苦笑する。

「まあでも、水着のことは私だけじゃなく、みんなそうだと思うよ？　仲良しの相手ならともかく、色んな男の人に見られるのは……さすがにね」

「あ──」

　仲良し。その言葉を聞いて、胡太郎は奏かなでや那な由ゆの顔を思い浮かべた。

　天音だけじゃない。奏や那由もきっと、胡太郎や哲てつ也や以外の男の視線に晒さらされることには抵抗があるはずだ。

「それに水着だけじゃないもんね。恋人になれだなんて、そんなの私、絶対ダメだよ」

　そうだ。たしかにそういう要求もあった。

　どこまで本気なのかは分からないが、それもめちゃくちゃな話だ。

　天音がもう一つ苦笑する。

「まあ争奪戦に勝てるなら、そんな心配も要らないんだけどね。……でも桜おう南なんはずっと勝てなくて、結局去年は学校行事が全部無くなっちゃったから」

「うん……そうだね」

　今回は修学点スコアは狙われていない。しかし、修学点スコアさえ無事ならそれでいいという問題でもない。

　このまま負けてしまえば、他校に何かを強いられてしまうという意味では、去年も今年も同じことだ。

　両家の屋根の隙間から、天音が夜空を見上げてそっと呟つぶやく。

「水着姿も無理じゃないよ。……でもやっぱり、色んな人の前で見せ物になるのとか、好きでもない人と付き合うのとか、そういうのは嫌だなあ」

　いつもと違って元気の無い、お隣さんの少女の横顔。

「うん。──嫌だ」

　天音を見つめて、胡太郎も呟いた。

　そんなのは嫌だ。恋人うんぬんはもちろん、天音にスク水チアなんてさせたくない。

　天音だけじゃない。奏や那由が雉きじノの森もり高生達に、スク水チアだの恋人だのをやらされるのも、なんだか無性に嫌だ。

　そんなこと、絶対に阻止しなければならない。

　それに、阻止する理由はそれだけではない。




　──コタローくんと一緒の今年こそは、日本の高校生活を目一杯楽しみたいな。




　胡太郎も天音もしばらく海外にいた。修学旅行や体育祭のような、日本的な学校行事に触れずに生きてきた。

　天あま音ねがその日本に帰国したのは去年だ。本来であれば、とっくにそういう学校行事を楽しんでいたはずだ。

　しかし天音は未いまだに、そのような高校生活を送っていない。

　そんなのもダメだ。天音は今年度で卒業してしまうのだ。

　天音や奏かなでや那な由ゆが嫌な思いをすることだけじゃなく、天音がまともな修学旅行を知らずに高校生活を終えることも、絶対に阻止しなければならない。

「──だから、戦って、勝たなければ」

　天音の横顔を見つめながら、胡こ太た郎ろうは人知れず、奥歯を噛かみしめた。

　勝たなければならない。このまま雉きじノの森もりにむざむざとやられるわけにはいかない。

　しかし桜おう南なんは弱小校だ。何年も負け続けて、ついには勝利への意欲すら失われてしまった学校だ。

　そんな高校なのに、どう戦えばいい？

　弱小校の桜南は、一体どうすれば勝てるんだ……？




　────ＷＧぃぃぃぃぃぃぃ！

　────クラッシャ─────ズっ!!




　その時、声が聞こえた。

　胡太郎の脳裏によぎったのは、バカ騒ぎをしていた遠い日々に、よく聞いた声だった。





　　　　☆　　　★　　　☆






　一夜が明けて、金曜日の朝。今日は天音が水泳部の朝練で先に家を出たので、胡太郎は一人で登校していた。

　桜南高校に近づくにつれて、生徒の姿が増えていく。

　やがて校門に到着し、そのまま昇降口へと向かう。生徒の集団も昇降口へと吸い込まれていく。

　しかしそこには、昨日胡太郎が感じたような活気が無い。みんなどことなく暗い顔で、しょぼくれながら歩いている。

　宣戦布告を受けた後と同じだ。やっぱりみんな、既に勝負を諦めているのだ。

　そんな空気を感じながら校舎に入り、そのまま二年Ａ組の教室に入る。

　すると、クラスメート達が浮かない顔をする中で、幼おさな馴な染じみ三人だけは普段どおりに談笑していた。

　どうやら哲てつ也やが奏かなでに勉強を教わっているようだ。

「おおなるほどっ、『サザンが九』ってのはバンドの人数の覚え方だったのか！」

「うむ。ちなみに『学徒動員』というのは常に一流芸能人だと格付けされそうな男性歌手を動員することだよ」

　訂正、哲也が奏に騙だまされているようだ。……朝っぱらから何やってるんだ。那な由ゆも奏の嘘うそをにやけ顔で放置しているし。

「でもやっぱり、あの三人はああでないと」

　幼おさな馴な染じみ達の姿に、胸の奥に熱いものが宿る。

　学校のみんなが沈んでいる中、幼馴染達がバカバカしい真ま似ねをしている。

　それは決して悪いことじゃない。いや、むしろだからこそありがたい。

　そんな幼馴染達だからこそ、彼等らに相談しようと思ったのだ。

「あ、おはようです胡こ太た郎ろうくん。だんだん暑くなってきましたね」

　胡太郎が来たことに気付き、那由が明るい声を掛けてきた。

「おや胡太郎、おはよう」

「ようコタ！　ん？　どうかしたのか、なんかマジな顔つきだが」

　他の二人も、明るい声で挨拶してきた。

　──ああ、やはりこの三人だ。桜おう南なんが争奪戦に勝つためには、この三人の力と明るさが必要なのだ。

　奏と哲也と那由。三人の親友達に歩み寄り、胡太郎は真剣な顔で話し掛ける──。

「おはよう。三人に真面目まじめな話があるんだ。ちょっと別のところへ来てくれないかな」

「話……ですか？　はっ！　も、もしかして伝説の樹きの下で待った方がいいですかっ？」

「朝一で三股とは私もドン引きなのだが」

「告白じゃないよ。仮に告白だとしても哲也は選択肢に入らないよ」

「なっ、俺だけダメなのかっ!?　もしかしてコタは俺のことが嫌いなのかっ!?」

「いや好きだよっ？　好きだけど哲也だけ男だから──」

「【コタ×テツ】来ました─────っ!!」

「──来てないよ那由！　その組み合わせが来ることは一生無いよ！」

「なっ、もしかしてコタは俺のことが嫌いなのかっ!?」

「いや好きだよ!?　好きだけど──」

「【テツ×コタ】来ました─────っ!!」

「──逆転させても無いからっ！　とりあえずその危険な【掛け算】はやめようっ！」

「朝一でＢＬとは私もドン引きなのだが」

「僕だってドン引きだよっ！　昼夜を問わずドン引くわっ！　てか真面目な話があるからちょっと来いやああああ──っ!!」

　たまらず机をひっくり返しそうな勢いで叫んだ。……ああちくしょう、やっぱり真剣な雰囲気になんてなりゃしねえ……！

（……おお、堤つつみがキレてる）

（……いけにえが遂ついに牙を剝むいたのね）

（……あたし受け攻め逆転リバは邪道だと思うわ）

　浮かない表情のクラスメート達がボソボソと囁ささやき始めた。

　ちくしょう、噂うわさされてるじゃないかっ。まあ無言よりは噂話する元気があった方がいいけどさ。

　なんて思っていると、席に座っていた奏かなでが、すっと立ち上がる。

「ふむ、まあここで騒ぐのも考えものだ。場所を移すとしようか」

「ありがとう奏。ただ僕も別に騒ぐ予定なんて一切無かった！」

「とりあえずどっかに行かねえとな。どこにする？」

「屋上がいいんじゃないですかね？　ちょうど胡こ太た郎ろうくんも久々にキレちまったようですし」

「キレさせた張本人のセリフか！」

　ともあれ、一応は予定どおり、この三人に相談を持ち掛ける状況は整った。

　胡太郎は教室に鞄かばんを置くと、幼おさな馴な染じみ達とともに、沈んだ雰囲気の教室を後にした。





　　　　☆






　幼馴染達を連れた胡太郎は、北校舎の屋上へと出た。

　屋上の周囲は、女子高校生の身長ほどの高さの欄らん干かんに囲まれている。ステンレス製の太くて頑丈な欄干で、何十人もの荷重が掛かろうとも、びくともしそうにない。

　そんな安全対策のなされた屋上で、奏が尋ねてくる。

「それで、真面目まじめな話とは一体何なのだね？」

「うん。昨日、雉きじノの森もり高校に宣戦布告されただろう？　そのことだよ」

　三人と向かい合うように立つ胡太郎は、真まっ直すぐ幼馴染達を見つめて答えた。

　あの時までは、桜おう南なん高校は修学点スコアの加算に沸いていた。

　しかしあの宣戦布告の後からは、すっかり意気消沈してしまっている。

「僕達桜南高校は、来週末に争奪戦をやることになった。でも今は、学校全体に負け癖がついてしまっていて、勝とうとする意志が感じられない。……このままだときっと、桜南は何もできずにただ負けてしまう。それはダメだ。そんなのは、絶対ダメなんだ」

　胡太郎のその言葉に、幼馴染達が控えめに頷うなずく。

「んー。まあ負けるだろな実際。それがダメだってことは、他の連中も分かっちゃいるんだろうが」

「アタシ達三人は留学とかがあって争奪戦に参加したことはありませんが、他のみなさんはずっと負けっぱなしなわけですからね。そんな経験を積んできたんですから、意気消沈もやむなしです」

「うむ。諦めるという心理は私には理解しがたいが、かといって想像できないわけでもない。そもそも分ぶの悪い弱小校なのだ。まともに戦ったところで勝ち目は乏しい。特に今回は生徒達に覇気も無いので、おそらく勝負にすらならないだろうね」

　幼おさな馴な染じみの三人も、争奪戦に対しては消極的な反応を示した。

「うん。そうなんだろうね」

　実際そうなのだろう。桜おう南なん高生の現状は仕方ないことだ。そして争奪戦が集団戦である以上、普通に考えれば、今の桜南には勝ち目なんて無いのだろう。

　だが。

「それでも僕は戦う。そして三人にも、僕と一緒に勝利に向けて戦ってほしいんだ」

　強い眼まな差ざしで、胡こ太た郎ろうは告げた。

　分かっている。普通に考えれば、勝てるわけがない。

　でも──この幼馴染達は、普通じゃない。

「お願いだ、勝利を目指して僕と一緒に戦ってくれ！　僕一人の力じゃ大したことはできない！　だけど四人の力を合わせれば、きっと雉きじノの森もり高校にも勝てるはずだ！」

　来週の争奪戦はタワーディフェンスバトルだ。１００名ずつの集団戦だ。

　しかしそれでも、この四人ならば、きっと勝利を掴つかめるはずだ──！

「……ふむ。胡太郎、君が現状を憂えていることは分かったよ。君が私達を頼りにしてくれていることもね」

　口を開いたのは奏かなでだった。

　その奏が、顎あごに手を当てて首を傾ける。

「しかし分からないね。どうして君はそうも勝利にこだわっている？　水着でのチアを要求されている女子ならともかく、男子である胡太郎には、負けたところで大した問題も無いだろうに」

「いや、そんなことない。どうしても勝ちたい理由が、僕にはあるんだ」

　胡太郎は首を横に振り、グッと拳を固く握る。

「理由の一つは、日本の高校生活というものを楽しんでほしい人がいることだ。奏は昨日会ったよね？　ハワイでも今でもお隣さんの、蓬ほう莱らい天あま音ねさんという先輩だよ。天音さんもずっと海外にいたから、日本の学校行事をあんまり経験してない。その天音さんが今年、初めて修学旅行に行くんだ。だから今年こそは、天音さんにとって楽しい一年にしてあげたいんだ……！」

「ほう……なるほどね」

「おお、その先輩のためっつーことか！」

「いいことだと思いますよ。…………若干嫉妬しちゃいますけど」

　三人ともそれぞれに、色いろ好よい反応を見せてくれた。

「なるほど胡こ太た郎ろう。その先輩のために、君は勝利したいのだね」

「うん、それが理由の一つ。……そしてもう一つは、雉きじノの森もりの要求が、桜おう南なんの女子にとって大きな問題になるものだったことだ」

　奏かなでと那な由ゆがきょとんと尋ねてくる。

「む？　それは例のスク水チアのことかね？」

「ですがそれって、胡太郎くんには関係ない問題じゃないですか？」

「何言ってるんだよっ？　関係ないわけがないよ！」

　大きく首を横に振る。あんな要求なんて見過ごせるわけがない。

「たしかに僕には関係ない。だけど無性に嫌なんだ……！　だってあれは、桜南の女子に恥ずかしい思いをさせるものなんだよっ？　そんなの認められないよ！　天あま音ねさんもそうだけど、奏や那由のことだって、僕は晒さらし者ものになんかさせたくないんだ！」

「むっ？　そ、そうなのかね……っ？」

「アタシ達のことを、そんなに……！」

　奏と那由が、妙に声を弾ませた。

　身勝手なのは分かっている。でもそれが正直な気持ちだ。

　天音も奏も那由も大切な人だ。他校の男子に好きなようにされてたまるか！

　そして他の女子達もだ！　桜南の男子になったからには、桜南の女子を守る盾とならなければ──！

「そうかねっ。では私も（他の女性のためという部分は若干気に入らないが）胡太郎の想おもいに応えるために力を尽くそうっ」

「そうですね！　（他の女性のためという部分は若干気に入りませんが）美少女ちゃんのアタシも精一杯がんばります！」

　おお、勝手な思いが通じたらしい。奏と那由が大きく頷うなずいてくれた。

「あ……っ、ありがとう、二人とも！」

　でも返答の途中の微妙な間まは何？　いや、がんばってくれるんだから何だっていいか！

　さあ奏と那由は賛同してくれた。あとは哲てつ也やだ。

　その哲也が、腕組みをして力強く頷く。

「……そっか、先輩のためにか。俺も野球部の先輩達に世話になってる身だ、そうと聞いては黙っちゃいられねえ。それに勝ち目があるだの無いだの、そんなのを気にするのは、バカのやることだよな……！」

　おお、ということは哲てつ也やも戦ってくれるのかっ？　たとえ『脳筋大暴投ノー・キントロール』でも、哲也も決してバカじゃないもんな──！

「よし、俺も戦いに出ることに賛成だ！　たしか孫子も言ってただろ、『出る前に負けること考えるバカがいるかよ！』ってな！」

「アントニオ猪いの木きだよそれは！」

　むしろ孫子は負けそうなら戦うべきじゃないからよく考えろ派だよ！

　そうツッコミつつも、胡こ太た郎ろうは思わず頬ほおを緩める。

「まったく……でもまあ今は、誰の言葉でもいいか」

　真面目まじめな話を始めたつもりが、結局最後はツッコまされていた。でもそんなことは今はどうでもいい。重要なのはもっと他のこと。

　奏かなで、哲也、那な由ゆ。かつては一緒に町内を遊び回り、始業式の朝にも共謀して胡太郎を生徒会の副会長に就任させた幼おさな馴な染じみ達。

　そんな三人が、一緒に戦ってくれるということだ。

「間違ってたか。まあ細かいこたぁどうでもいい。とにかく勝利のために俺も戦うぜ！」

「そうですそうです。四人がそれぞれの得意分野で力を発揮させて、この争奪戦に勝利しましょう！」

「ありがとうみんな！　言いだしっぺの僕も全力で戦うよ！」

　相手は１００名。対するこちらはまだ四人。しかしこの三人がいれば百人力だ。

　天あま音ねの高校生活や、奏や那由や天音をはじめとした女子達のためにも、なんとしても勝利を掴つかみ取とらなければ。

　奏が人差し指をピンと立てる。

「まずはこの争奪戦に勝たなければならないね。しかし胡太郎、この戦いは桜おう南なんにとっては防衛戦だ。勝利したところで修学点スコアは宣戦布告の分しか動かない。件くだんの先輩に良い一年を送ってもらうためにも、この戦いの後のことも見据えておくとしよう」

「この戦いの後……か。うん、そうだね」

　奏に促され、胡太郎も頷うなずいた。

　次の戦いで終わりではない。天音の高校最後の一年はまだ始まったばかりだ。現状よりももっと充実した一年に変えてみせなければ。

「そして──君もだよ、胡太郎」

「へ？」

　と、奏が立てていた人差し指を、ピトッと胡太郎の額にくっつけた。

　幼馴染三人が得意げに笑う。

「他ひ人と事ごとではないよ胡太郎。日本的な高校生活を知らないのは君もだろう？」

「だったらコタにも日本の学校行事を堪たん能のうしてもらわねえとな！」

「せっかく帰国したのに、しょっぱい高校生活を過ごしてもらっては困りますからね。胡こ太た郎ろうくんのためにも、なんとしても勝ちましょう！」

「あ……」

　三人の言葉に、ぽかんと開いた口から声が漏れた。

　言われてみれば、胡太郎も天あま音ねと同じ立場だ。小学五年から海外に行き、未いまだに修学旅行も体育祭も経験できずにいる。

　そんな胡太郎の幸せを、望んでくれる人達がいる。

「うん。ありがとう、みんな！」

　胡太郎が笑うと、三人が更に得意げに笑った。

　哲てつ也やが腕を組んで、那な由ゆと一緒に疑問符を浮かべる。

「それにしてもコタ。争奪戦に勝ちたいって気持ちは分かったが、だからってなんで俺達にも声を掛けたんだ？　カナは生徒会長だからまだ分かるが、俺もナユもただの一般生徒でしかねえってのに」

「そういえばそうですね。胡太郎くん、どうしてです？　アタシ達には争奪戦での負け癖がついていないからですか？　それとも三人が『国境なき想像主ボーダレス・イマジナー』みたいな異名をとるくらい、それぞれの分野に長たけているからですか？」

「ああそのこと？　ううん、そんな理由じゃないよ」

　胡太郎は首を横に振って苦笑する。

　たしかに三人はそれぞれに優秀だ。戦力としては不可欠だ。それに、今のどんよりと沈んでいるこの学校にあって、争奪戦への苦手意識が無いというのも貴重だ。

　しかしそんな理由じゃない。三人を頼ったのは、もっとシンプルな理由。

「それは、僕達四人が仲間だからだ。四人が揃そろえば何だってできるはずだ。それに僕は昔みたいに、またこの四人で、一緒に思いきり遊びたいんだ！」

「「「あ……」」」

　今度は胡太郎の言葉に、三人がぽかんと口を開けた。

　あの頃は毎日一緒にいた。ダメな大人にいたずらを仕掛けたり、秘密基地を作ったり、手作りのロケットを打ち上げたりしていた。

　だけど今は、それぞれに新しい居場所がある。放課後になると別行動を取るようになっている。

　だからそれを察した始業式の朝に言った。『せっかくだから、また四人で何かをやりたいね』と。

　きっと今がその時だ。

　この争奪戦は、また四人で何かをするチャンスなのだ──！

「うむ、胡太郎。たしかにこれはまたとない機会だね」

「せっかくだから思いきり暴れてやらねえとな！」

「アタシ達の絆きずなの力を、存分に見せつけてやりましょう！」

　三人が意気込んで声を上げる。

「うん！　せっかくの争奪戦だ、また四人で戦おう！」

　胡こ太た郎ろうも全力の笑顔で声を弾ませた。

　六年ぶりに四人が揃そろった。それもただ一緒にいるだけじゃない。

　子供の頃と同じように、四人で力を合わせて、目的を果たそうとしている。

　胸が躍る。血が騒ぐ。あの頃の感覚が戻ってくる。

　あの頃の四人の関係が、本当の意味で蘇よみがえる──！

「今度こそホントのただいまだ！　さあ今こそ復活させよう！　僕達四人の──ＷＧクラッシャーズをっ！」




「「「……いや、もう名前をつけるのとかはちょっと……」」」




　三人が一気にドン引きした。……うん、知ってた。

「なんだよみんな……まあ子供っぽくて嫌なら別に名前なんか無くていいけどさ」

　少し唇を尖とがらせて言った。名前の中身じゃなく、名前があることで仲間意識を感じられるのが好きだったのにな。

「胡太郎がそのノリを今でも好きなのが意外だね」

「中二病なんじゃねえの？　いや、中二にしてはガキくせえな」

「じゃあ小二病ですかね。う◯ことか言ったら大笑いしそうですね」

　うるさいよ高二ども。あと女の子がう◯こ言うな。

「まあ胡太郎のことはさておいて、できることから順に争奪戦の準備を始めるとしよう」

　奏かなでがそう言って、スマホを取り出して操作し始める。

「あん？　カナ、何してるんだ？」

「まずはタワーディフェンスバトルのルールを再確認するのだよ。文もん科か省しようのウェブサイトに、争奪戦の各種目のルールが記載されているのでね」

「おお、たしかにルールの確認はやっとくべきだな。たしか孫子も言ってただろ、『俺がルールブックだ！』ってな！」

「あんたさっきから孫子を何だと思ってるんだよ！」

「一応、兵法に通じてる人っていう認識はあるみたいですね」

　などと言っているうちに、奏がスマホの操作を終えた。

「ふむ、出てきた。これがタワーディフェンスバトルのルールの詳細だよ」












　今回の争奪戦のルールを確認して、四人は小さく息を漏らす。

「うん。ボールを当てて相手の人数を減らすのは、僕が春休みに参戦したバトルロイヤルドッジボールと同じだ」

「だな。大きな違いとしては、大将のゼッケンを奪えるかどうかで勝敗が決まることか」

「あとは、屋内もバトルフィールドになるってところですね。ただし屋内では、設備が使えないみたいですけど」

「……ふむ。ルールの要点としては、そんなところのようだね」

　奏かなでが口くち許もとに手を当てて、何かを考え込むように呟つぶやいた。

　しかしすぐに、

「──うむ」

　と奏が呟いて、涼しげな顔でスマホを仕し舞まう。

「概要は把握した。次に決めなければならないのは各人の役割分担だが、それはかつての私達の役割のままで構わないね？」

「かつての役割？　ということは──」

　胡こ太た郎ろうの言葉に、奏が理知的な笑みを浮かべる。

「うむ。策を考えるのは、私の担当だ」

　スカートの裾を優雅にひるがえして、奏が屋上の端へと歩を進める。

「勝利への道筋は私が立てる。君達の力も私が使いこなす。だから君達は、持ち場で存分に力を発揮してくれたまえ。作戦の詳細は追い追い考えるとするが、まあ幸い──」

　屋上の端に辿たどりついた奏かなでが、ぐっ、と頑丈そうな欄らん干かんを力強く掴つかみ、

「──使えそうな秘策なら、思いついた」

　そっと目を細めながら、得意げにそう宣言した。

　もう思いついたのか。そんな相変わらずぶりに、胡こ太た郎ろうは感嘆する。

「そうか。やっぱり奏は、今も奏だね」

「私は常に私だ。純朴な善人になどなれないよ」

　当然とばかりに奏が言った。いや、善人になる努力は放棄しないでほしいんだけど。

　でもそんなことは後回しでいい。今は何よりも、争奪戦のことだ。

「さて、ひとまずは私達四人が立った。だが抗戦しようにもやはり四人では不可能だ。まずは桜おう南なんの生徒達の戦意を高揚させたうえで、来週末の決戦の準備を始めるとしよう」

「うん、準備を始めよう。そしてみんな──必ず勝とう！」

「「「応おう！」」」

　胡太郎の呼び掛けに、三人が荒っぽく答えた。

　哲てつ也やがバシッと腕を鳴らす。

「挑まれたからには黙っちゃいられねえ。やっぱり勝負事は勝たねえとな」

　那な由ゆがちょこんとサイドテールを揺らす。

「守ろうとしてくれて嬉うれしいです。ですがただ守られているだけのつもりはありません。一緒に立ち向かいましょう」

　奏が凛りんと腰に手を当てる。

「私と那由、そして三年生の少女の為に、胡太郎が抗あらがおうとしている。女の子のために男の子が立とうとしているのだ、これより尊い動機などあるまいよ」

　そう言った奏が、しれっと言葉を続ける。

「それにそもそも私は、負けっぱなしで舐なめられていることがまず気に入らないね」

「うん、たしかにね」

　苦笑交じりに胡太郎は答えた。

　たしかにそれも気に入らない。勝つべき理由が更に増えた。

　悪者達がのさばるご町内で下げ剋こく上じようを巻き起こすクラッシャーズ──略してＷＧクラッシャーズ。

　その一員である胡太郎は、幼おさな馴な染じみ達の顔を見回して、力強く宣言した。

「見せつけてやろう。弱小校による、下剋上ってやつを」






　　第五章






　屋上での四人の会談の後、胡こ太た郎ろう達の二年Ａ組は数学の授業を受けていた。

　教師が生徒達を見回して指名する。

「よぉし、じゃあこの問３の答えを──山口！　答えなさい！」

「……はい、分かりません……」

「むむむ、そうか。しかしなんだか今日は元気が無いな山口。じゃあ代わりに西村！　答えなさい！」

「……はい、『ウ』です……」

「問３は選択問題じゃないぞ西村！　当てずっぽうにしても酷ひどいなおい！」

「……ですが先生、部分点はもらえませんか……？」

「元気が無い割に図ずう々ずうしいぞ西村……！」

　そんな具合に、教師が授業の進行に四苦八苦していた。

「……やっぱりみんな、いつもより元気が無いみたいだなあ」

　胡太郎はボソッと呟つぶやいた。いつもの山口ならもっと元気よく「分かりません！」と答えていただろうに。

　この覇気の無さはクラスメートに限らず、桜おう南なん高校中に広がっているものだ。

　奏かなでが『桜南の生徒達の戦意を高揚させる』と言っていたが、果たして一体、どうするつもりなんだろうか……？

　そう思っているうちに授業が終わったので、胡太郎は少し急ぎ足で、奏のもとへと向かった。

「む？　どうしたのだね胡太郎、何やら悩ましげな顔をしているが」

「そんな顔してる？」

「うむ。結婚式の最中に新郎のもとに赤子を抱いた元カノが『あなたの子供よ』と闖ちん入にゆうしてきたかのようだ」

「そんなに悩ましいのか……」

　……とりあえず変に深刻に考えるのはやめておこう。

　そう反省しつつ、胡太郎は本題に入る。

「奏。今朝の話のことで、少し訊ききたいことがあるんだけど……」

　胡太郎は浮かない顔のクラスメート達を眺める。教室の中でこの話をするのはちょっと難しそうだ。

「よし。じゃあ奏、廊下に来て」

　そんなわけで、胡太郎は奏を廊下に連れ出した。

「さて、何の用だね胡こ太た郎ろう？」

「うん。クラスのみんながやっぱり暗いままだろう？　たぶん学校全体が今もそういう状態だと思うんだけど、そんな生徒達の戦意を、奏かなではどうやって取り戻すのかなって」

「ふむ、そのことかね」

　奏が軽い調子で答えた。

　そしてチラリと教室を振り返り、涼しげに笑う。

「君の心配ももっともだ。このとおり彼等らは簡単にへこむ。だが彼等は曲がりなりにも、これまでも毎回戦ってきたはずだ。違うかね？」

「それは……まあ、たしかに」

　言われてみればそのとおりだ。桜おう南なん高校はこれまでも負け続けてきたはずだ。

　しかしそれでも、春休みのことを思い返してみると、彼等は争奪戦から逃げることはしていなかった。

「彼等の説得も私の役目だ。任せておきたまえ。ただ、言葉による説得のみならず、視覚に訴える刺激の後押しもあるべきだ。そちらに関しては、君にも一役買ってもらうつもりだがね」

「へ？　僕？」

　視覚に訴える刺激？　自分に何かできることがあるのか？

　そう思う胡太郎の耳に、つんと奏が人差し指で触れる。

「大丈夫だよ胡太郎。彼等は哲てつ也やと似たタイプの人間達だ。彼等の耳に届く言葉で説得すれば、彼等は戦意を取り戻す」

「耳に届く……言葉？」

　どういうことだろう？　ただ、そういえば哲也は今朝、奏のふざけた言葉に騙だまされていた。そういう哲也と似たタイプだということか？

　胡太郎はきょとんと疑問符を浮かべる。

　そんな幼おさな馴な染じみに、黒髪の生徒会長は、瞳を涼しげに細めて告げた。

「彼等はね、実に純粋で、愛すべきほどに単純なのだよ」





　　　　☆






　──一年生および二年生の諸君。争奪戦に向けた決起集会を開催する。本日の昼休み、五分間だけ校庭に集合してくれたまえ。




　生徒会長である奏のそんな呼び出しに応じて、この日の昼休み、桜南高校の一年生と二年生が校庭に集合していた。

「……決起集会って言ってたけど、奏かなでは何をするつもりなんだろう？」

　胡こ太た郎ろうは一人、生徒達の集団から少し離れた場所で呟つぶやいた。奏に役目を与えられて、この場で待機しているのだ。

　ちなみに服装は体操着だ。これもまた、奏に指示されてのことだった。

　胡太郎は生徒達を眺める。生徒達がざわざわとひしめいている。

　そんなざわめきの中、拡声器を持った奏が、堂々たる足取りで朝礼台に立った。

　奏が拡声器を構え、生徒達に告げる。

「──諸君、今日は修学点スコア争奪戦に向けた決起集会ということで集まってもらった。まずは私の呼び掛けに応じてくれたことに感謝する」

　奏が短く頭を下げた。

　そして黒髪を風になびかせながら、更に告げる。

「さて、一応名目は決起集会とさせてもらったわけだが、まず断っておこう。部活などの都合に限らず、戦意が湧いてこないという理由で、参戦を拒みたいと思っている者がいるのであれば──それは人として当然の感情だ。その意思を私は尊重する」

　ざわ……っ。戦闘放棄を容認する奏の言葉に、生徒達がどよめく。

（それって、戦いたくないなら、無理して参加しなくてもいいってことか？）

（でも実際仕方ないよね。だって勝てないもん……）

（地区最弱校の桜ウ南チじゃ、雉きじノの森もりには勝てないよ……）

　あちこちから上がる生徒達の声に、奏が真しん摯しな表情で頷うなずく。

「うむ、構わないのだよ諸君。強敵との勝負は避けたい。負けて惨めな思いをしたくない。それは人として当然の感情だ。それを理解できないほど、私は傲ごう慢まんではない」

（うんうん）

（だよね、当然だよね）

　生徒達が共感する。同意の声があちこちから上がる。

　バッと奏は身振りを交え、熱を込めながら演説を続ける。

「たしかに負ければスク水チアというものを強いられてしまう。しかしどちらにしても、負けるのは同じなのだ。ならばいっそ、戦いたくなどない──！　その気持ちも、痛いほどによく分かる！」

（うんうん！）

（強敵だもんね、戦いたくないよねっ）

　生徒達の頷きが大きくなる。声も徐々に大きくなる。

「誰しも惨めな思いなどしたくない……っ。それは人として当然のことだっ。ゆえに女子諸君、私は君達に問おう！　今はただ一人の女として、同じ女性である君達に問わせてもらおう──！」

　校庭に集まる女子一同を見回して、奏かなでが拡声器越しに問い掛ける。




「君達にとって────ダイエットとは、それほどたやすい敵なのかね？」




『────っっっ!?』

　途端に女子達に戦慄が走る。『ズガァァァン！』と電撃でも喰くらったようにショックを受ける。

（ダ……ダイエット……!?）

（知らない……っ。そんなの私、知らないっ！）

　ふらりとよろめく女子一同。青ざめた顔で後ずさる。

　そんな彼女達に、奏が畳み掛ける。

「雉きじノの森もりの要求は知っているね。恋人だのという件は各自で拒めば良いことだ。だがスク水チアの件はそうもいくまいよ……！　尻のたるみ？　二の腕の肉？　ダンスに合わせて揺れる腹？　だからといって要求は覆くつがえらない！　私達は、水着で、踊るのだよ！」

『──ひぃぃぃぃっ!?』

　遂ついに女子達が悲鳴を上げる。

　そこへビシッと奏が宣告する。

「女子諸君、そのだらしない肉体を衆目に晒さらすつもりなのかねっ？　それが嫌なら二つに一つだ！　放課後のスイーツの誘惑に勝利するか────奴やつ等らに抗あらがって勝利するかだ！」

（くっ、殺せ！）

（やっぱりスイーツには勝てなかったよ……）

（だったらもう、雉ノ森高校に勝つしかない──っ！）

　抗戦を望む声が上がる。女子達の反骨心に火がついた。

（お、おい、お前等？）

（女子はやる気なのか？　いや、だけど……っ）

　男子達が戸惑う。女子の変わり身に驚きつつも、やや尻込みしている。

　今度はそんな男子達に向けて、奏が問い掛ける。




「さて男子諸君。早速だが────かわいい彼女が欲しくないかね？」




『────っっっ!?』

　今度は男子達が動揺する。キョロキョロと奏と女子達を交互に見やる。

（か、かわいい彼女……!?）

（嘘うそだろ……っ？　彼女なんて都市伝説だろっ？　架空の存在だろっ？）

　そわそわと騒ぐ男子一同。意中の相手をチラチラと見る。

　そんな彼等らに、奏かなでが畳み掛ける。

「漫画やラノベなどで見たことがあるだろう。ニコッと笑えばポッと惚ほれ、ナデナデしてもポッとなる。それが我々女子の習性だ。……ではそんな女子達に、もしも君達が男を見せてやれば、一体どうなると思うかね──？」

『おおお……！』

　男子が期待に胸を躍らせる。

　そこへビシッと奏が宣告する。

「男子諸君、起たつがいい！　今こそ好機だ！　ここで女子生徒を守ってみせれば、君達の青春は────ほとばしるリビドーのままに真っピンクだ！」

（ハ、ハーレムなのか!?）

（妄想に現実が追いつくのか!?）

（今年はクリスマス中止のお知らせを出さなくてもいいのか……っ!?）

　男子達も瞳を輝かせ、闘争本能やら煩悩やらのスイッチを入れた。

　暗い雰囲気が消え去った。生徒達の顔つきに活力が戻る。

　そんな生徒達の様子に、胡こ太た郎ろうはぽつんと一人離れた場所で、ひきつった笑みを浮かべた。

「……奏がみんなを哲てつ也やと似たタイプだって言ってたけど、騙だましやすくて乗せやすいっていう意味か」

　まあ前向きになってくれたなら何よりだ。少なくとも、不戦敗を選ぶようなことにはもうならないだろう。

　胡太郎はそう安心したが、奏が更に生徒達を煽あおる。

「諸君。たしかに桜おう南なん高校の修学点スコア争奪戦の歴史は、常に敗北とともにあった。ゆえに君達は、次も敗北すると思い込んだのだろう。しかしよく思い出してほしい。ここ一年、桜南は未いまだに全力を尽くしていないのだよ？　学問、運動、芸術──三部門それぞれのエース達がまだ、争奪戦に参加したことがないのだ」

　あ……っ、と生徒達から声が上がる。同時に胡太郎もその言葉で気付く。

　たしかに桜南は敗北続きだ。ただその争奪戦は全て、一月から三月までの間に行われたものだ。

　だから、その期間中に留学していたあの三人を参加させての戦いは、まだ一度も無い。

「だが安心したまえ諸君！　今回はその三人が揃そろって初参戦する！　全国模試一桁順位の私！　野球部のエース鈴すず鹿か哲也！　美術部のホープ伊い吹ぶき那な由ゆ！　半年間留学していた私達が、来週末の争奪戦にて、遂ついにデビューを飾る！　そして桜南軍の作戦指揮を執るのは、生徒会長のこの私──比ひ叡えい奏だ！」

　う、うおおおおおお……！　奏かなで達の初参戦に、生徒達の集団が歓かん声せいを上げた。

　桜おう南なんは弱小校だが、戦力を大きく上積みできる余地がある。異名をとるほど有名な、各分野で目覚ましい活躍を見せる三人がいる。

　そういう潜在的な可能性を、奏が生徒達にも分かるように知らしめた。

「よし、みんなが結構沸いてるな。これなら戦意も充分そうだ」

　胡こ太た郎ろうは生徒達の集団を眺めて言った。

　だがふと気付く。

「あれ、じゃあ奏はなんで僕をここに待機させたんだろう？　たしか、生徒達の説得の後押しとして、一役買ってもらうとか言ってたけど……」

　などと思った時、奏が生徒達にどこか呆あきれたような声で言う。

「ところで諸君。君達は私達超高校級の三人に対して、何やら中二くさい異名で呼ぶことがあるそうだね。たしか……私が『高嶺に咲いた鳥兜アンタツチヤブル・マツチオイル』だったか」

　どよ……、と突然の話題に生徒達がざわめいた。

　あれ？　もしかして奏は、例の異名に関して実は怒っていたのか？

「他にも鈴すず鹿か哲てつ也やが『脳筋大暴投ノー・キントロール』で、伊い吹ぶき那な由ゆが『国境なき想像主ボーダレス・イマジナー』だったね。なんとも中二くさいネーミングセンスだ。まあそれはさておき、君達の知る桜南の切り札はその三人ということになるだろう。──しかし桜南には実は、切り札がもう一枚ある」












　たしかに中二くさい異名だ。意外と奏かなでも不満に思っていたのかもしれない。

　まあそれはともかく、もう一枚の切り札とは？

　と、そんなことを考えていた胡こ太た郎ろうを突然見やりながら、奏が堂々たる口調で生徒達に告げる。

「今年、桜おう南なん高校には新たな戦力が加わった！　もう一枚の切り札となるその新戦力を、私の考案した異名つきで君達に紹介しよう──！　生徒会の副会長、『突撃の神風ツツコミ・テンペスト』こと堤つつみ胡太郎だ！」

「──あんたのセンスも中二だよ！」

　思わず奏に向けて叫んでいた。

　なんだよその異名はっ？　他人のことを言う割に奏も同レベルじゃないか！

（おお、ツッコミだ）

（たしかにツッコミね）

　生徒達がざわざわと声を上げた。……えっ、『突撃の神風ツツコミ・テンペスト』ってそういうことっ？

　しかしそういうことではなかったらしい。朝礼台の奏が、胡太郎に声を掛けて促す。

「さあ胡太郎、披露してくれたまえ。君の『突撃の神風ツツコミ・テンペスト』としての実力を」

　その言葉で、ようやく胡太郎は何を求められているのかを察する。

「……ああ。『突撃の神風ツツコミ・テンペスト』って、そういうことか」

　集団からぽつんと離れて一人、胡太郎は呟つぶやいた。

　生徒達の士気は既に高まっている。奏や哲てつ也やや那な由ゆの実力を知っているからだ。

　しかし奏は、堤胡太郎という新たな刺激を投じて、士気の高まりの後押しをしようと計画していたらしい。

　だったら披露しよう。別に隠すようなものでもない。

　この力を見せることで、桜南の生徒達の士気が更に高まるなら、望むところだ！

「じゃあ、行くよ──！」

　そう言って、胡太郎はクラウチングスタートの構えをとって、

　そして──弾はじけるようにスタートする。

　グラウンドを疾はしる一陣の神風。飛ぶがごとく突き進む。

『脳筋大暴投ノー・キントロール』の哲也をも魅了し、盗塁勝負にこだわらせるほどの俊足。

　そんな胡太郎が、瞬またたく間まにグラウンドを走破すると。

　────う、うおおおおおおおおおっ！

　その脚力を目まの当あたりにした生徒達が、争奪戦での更なる勝機を見み出いだして、意気揚々と歓かん声せいを上げた。





　　　　☆






　決起集会が終わり、明るい顔の生徒達ががやがやと教室へと戻っていく。

　そんな中、胡こ太た郎ろうは拡声器を返すべく職員室に向かっていた奏かなでと合流した。

「随分と煽あおったね奏。ナデナデするだけで女子が惚ほれるとかいう例の話、『ただしイケメンに限る』ってやつでしょ？」

「いや、『ただイケ』などもはや時代遅れだよ。今のトレンドは『ただし主人公に限る』だろう？」

「何な故ぜかツッコミづらいわ……！」

　てゆーかそれ三次元か二次元かの差じゃない？　まあそのへんも何故かツッコミづらいけど。

「何にしても、桜おう南なんのみんなが元気を取り戻してくれて良かったよ。僕は元々、四人だけで戦うことも覚悟してたから」

「四人か。やりようはあるかもしれないが、勝算は限りなく皆無となるね」

「そうだね。だからみんなの戦意を取り戻せて良かった。そういう意味でも、最初に三人に相談して良かったよ」

　胡太郎一人ではこうはならなかっただろう。最後まで生徒達を動かすことができず、争奪戦でなすすべもなくやられていた可能性が高い。

「なに、そこは単に役割の問題だよ。昔から私達はそうだっただろう？　私が四人の頭脳であり、哲てつ也やが四人の体。手や指が那な由ゆの担当で、それらを支える足が胡太郎だ。ならば扇動のような頭脳労働は、私の役目だよ」

「足か。まあたしかにフォローに走り回ってた覚えはあるよ。……あと今もツッコミに走り回ってる覚えもあるよ」

「うむ。『突撃の神風ツツコミ・テンペスト』の面めん目もく躍やく如じよだね」

　やかましいわ。その異名もあんたが勝手に言ってるだけだよ。

　ただ、そう思いつつも、覚悟を決める。

「いや。面目躍如は、これからだ」

　自分の足が本当に必要になるのは、来週末の修学点スコア争奪戦だ。

　奏が静かに微笑ほほえむ。

「そうだね胡太郎。ならば、頼むよ」

「うん、任されたよ」

　意気込みを新たに、奏とともに職員室に入って、借りていた拡声器を返す。

　そして二人して職員室から出ると、そこには哲也と那由の姿があった。

「よう二人とも！　決起集会はうまくいったみてえだな」

「でしたら善は急げです。争奪戦に向けて、四人で作戦会議といきましょう」

　そう意気込む幼おさな馴な染じみ達に、奏かなでが力強く頷うなずく。

「話が早くて助かるよ。ならば早速考えよう」

　奏と哲てつ也やと那な由ゆと、そして胡こ太た郎ろう。桜おう南なん高校の四枚の切り札が、一堂に会した。

　今日は金曜日。そして修学点スコア争奪戦は来週の土曜日だ。最後の休日である今週末を戦いの準備に当てるためにも、なんとか今日中に作戦を決めておきたいところだ。

　奏が幼馴染達を見回し、自らの頭を指差す。

「大まかなプランは既に私の頭の中にある。後は細部をどうするかだね。争奪戦の要所になりそうな場所を下見しつつ、案を固めるとしよう」

「争奪戦の、要所？」

「うむ」

　奏がスマホを操作して、画面に桜南高校の俯ふ瞰かん図ずを表示する。

　そしてその俯瞰図に記された昇降口を指差して、答えた。

「タワーディフェンスバトルの要所──『校舎への進入口』だ」







　幼馴染三人とともに、胡太郎は昇降口の外へと移動した。

　哲也が奏のスマホを覗のぞき込こむ。

「たしかタワーディフェンスバトルの場合、校舎への進入口は二つ作らなきゃならねえんだよな。階段は一カ所通れるだけでいいのに、なんでこっちは二カ所なんだ？」

「ふむ、おそらくは防衛側の戦力を必然的に分散させるためだろうね。進入口が一カ所のみの場合、その進入口の屋外側に全兵力と全設備を投じるという、戦力の一点集中という戦術ばかりになっていたはずだ」

　その奏の答えに、那由が「そういうことだったんですね」と頷く。

「屋外で敵を迎え撃つ場合、設備こそ使えますが、進入口が二つなので兵力を分散しなければなりません。屋内で敵を迎え撃つ場合、一本道なので兵力を集中させられますが、設備を使うことができません。『全戦力の一点集中』という最善手がルールで封じられているからこそ、防衛側の戦術が多様化するわけですね」

　なるほど、つまり双方に必勝パターンを作らせないためのルールなのか。

　防衛側が一長一短の戦術しか選べないからこそ、それに対して有効な攻撃戦術も変わってくる。互いの戦術が多様化するために、双方が何を選択するかによって試合展開も変わる。

　そのようにして展開に幅を持たせることで、運動能力で劣る高校でも勝利できる可能性を作っているようだ。

　奏が桜南高校の俯瞰図を見つめる。

「大将のスタート位置は北校舎の屋上だ。その北校舎への進入口だが、この二カ所はなるべく遠くに離しておくべきだね。ここはやはり、校舎の東にあるこの昇降口と、西にある体育館との連絡口の二カ所にしよう」

　胡こ太た郎ろうは腕を組む。

「昇降口と、体育館との連絡口か。となると敵はまず、スタート位置の校門に近い昇降口を目指しそうだね」

「うむ。ゆえに昇降口を強固に守って敵を撃退し、敵を連絡口へと誘導するのが良いだろう。その場合の敵の進軍経路は、南北二つの校舎の間か、校舎の北側にあるグラウンドのどちらかになるはずだ。ゆえに、そこにも防衛網を敷いておくべきだね」

　参謀役の奏かなでが、口くち許もとに手を当てて策を考える。

　そして昇降口の外壁を見やると、今度は少し移動して、北校舎と南校舎の間を眺める。

「……ふむ、この策にしよう」

　奏が涼しげに独り言を漏らした。

　そして奏が、三人のもとへと戻ってきて、争奪戦に向けた指示を出す。

「那な由ゆ、君に作ってもらいたい設備が二つある。それと争奪戦の際には、君が女子部隊を率いてくれたまえ」

「了解です、何でも作ってみせますよ！」

「男子はいくつかの部隊に分散させるとしよう。ただ、哲てつ也やには一人で守ってもらいたいエリアがある。そこをしばらく守った後は、哲也が男子達を取りまとめて率いてくれたまえ」

「おう、どんな役目だろうが任せときな！」

　奏の言葉に、那由と哲也が頼もしげに答えた。

　そして奏が、今度は胡太郎に向き直る。

「さて胡太郎。君の役目は──分かっているね？」

「うん。最初から、そのつもりだ」

　胡太郎は自らの太ふと腿ももをパンと叩たたいた。

「うむ、それは君にしかできない役目だ。決起集会で披露したその『突撃の神風ツツコミ・テンペスト』としての力で、争奪戦でも神風を巻き起こしてくれたまえ」

「了解！」

　幼おさな馴な染じみ達に負けないくらい、力強く答えた。

　雉きじノの森もりを迎え撃つと最初に言い出したのは自分だ。だからこそ、果たさなければならないことがある。

　全力を尽くし、勝利を掴つかみ取とる。守りたいものを守り抜く。

　この両足に備わっているのは、そのための力だ。

「さて諸君、作戦は決まった。ならば次は、争奪戦への準備だ」

　奏かなでがスマホを仕し舞まい、再び三人の顔を見回す。

「この戦いでは、寄き付ふなどを元にして設備を用意することができる。寄付については当てがあるので、週末の間に私が話をつけておこう。その寄付を元にして、来週火曜日から那な由ゆを中心として防衛設備を作ってもらう。だがその前に来週月曜、私達四人で、争奪戦の秘策の準備をする予定だ」

「秘策？　ああ、今朝言ってたやつか」

　四人で屋上で話し合っている時に、奏が使えそうな秘策を思いついたと言っていた。その秘策の実行に向けた準備をするのだろう。

　哲てつ也やの野球部は週末に練習試合を戦った場合、次の月曜日が休部になるらしい。今週末は練習試合が組まれているらしいので、来週月曜日の放課後は自由に使えるはずだ。

　ちなみに那由の美術部は、共同制作の時以外は自由参加だ。今度の月曜日の放課後は、久々に四人揃そろって過ごせそうだ。

「了解だよ奏。まずは四人で秘策の準備をするんだね。ちなみにどんな準備をするの？」

「うむ。まあ具体的には、心の準備ということになるね」

「……心の準備？」

　結局何をするのだろう？　胡こ太た郎ろうはきょとんと小首を傾かしげる。

　対する奏がいつもどおり、しれっと涼しげに答えた。

「来週月曜の放課後、私達四人は勝利のために、遊園地に行くのだよ」





　　　　☆　　　★　　　☆






　月曜日の放課後。胡太郎は奏と哲也と那由とともに、遊園地にやってきた。

　哲也がテンションアゲアゲで騒ぐ。

「はっはー、四人で遊園地に来るのも久しぶりだな！　小四の時にみんなでコーヒーカップに乗って以来か？」

「うん、哲也が回しまくったせいで僕達のカップだけ絶叫マシーンになって以来だよ」

「私達三人が遠心力で吹っ飛ぶという事故が起きて、しばらく出禁になったからね」

「……天使のようにかわいらしいアタシですが、まさか天使のように空を飛ぶことになるとは思いませんでしたよ……」

　那由がテンションサゲサゲで呟つぶやいた。そういえば、毎日かなり無む茶ちやをやってたよなあ。

　そんな空気の中、奏が仕切り直しとばかりに、腰に手を当てて宣言する。

「──というわけで諸君。私達は遊園地に、度胸をつけに来たのだ」

「すっごく嫌な『というわけで』だね」

　たしかに生身で空を飛んだ時には度胸もついたけどさ。

「……あのー、あの時アタシ達に度胸をつけさせたのは、遊園地じゃなく哲てつ也やくんだと思うんですが」

　ぼそりと那な由ゆが呟つぶやいた。……たしかにそのとおりだ。

「安心したまえ。ここには哲也がいなくても空を飛べるアトラクションがある」

「いえ、それ全然安心できないんですが」

「訂正しよう。哲也にも空を飛ばせるアトラクションがある」

「──今すぐ行きましょう奏かなでちゃん！」

　那由がテンションアゲアゲで即答した。仕返しする気マンマンだな。

「しかしカナ、なんで度胸をつける必要があるんだ？　俺達は争奪戦の準備をしに来たんじゃねえのか？」

「うむ、争奪戦の準備だ。次の戦いでは、胡こ太た郎ろうの度胸が勝負の決め手になるのだよ」

　なるほど、それでこの四人で遊園地に来たのか。何らかの理由で自分が争奪戦を欠場するようなことになれば、自分の役目は三人のうちの誰かが請け負う予定なのだろう。

　そんなことを思いつつ、胡太郎は奏と那由の服装に首をひねる。

「ところで二人とも、制服姿だけど大丈夫なの？　アトラクションによってはスカートの中が見えてしまいそうだけど」

　そう心配したが、奏も那由も余よ裕ゆう綽しやく々しやくで微笑ほほえむ。

「ふふふ、スカートの中を見られようが問題ないよ。私は恋愛経験が豊富なのでね」

「アタシも美少女ちゃんなので注目されることに慣れていますからね。今更慌てることなんてありません！」

　そういうものなのか？　結構大胆なんだな二人とも。

「ふふふ、実はね。豊富な経験を活いかしてスカートの下に短パンを穿はいてきたのだよ」

「ハミパンせずに穿けたので注目されても平気です！」

　そういうものだよね。結構ウブだもんね二人とも。

「パンツさえ見られなきゃ平気なのか？　だったらカナもナユも、スク水チアくらい平気なんだな」

「「──ううん、それは嫌」」

　二人が渋い顔で即答した。さすがにあれは嫌らしい。

　哲也が首をひねる。

「そのあたりの女の心理ってよく分からねえんだよな。プールの授業じゃ普通に着てるのに、他の場所ではダメなのか？」

「ダメに決まっているだろう。繁華街をマワシ一丁で歩く力士がいるかね？」

　奏がサラッと説明した。すっごく納得した。

「本人の意識もそうですが、何より周囲の目が違うんですよね。プールやビーチでならともかく、それ以外の場所で見られるとなるとまず無理ですよ」

「なるほどね、場違いだから余計にジロジロ見てしまうんだろうな。そういう姿の女の人がいたら、僕もいやらしい目で見てしまいそうだし」

　胡こ太た郎ろうがそう言うと、唐突に奏かなでと那な由ゆが早口で言う。

「ま、まあ気を許した相手にならいやらしい目で見られても構わないがね……っ」

「そ、そうですねっ。だから胡太郎くんは欲望のままに私の水着姿に見とれても構わないんですよっ？　なんせ私は完全無欠の美少女ちゃんですからね！」

「へ？　いいの？　二人が平気なら僕は見たいけど」

「「え──っ？」」

　二人が突然きょとんとした。……あれ、やっぱりダメだったんだろうか？

　と、その奏と那由が更に早口になる。

「ま、まったく見損なったよ胡太郎！　幼おさな馴な染じみなど子供の頃から一緒にいるので普通なら異性として見ていないものだろう、ふふふ……っ」

「ほ、本当ですよ！　まったくお約束というものを弁わきまえていませんね、うふふ……っ」

「それが普通なの？　でもごめん、二人とも大事な友達だけど、かわいい女の子だっていう意識もさすがにあるんだよ」

「「──そう（です）か！　まったく仕方ない男だね胡太郎（くん）は！」」

「へっ？　ご、ごめん……!?」

　さすがにこれは謝った。……でも怒ってる割になんでめちゃくちゃ笑顔なんだ？

　ああ、でもそういえば、この二人だけじゃないな。他にも自分になら見られても平気と言っていた少女がいたっけ。

「うーん、奏も那由も天あま音ねさんと同じことを言うんだね。天音さんも、僕になら水着姿を見られるのは全然嫌じゃないって言って──」

「…………胡太郎、このタイミングで別の女性の話を始めたことに怒りを禁じえないよ」

「…………これは教育でしょうねえ」

「──へっ、今度はホントに怒るのっ!?　なんでっ!?」

　ずももももも……っ！　と何やら黒いオーラが奏と那由から立ち上った。

　どういうことなんだよ……っ？

「よしコタ、こんな時こそ孫子の名言だ。『とりあえず謝っとけ！』」

「あんたが孫子に謝れよ！」

　いや、でも哲てつ也やの言うことももっともかもしれない。何にしても二人を怒らせたらしいことは事実だ。

「ご、ごめん二人とも。あと、どうして怒らせたのかも分からなくて……ごめん」

「「む……」」

　正直に言いながら謝ると、二人から黒いオーラが失うせていく。

「うむ……そもそも君が分からないのも無理もない。私の方こそ、怒ってすまない」

「そうですね……。胡こ太た郎ろうくん、ごめんなさいです」

「へ？　う、うん。僕は別に構わないよ」

　何な故ぜだか今度は謝られてしまった。……どういうことだ？

　しかしまあいい。もう怒っていないのなら何よりだ。

　ふぅ、と胡太郎は安あん堵どしながら言う。

「うーん、やっぱり女子ってよく分からないなあ。そういえば、天あま音ねさんもちょっとよく分からないところがあるし」

「──舌の根の乾かないうちにまた別の女の話かね！」

「──ギルティです！　これはギルティですよ胡太郎くん！」

　途端に二人の黒いオーラが爆発した。

「ちょっ、なんで二人とも怒って詰め寄ってくるのっ？　やっぱり女子ってよく分からないよっ！」

「大丈夫だコタ！　俺もついでに詰め寄ってやるぜ！」

「──何のついでだよっ!?　女子だけじゃなく男子もよく分からないなこれ！」

　ホントにわけが分からない！　何なんだこの状況は……っ？

　じり……じり……！　奏かなでと哲てつ也やと那な由ゆが胡太郎ににじり寄る。

「……よし胡太郎、キスしてあげるから右みぎ頬ほおを差し出したまえ」（ブン！）

「そう言いつつ思いきりビンタの素振りをしてるじゃないかっ」

「じゃあ左頬には俺が闘魂を注入してやるぜ！」（ブン！）

「それもビンタだろ！　てかそれも猪いの木きだろ！」

「あわわっ、どうしましょう！　両頬を取られたら、もう唇しかキスするところが無いです……！」

「しなくていいから！　やむをえない場合はおでこという選択肢もあるのでご参考までにどうぞ！」

「分かったよ胡太郎。君のおでこが地面にキスするのだね」

「土下座!?」

　え、どういうことだよこの状況っ？　なんでみんな怒って──って哲也は怒ってもいないよねっ!?　ただのノリだろあいつ！

　ああ神様、一体僕の何が悪かったのでしょうか……っ？

「あわわ、胡太郎くんが真っ赤な顔で興奮してます……！　ま、まあ完全無欠の美少女ちゃんのアタシからのキスですから、当然の反応ですねっ」

「とりあえず落ち着こう那な由ゆ。それ由来の興奮じゃないからねっ？」

「てことは俺の闘魂注入が由来か？」

「そんなわけあるかコノヤロー！」

「あ、待ってください！　うっかりしていましたが、哲てつ也やくんが胡こ太た郎ろうくんに【注入】というのはそそられます……っ」

「あんたが待てよ！　なるべく一生うっかりしといてくれませんか──!?」

　……ダメだっ。カオスだっ。もう収拾がつかない……！

　ああ、一体どうしたものか。胡太郎は地面に膝ひざをついて打ちひしがれる。

　そんな胡太郎の前に、奏かなでがスカートを押さえながらしゃがみ込んだ。

「胡太郎。私達はおこだよ。激おこなのだよ」

「……うん、そうみたいだね」

　激おこな理由は割とガチで分かりませんが。

「しかし胡太郎。この怒りの責任はさほど君にも無いのかもしれない。かといって、私としてもなかなか割り切れるものでもない。──そこで、だ。もし君が度胸を見せてくれるなら、私はそれで怒りを鎮めようと思うのだよ」

「……度胸？　そういえば、この遊園地に来たのはそのためだったよね」

「うむ、最初からそれが目的だ。それを君に完かん遂すいしてもらいたい」

　目的か。そういえばたしか、ここには『哲也がいなくても空を飛べるアトラクション』があるはずだ。そのアトラクションで度胸をつけるために、ここに来ているわけだ。

　それは一体何だろうか？　ジェットコースター？　バイキング？　それともフリーフォール？

　しかし実はその手のアトラクションなら平気だ。安全装置がしっかりしているので、そこまで怖くない。それに一度乗ってしまえば、後はスタートから終了まで全部マシンが勝手にやってくれる。つまり踏ん切りをつける勇気すら必要ないのだ。

　だったら決まりだ。ここはそれで手打ちということにしてもらおう。

「分かったよ奏、目的を果たしたら許してくれるんだね？　きっと僕にも落ち度があっただろうから、それで償わせてよ」

「うむ。ではそのアトラクションで、君の度胸と誠意を示してもらおう」

「了解、任せてよ！」

　元気よく答えると、胡太郎は奏とともに立ち上がった。

　さて、何に乗ればいいのだろうか？　まあ何にしても楽勝だ。さっさと乗って終わらせてしまおう！

「早速そのアトラクションのところに行こう！　それで、僕は何に乗ればいいの？」

「乗る？　何を言っているのだね胡太郎。乗り物ではないよ」

「へ？」

　きょとんと言葉を漏らした。

　乗り物ではない？　度胸をつけるような絶叫系のはずなのに？　そんなアトラクションなんてあっただろうか？

「それに移動する必要もない。私達の目的地はすぐそこだ」

「すぐそこ？　でも辺りには何もアトラクションが無いよ？」

　胡こ太た郎ろうは周りをキョロキョロ見る。

　しかし何も無い。ここは園内の端っこだ。悲鳴も聞こえなければ、それらしいマシンの走行音すら聞こえない。

「どこを見ているのだね。君は空を飛ぶのだよ？　ならば見るべきものは地上ではなく、頭上だ」

「……頭上？」

　奏かなでに促されて、胡太郎はぽかんと空を見上げる。

　すると、胡太郎の遥はるか頭上には────飛び込み台があった。







「バンジージャンプかよちくしょおおおおおおおっ！」

　ぐいぐいと女性の係員にロープを取り付けられながら、胡太郎は飛び込み台の上で絶叫した。

　びゅおおおおおおおおお……っ！　地上三十メートルの台の上に風が吹く。周りに何も無いせいで強風も吹き荒れ放題だ。

　遥か彼方かなたに観覧車が見える。めちゃくちゃ遠い。しかし遠かろうがそちらを眺めている方がまだマシだ。

「うげ……っ、た、高い……っ」

　ビルだと大体八階くらいの高さ。ついつい地上を見てしまい、思わず目がくらむ。

　売店の脇わきのパラソルが手のひらくらいの大きさに見える。人間に至ってはマッチ棒ほどだ。こんな高さから落ちたらひとたまりもない。

　だというのに、そばにいるギャラリーは大はしゃぎだ。

「いやはや、素晴らしい眺めだね胡太郎」

「つっても野球の塁間くらいの高さだってよ！　塁間！」

「見ろ、人がゴミのようです！」

「……くっそ、自分が飛ばないからって嬉うれしそうに……っ」

　無神経に騒ぐギャラリーに、ぐぬぬと歯ぎしりした。

「ふむ。そうこうしている間にロープの取り付けが完了したようだね」

「ちくしょう、さすがプロは仕事が速いな……っ」

「──プロってあたしのこと？　この速さなのに時給は七百円のままなのよねー」

「このタイミングで世間話ですかっ？　僕そんな余裕ありませんけどっ？」

「余裕かー。同どう棲せいしてる彼氏も『働いてる余裕が無い』って言ってずっと無職で……」

「それ初対面の高校生にする話ですか!?」

　やめましょうよそんな意外に重い話……！

　そうしてる間もギャラリーが騒ぐ。

「そうですね胡こ太た郎ろうくん！　せっかくのバンジーなのでパァーッとやりましょう！」

「コ・タ・のっ！　ちょっといいトコ見てみたいっ！」

「なんだよその大学生の飲み会みたいなノリは……っ？」

「あぁんっ？　テメエ俺のすすめたバンジーが飛べねえってのか!?」

「絡み酒かよ！　やっぱり飲み会のノリじゃないか！」

　くそ、予想外だっ。まさかバンジージャンプだったとはっ。これだとスタートから終了まで機械任せというわけにもいかない……！

　たしかに度胸はつくだろう。しかし本当にやらなければならないのかっ？　ゴネたらなんとか飛ばずに済むのでは……っ？

　その可能性に賭けて、憐あわれな捨て犬のような眼まな差ざしを奏かなでに注ぐ。

　すると、

「胡太郎」

　奏が言った。そっと、その細い人差し指を立てながら。

　そしてその奏が、いつもどおり涼しげな笑みを浮かべて、

「……」（──クイッ）

　無言で手首を返し、勢いよく地面を指差した。

「ちくしょう！　やっぱり飛べってことかよ──！」

　ええいくそっ、だったらやってやる！　もともと度胸をつけに来たんだっ、颯さつ爽そうと男らしく飛んでやらあ！

　敢然と飛び込み台の先に立つ。もはや覚悟は決まった。

　胡太郎は大きな身振りをつけて、飛び込みの前に熱弁を振るう──！

「分かったよ！　行けばいいんだろ行けばっ、言われなくてもそのつもりだよ！　だってそうだろっ？　僕はここで度胸をつけるんだ！　天あま音ねさんの高校生活を守るんだ！　そして天音さんだけでなく、奏や那な由ゆをスク水チアから守るため──」

「あ、突風」

「──って風に煽あおられてこのままじゃ落ちる!?　そんな、せっかく今いい感じのセリフを言おうと──のわああああああああああああああああああああ…………っ!?」




　どっぴゅ────ん…………。

　悲鳴を轟とどろかせながら、胡こ太た郎ろうは奈落の底へと落ちていった。







　そんなこんなでバンジーを飛び終えた胡太郎は、地面に膝ひざをついてうなだれていた。

「カッコつける前に飛んでしまった気分はどうだね胡太郎」

「くっ、殺せ……！」

「男がそれを言うのかよ」

「お尻を突き出した姿で『くっころ』とは完全に哲てつ也やくんを誘ってますね！」

「なんで哲也なんだよっ？　せめて相手は普通に女の子にしてよ！」

　胡太郎がそう言うと、那な由ゆがショックでよろめきながら涙目になる。

「ダ、ダメです……っ。相手が男子や無機物ならともかく、胡太郎くんが女の子を誘うだなんて、絶対ダメです……！」

「何それ怖い」

　そんな感じで、四人は飛び込み台のふもとで管くだを巻いていた。

　哲也がスマホで時刻を確認する。

「さて、これで今日の目的は達成だな。この後どうする？　四人で別のアトラクションにでも乗るか？」

「──おっと待ってください！　報復を受けなきゃならないのは胡太郎くんだけじゃありません！　哲也くんもですよ！」

　すかさず那由が待ったを掛けた。

「はっ？　俺もっ？　俺が一体何をしたって言うんだよっ？」

「忘れたとは言わせませんよ、小学四年生のコーヒーカップです！　『さぁ哲也が中からグイッと回して楽しい仲間がポポポポ～ン！』事件の報復がまだ終わっていません！」

　なんか色々混ざった事件名だな。

　まあそれはさておき、胡太郎と奏かなでも考え込む。

「でもそういえば、那由は哲也にも空を飛ばせたがってたよね」

「うむ。その話をして初めて那由のテンションが上がったくらいだ」

「そうですよみなさん！　きっと今は自由に哲也くんも『アイキャンフラ～イ！』できるはずなんです！」

　三人の意見がまとまった。

「「「──と、いうことで」」」

　チラッ。三人が哲也を見やり──

「……は？　おい、まさかお前等ら……」







「──くっそおおおおっ、マジで俺まで飛ばなきゃならねえのかよおおおおっ!?」

　どっぴゅ────ん…………。

　悲鳴を轟とどろかせながら、哲てつ也やが飛び込み台から奈落の底へと落ちていった。







　腹いせでバンジーを飛ばされた哲也が、ガックリと膝ひざをついた。

「どうでしたか哲也くん、自分でも空を飛んでみた感想は！」

「くっ、殺せ……！」

「哲也も男なのにそれを言ってるじゃないか！」

「くっころはなかなかに汎はん用よう性が高いね」

　再び飛び込み台のふもとにて、四人は口々に言った。

　那な由ゆが腰砕けになる哲也を見て呆あきれる。

「ざまあないですね哲也くん、威勢がいいのは他人をポポポポ～ンする時だけ。胡こ太た郎ろうくんもあの後はしばらく立てませんでしたし、二人とも男のくせに怖がりさんですね」

「んなこと言われてもよ……」

「こういうのの耐性は人それぞれだよ……」

「ぷーくすくす、怖がりさんの言い訳にすぎませんね。耐性じゃなく勇気の問題ですよ」

　那由が愉快そうに笑った。煽あおってくるなあ、まあたしかに那由の言うとおりだけど。

　奏かなでが那由の肩を叩たたく。

「那由、そう責めてはならないよ。誰もが君のように勇敢というわけではあるまい」

「勇敢ですか？　ふっふっふ、たしかにそうですね。アタシを基準にするのは酷でした」

　奏にヨイショされて、那由が調子に乗ってきた。……ほほう？

　すかさず哲也と胡太郎もうんうんと頷うなずく。

「そうだぜナユ。お前ほどの度胸なんて誰にも無ねえよ」

「僕達もいつか那由みたいになれればいいなあ」

「やめてくださいよね！　本気を出したらみなさんがアタシに敵かなうはずないですよ！」

　奏もうんうんと頷いて、尋ねる。

「まったくだね那由。君ほどの度胸があれば、たかがバンジージャンプくらい造作も無いのだろう？」

「ふっふっふ、当たり前じゃないですかっ。──なにせアタシは完全無欠の美少女ちゃんですからね！」

　えっへん！　と那な由ゆがつつましい胸をそらした。

「「「ほぉ～お……？」」」

　にやり、と三人がいやらしく笑う。

「……あれっ？　み、みなさん……？」

　そんな幼おさな馴な染じみ達の視線に気付き、那由がビクッと後ずさる。

「……ま、まさか、違いますよね？　そういうことじゃないですよね……っ？」

　那由が更に後ずさる。三人は無言でいやらしく笑う。

「……あ、あのっ、ではせめて先にお手洗いに行かせてください……っ。さっきジュースを飲んだので、万が一ですがチョロチョロとアレしちゃう危険性が……っ」

　那由が声を震わせる。

　そんな那由に、やはり三人は、いやらしい笑みを投げ掛けて──







「──ひいぃぃぃぃぃっ、女の子に何をやらせるんですかああああああっ!?」

　どっぴゅ────ん…………。

　悲鳴を轟とどろかせながら、那由が飛び込み台から奈落の底へと落ちていった。







　よろよろと女子トイレから出てきた那由が、ぐったりと膝ひざをついた。

「ナユ、危うく漏らしちまいそうになった気分はどうだ？」

「くっ、殺せ……！」

「ならばあのまま失禁してしまえば良かったのではないかね？」

「たしかに社会的に死ねるね」

　ぐぬぬと那由が涙目でうなる。

「ううぅ、ホントに危ないところでしたよ、もぉ……！　もしアタシのお股から【乙女の尊厳】が【臨界】しちゃってたらどうするんですか！」

「チョロインって呼んでたんじゃないかな？」

「ドッ！」

「ワハハ！」

「あほー！　あほー！　揃そろいも揃って、何と言いますかもう、あほ──っ！」

　飛び込み台の脇わきのトイレの前で、四人は口々に言った。

　ふぅ、と胡こ太た郎ろうはため息をつく。

「……やれやれ、結局三人とも飛ぶハメになっちゃったか」

　たかが三十メートル。されど三十メートル。こんなに恐怖したのは久しぶりだ。

「まったくとんだ災難だぜ……」

「はい、実際飛んでますしね……」

　哲てつ也やと那な由ゆも、疲労感の込められた息を吐き出した。

　そして、

「「「………………」」」

　と三人で奏かなでを無言で見つめる。

「…………ふむ」

　しばらく見つめ合った後、奏がぽつりと呟つぶやいた。

　そしてうんうんと満足げに頷うなずき、やや早口で言う。

「たしかに大変だったろうね。しかしそれに見合う成果は得られただろう。これで君達の度胸も増した。きっと秘策をやり遂げてくれるはずだ。今日の目的は達成されたよ。さて私は帰りの電車の時刻を調べるとしよう」

「「「………………」」」

「おやもうこんな時間か。帰りの電車の時刻を考えると残り一時間ほどだね。ここからは存分に遊ぶとしよう。せっかく久々に四人で過ごす放課後なのだからね。さて園内マップで人気アトラクションの場所を調べると──うむ東エリアに集中しているね」

　奏がくるっと回れ右をする。

「では東エリアに行くとしよう。私についてきたま──」

　ガシッ！　背を向けた奏を、三人の手が掴つかんだ。

　奏がぶわっと脂汗を流す。

「…………君達、どういうつもりだね？」

「「「………………」」」

「どうして私を引き留めるのだね……っ？」

「「「………………」」」

「いや、何とか言いたまえよっ」

「「「………………」」」

「よし分かった、ならば私が発言しよう！　よく聞きたまえよ諸君──！」

　奏が天を仰ぎ、大きく息を吸い込んで──







「──何な故ぜ私がこのような真ま似ねをしなければならないのだぁぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　どっぴゅ────ん…………。

　悲鳴を轟とどろかせながら、奏が飛び込み台から奈落の底へと落ちていった。







　自らまでジャンパーになってしまった奏かなでが、げっそりと膝ひざをついた。

「奏、他人にもてあそばれる側になってみた感想は？」

「くっ、殺せ……！」

「『女生徒会長』って女子高生の中で一番くっころが似合いますね」

「生徒会が異様なまでに権力を持ってる世界限定だがな」

　短時間で四度も上った飛び込み台のふもとで、四人は口々に言った。

　今日は平日だ。放課後から遊びに来ているので、既に陽ひ射ざしは和らいでいる。あと三十分もすれば、園内の照明が灯ともることだろう。

「さてと、何にしてもバンジージャンプをやりきったんだ。今日の目的は達成したことになるのかな？」

「……うむ、達成だ。争奪戦の秘策に必要な度胸も、これでついたことだろう」

　少しやつれた感のある奏が、どうにかふらりと立ち上がる。

「もうバンジージャンプでくっころするのは沢山だ。争奪戦の準備はここまでにしよう」

「そうだな……」

「もうくっころはこりごりですよ……」

　げんなりとした空気の中、奏が気を取り直すように、スマホで時刻を確認する。












「まだ多少は遊ぶ時間も残されているようだね。せっかく久々にこの四人で遊園地に来たのだ。今日のところは、帰らなければならない時刻まで、四人で好きなアトラクションを楽しむとしよう」

「「「賛成ー！」」」

　奏かなでの号令に、他の三人も歓かん声せいを上げた。

　四人は嬉き々きとして意見をぶつけ合う。

「さてみんな、何にする？」

「あんまり並ばなきゃならねえアトラクションは時間がもったいねえな」

「かといって刺激が無いものに乗るのももったいないです」

「アトラクション一度あたりの時間も、長いものは敬遠するべきだね」

　なるほど。並ばずに、短時間で楽しめる、刺激の強いアトラクションか──。

　そうした意見を聞いた時、胡こ太た郎ろうはふと気付いた。

「………………それ、バンジージャンプしか無くない？」




　このあと滅め茶ちや苦く茶ちやくっころした。





　　　　☆　　　★　　　☆






　ドタバタだった月曜日が終わった。

　土曜日の決戦に向けて、火曜日から生徒会の奏と胡太郎を筆頭に、桜おう南なん高校全体が動き出す。

　地元の工務店から廃材を貰もらい受けたり、ＯＢなどからの寄き付ふ金きんを元に登山用具ショップで必要な道具を買い揃そろえたり。そうして集めた物を、那な由ゆや美術部員を中心にした設備造営班に渡して、争奪戦で使用する防衛設備を作ってもらう。

　争奪戦に出場するのは、哲てつ也やなどの運動部員が中心だ。部の練習があるので争奪戦への準備に参加できない者も多いが、昼休みなどを利用して、タワーディフェンスバトルで使用する軟式テニスボールを投げ合っている者達の姿はよく目にした。

　そうして準備を進めていき──桜南高校は、決戦前日の金曜日の放課後を迎えていた。







　北校舎の屋上で明日の準備を進めていた胡太郎は、額の汗を拭って息を吐き出す。

「ふう、ここはこれで準備オッケーだね、奏」

「うむ。では陸上部と野球部のもとへ行き、明日使用する道具を借りるとしよう」

　同じく屋上にいた奏が、手を叩たたいて埃ほこりを落としながら答えた。

　奏かなでとともに屋上から校舎内に戻った胡こ太た郎ろうは、一階の廊下を昇降口へと歩く。

　するとその途中、空き教室からがやがやとした声が聞こえてきた。

「こっちに塗った色は乾いたよ！　もう組み立てられそう！」

「手の空いてる男子ー！　壁のパーツを運ぶから手伝ってくれー！」

　ここは設備造営班の作業場の一つだ。作業中の者達が声を掛け合っているのだろう。

　それにしても随分と賑にぎわっているみたいだな。ありがたいことだ。

　そう思いながら、胡太郎は空き教室を覗のぞき込こむ。するとその中には、美術部員ではない生徒達の姿も多く見られた。

　設備作りに手を貸してくれている、有志の生徒達だ。出場枠の問題や部活動などの都合で、明日の決戦には出られない生徒も多い。しかしそうした生徒達も、手が空いている時には、こうして準備に手を貸してくれていた。

　胡太郎の隣で、奏が満足げに頷うなずく。

「こちらも順調のようだね。今日も盛況のようで何よりだよ」

「うん。みんな、がんばってくれてるね」

　雉きじノの森もりから宣戦布告をされた直後はみんなが沈んでいた。だが今はこうして、争奪戦に向けて一丸となってくれている。

「──おや、胡太郎くんに奏ちゃん。視察に来たんですか？」

　空き教室にいた那な由ゆが、トテトテと近づいてきた。

「いや、前を通りかかっただけだ。これから陸上部と野球部のところへ行くのだよ」

「那由は作業の途中？　筆を持ってるけど」

「はい、ちょっとだけ。自分で塗料を作って、例の外壁にうっすらと塗ってました。これをやるのとやらないのとでは、大違いですからね」

　どこか得意げに那由が言った。『神は細部に宿る』と言うが、その細部を仕上げているのだろう。

「じゃあアタシは作業に戻ります。二人もがんばってください」

「うん、頼んだよ」

　那由と別れると、二人は再び廊下を歩き始めた。

　既に放課後だが、校舎のあちこちから話し声が聞こえ、人の気配がする。争奪戦を翌日に控え、桜おう南なん高校が活気づいているようだ。

「良かった。負けっぱなしの桜南だけど、この様子なら明日はいい勝負になりそうだ」

　奏とともに歩きながら、胡太郎はそう手応えを感じる。

　桜南高校のみんながやる気になってくれた。それにＷＧクラッシャーズも復活した。だからもう何だってできるはずだ。

　いや、みんなの力ばかりを当てにしてはならない。自分も戦場に立つのだ。

　──最後は自分が、何とかしなければならない。

「うむ、いい勝負にしてみせようではないか。この戦いは、何年にも亘わたって搾取され続けた桜おう南なん高校による、下げ剋こく上じようなのだからね」

　隣を歩く奏かなでが、いつもどおり涼しげに笑う。

「雉きじノの森もり高校の面々は、桜南にならば確実に勝利できると踏んで、私達に宣戦布告をしてきた。そして今週、文もん科か省しようによる認可も下りた。この戦いに負ければ、修学点スコアを奪われない代わりに、私達女子がスクール水着でチアガールを務めることになる」

　黒髪の生徒会長が、不敵に瞳を細める。

「是非ともリベンジしてやらなければならないね。そのために私は策を編み出したのだ。今なお桜南と他校との実力差は否めないが、その差を私の策で埋めてみせる」

「策か。……たしかに例のバンジージャンプも、争奪戦での秘策のためにやったことだもんね」

　思わずげんなりと呟つぶやいた。……まあ必要なことだったけどさ。

「それにしても、奏は昔からこういう作戦を考えるのが得意だったよね。よくこんな無む茶ちやなことを思いつくもんだよ」

　思えばかつてのＷＧクラッシャーズの参謀も奏だった。奏が策を考え、胡こ太た郎ろうと哲てつ也やと那な由ゆをうまく使いこなし、一つの力として結集させていた。

　今回の争奪戦でもそうだ。奏が作戦参謀であり、指揮官の役目も請け負っている。

「いや、無茶でもなければ、そもそも私は独創的ですらないよ。今回の秘策にしてもそうだ。以前に君から『こんなことをする人がいた』と聞いたことがあったので、ただそれの真ま似ねをするだけだよ」

　奏が事も無げに言った。たしかに言われてみればそのとおりだが。

　その奏が少し先行して、振り返りながら尋ねてくる。

「胡太郎。優れたアイディアを出すうえで、最も簡単で確実な方法が何なのか──君は知っているかね？」

　真まっ直すぐ伸びた黒い髪。堂々とした立ち姿。

「それはね、他人の優れたアイディアの真似をすることなのだよ」

　決戦の迫る金曜日。理知的な美び貌ぼうを誇る参謀が、悪魔じみた笑みを浮かべて答えた。







　こうして、桜南高校は争奪戦への準備を整えて。

　そして、一夜が明けた。





　　　　☆　　　★　　　☆






　びゅおおおおおお……っ。

　薄曇りの五月最終土曜日。風の吹き抜ける桜おう南なん高校のグラウンドでは、争奪戦の出場者となる桜南軍の選手１００名が、敵の到着を待ち構えていた。

　体操服姿の胡こ太た郎ろう達桜南軍は、眼光鋭く校門を睨にらむ。

　するとやがて、その校門から筋骨隆々の他校生１００名が、自らを鼓こ舞ぶする歌を歌いながら参上する。





　　　スク水のチアが見たーい！（見たい！）

　　　見たーい！（見たい！）　見たーい！（見たい！）

　　　スク水のチアが見たーい！

　　　ラララーラーララーラ──！






　この争奪戦の相手、雉きじノの森もり高校の男子生徒達だ。

　歌はたるんでいるが、体操服に包まれたその身は見事に引き締まっている。まさに鋼はがねの肉体といった感じの猛も者さ揃ぞろいだ。

　どうやら雉ノ森軍は全員、スポーツ科の生徒らしい。これは強敵になりそうだ。

　と、胡太郎の隣にいた哲てつ也やが首をひねる。

「半数近くはラグビー部員なんだろ？　どうせならニュージーランド代表オールブラツクスが試合前にやるマオリ族の民族舞踊ハカで登場するべきだろ！」

「いや、市街地でマッチョ１００人が叫びながら踊り歩いてたら通報ものだから」

　まああの歌も通報ものだけどさ。

　そんな雉ノ森軍の選手達に続いて、ジャージ姿の大人達が校門から現れた。文もん科か省しようから派は遣けんされた審判団だ。

　審判員が両軍に色違いのビブスを渡していく。攻撃側の雉ノ森軍が赤色、防衛側の桜南軍が青色だ。

　更に他の審判員達が校内に散っていき、校庭校舎を問わず軟式テニスボールをあちこちに置いて回る。タワーディフェンスバトルで使用するボールだ。

　そうして争奪戦開始の準備が進んでいく中、審判長が両軍の選手達を集め、まずは簡単に挨拶を済ませた。

「さて、みなさん。本日の争奪戦の競技は運動系の種目、タワーディフェンスバトルです。制限時間は二十分。それまでに攻撃側が防衛側の大将を捕らえれば、攻撃側の勝利です。大将を目指して攻撃側が進軍し、その進軍を防衛側が妨害することになります」

　審判長が緑色のビブスを取り出す。背中側に白いゼッケンの付いたビブスだ。

「それでは、防衛側の大将は、このビブスを着用してください」

「はい！」

　今回の争奪戦で大将を務める生徒が、ビブスを受け取るために前に出た。

　その生徒を見て、雉きじノの森もり高校の生徒会長、伊い勢せ谷や剛ごう介すけが威圧的に笑う。

「ぬははは、おぬしが大将か！　ならば我等らのタックルの餌え食じきとなり、無残にゼッケンを奪われるがいい──桜おう南なんの生徒会副会長よ！」

　そうはいかない。

　心中でそのように唱えながら、胡こ太た郎ろうは大将用のビブスを受け取った。

　防衛側の大将は胡太郎だ。奏かなでがそのつもりで作戦を立てていたし、胡太郎自身も最初からそのつもりでいた。

　胡太郎には俊敏な足がある。そして奏や哲てつ也やや那な由ゆには、この争奪戦において別の役目がある。四人それぞれの特性を考えると、胡太郎が大将になるのが最も理に適かなっている。

　そういう計算もあった。更に言えば、雉ノ森の生徒達にはまだ胡太郎の脚力を知られていないという理由もある。しかし、大将を買って出た一番の理由は別にある。




　──この種目は結局、大将が捕まるか逃げ切るかの勝負だ。だから最後の局面では、抗戦論の言いだしっぺである僕が、勝利に導いてみせる。




　その思いが通じて、胡太郎は今日、大将を務めることとなった。

　胡太郎にビブスを渡した審判長が、両軍の選手達に呼び掛ける。

「それではみなさん、試合開始の前に、バトルフィールドとなる桜南高等学校の俯ふ瞰かん図ずを確認します。ちなみに今回の校舎への進入口は、昇降口と、体育館との連絡口です。それと併せて、タワーディフェンスバトルのルールも改めて確認したいと思います。既にご存じとは思いますが、よく聞いておいてください──」

　審判長が、今回のルールを改めて説明する。

　その説明が終わる頃、ボールを散らしに行っていた審判員達が戻ってきて、試合開始の準備が完了した。

「それでは間もなく争奪戦を開始します。両軍および審判団、スタート位置についてください！」

　審判長から合図の声が掛かった。試合開始の号砲まで、残り時間も僅わずかとなった。

　攻撃側の雉ノ森軍はまず校門へ、防衛側の桜南軍は大将の胡太郎が北校舎の屋上へ向かい、他の選手達は自由に初期配置につくことになる。

　その試合開始に先駆けて、雉ノ森軍の猛も者さ達が、生徒会長の剛介を中心に、総勢１００名の大音声でウォークライを上げる。

「野郎どもっ、ニューヨークへ行きたいかーっ!?」

『………………』

「野郎どもっ、青春の炎は燃えているかーっ!?」

『………………』

「──ならば野郎どもっ、スク水チアの彼女が欲しいか───っ!?」

『うおおおおおおおおおお──っっっ!!』

「絶対勝つぞ野郎どもっ！　一球────！」

『────入にゆう魂こんっっっ!!』

　全員で叫ぶと、雉きじノの森もり軍が「うおおおお……！」と校門へと大挙していった。

　敵軍が気合を入れた。ならばこちらもだ。

　大将の胡こ太た郎ろうは、桜おう南なん軍総勢１００名の選手達に向けて叫ぶ。

「桜南の下げ剋こく上じようの始まりだっ！　みんな、勝つぞ──っ!!」

『────応おうっ!!』







　両軍の選手達がスタート位置につく。

　そして号砲が鳴り響き、争奪戦が始まった──！













　　第六章






　バン────！

　校門の外で待機していた剛ごう介すけの耳に、号砲の音が聞こえた。

　争奪戦開始の合図だ。制限時間二十分の勝負が始まった。タイムアップまでに防衛側の大将のゼッケンを奪えば攻撃側の勝利で、大将が逃げ切れば防衛側の勝利だ。

　敵軍の大将は、堤つつみ胡こ太た郎ろうとかいう生徒会副会長だ。その大将は、四階建ての北校舎の屋上からのスタートとなっている。

　ならばさっさと北校舎の一階を制圧すればいい。そうすればもう、大将に逃げ場は無い。

　それに校舎に入りさえすれば、たとえ敵軍がどんな設備を用意していたとしても、屋内なので使用禁止になるのだ。

「ぬはははは！　野郎ども、さっさと校舎に乗り込むぞ！」

『応おう──っ！』

　どどどどどどど……！　生徒会長の剛介を先頭に、総勢１００名の雉きじノの森もり軍と、それに随行する審判団の一部が猛然と校門を通り抜けた。

　昇降口を目指し、足下のボールを拾いながら駐車場を突っ走る。

　道中に立て板が幾つかあり、その裏から桜おう南なん軍の男子がボールを投げつけてくる。どうやら、防衛設備として用意した障害物の陰から攻撃する算段らしい。

「ぬははは！　どんな障害物を用意しようが、我等らのタックルで粉ふん砕さいしてくれるわ！」

　剛介はボールをかわしながら猛然と立て板に突撃し、

「ふんぬっ！」

「うわっ!?」

　ドッコーン！　タックルで立て板を粉砕。その裏に潜んでいた桜南軍の男子が尻もちをつく。そうして無防備になった男子にボールをぶつけ、瞬またたく間まに退場に追いやる。

　ドッコーン！　ドッコーン！

　同様に雉ノ森軍が立て板を全て粉砕し、裏に潜んでいた桜南軍八名のビブスにボールを当てる。それを見た審判団が、桜南軍八名にアウトの判定を下した。

「ぬはは、やはり桜南軍の弱兵どもなんぞ我等の敵ではないわ！　野郎ども、手加減など無用！　このまま昇降口に突入し、一気に校舎を制圧するのだ！」

『了解──！』

　どどどどどどど……っ！　雉ノ森軍１００名が更に勢いを増し、一気に駐車場を駆け抜ける。

　昇降口が見えた。北校舎の南側に突き出すようにくっついている。

「ぬっふっふ、一番乗りはこの俺だー！」

　我先にと雉きじノの森もり軍が昇降口に殺到する。先頭から少し遅れて、剛ごう介すけも昇降口に突入する。

　すると、

『な……っ？』

　昇降口の中に入った途端、雉ノ森軍は驚きよう愕がくした。

　壁だ。高さ二メートルほどの壁が、左右の外壁からその正面近くまで、互い違いに突き出している。そんな壁が何面もあるせいで、昇降口の中がジグザグの隘あい路ろになっている。

　その厚みのある壁にはそれぞれ、拳大より一回りほど大きい穴が、等間隔で空いていた。

「な、なんだこの昇降口は？」

「こう狭くては駆け抜けられんな。壁の向こうも見えないし……」

「んん？　この外壁、外から見たら校舎と同じでセメント造りだったよな？　内側から見ると、ただの薄くてぼろい板なんだが？」

「桜おう南なんの校舎は普段から土足オッケーなのか？　わけの分からぬ壁がある割に、下げ駄た箱ばこは見当たらぬが……」

　戸惑いながらも、随行する審判も含め、一列になってぞろぞろと板張りの隘路を進む。

　……何なのだここは？　違和感だらけでわけが分からない。

　だが、こういう構造の建築物を、どこかで見たことがある気がする。

　遮しや蔽へい物のせいで先が見えず、少人数でしか通れないほど通路が狭い。

　そう。この構造はまるで、侵攻してきた敵軍を一方的に討ち取るために築かれた、戦国時代の城のような──。

「──そこです！」

「へ？」

　と、その時だ。壁に空いた穴から突然ニョキッと細い腕が一本飛び出て、雉ノ森軍の先頭を歩いていた選手にポコンとボールをぶつけた。

　アウトだ。

『な……っ？』

　ざわ……！　突然の謎の攻撃に、雉ノ森軍が一歩後ずさる。

　その攻撃を繰り出した腕がサッと壁に引っ込み、壁の中で少女が笑う。

「ふっふっふ、まんまと誘い込まれてくれましたね！　この壁で出来た隘路は、あなた達をここで仕留めるための防衛設備なんですよ！」

「ぼ、防衛設備っ？」

　剛介は驚愕の声を上げた。

　だがたしかにそうだ。普通はこんな隘路なんて学校には存在しない。だからこれはおそらく、防衛のための設備だ。

　身動きの取りづらい隘あい路ろに誘い込まれ、壁の穴から飛び出してきた腕に攻撃された。その攻撃者に反撃しようにも、相手は壁の中にいるので、こちらからは手出しできない。

　しかしそれだとおかしい。ここには『設備』などあってはならないはずだ。

「ならばルール違反ではないか！　屋内での設備の使用は禁止のはずであろう！」

「そ、そうだそうだ！　ここは昇降口なんだぞっ？　おぬしらの反則負けだ！」

　反則だ！　反則だ！　剛ごう介すけの言葉に追従して、雉きじノの森もり軍がわーわーと騒ぐ。

　しかし、

「ふっふっふ。屋内？　一体いつから──ここが昇降口だと錯覚していました？」

　壁の中の少女が、実に楽しそうに笑った。

「あなた達はまだ屋内に辿たどり着ついていません。屋内にいるのではなく、屋外に設置された防衛設備の中にいるのです。この設備の先にあるのが、本物の昇降口です」

「な……っ？」

　……本物の昇降口？　防衛設備の中？　ど、どういうことだ？

「設備はこの穴の空いた壁だけじゃありません。この空間全体が、本物の昇降口の手前に外付けされた防衛設備なんです……！　あなた達が昇降口の外壁だと思い込んだものは、ただのダミーです！　校舎の外壁そっくりに造っただけの、廃材で出来た偽物です！　セメント製に見えたのも、年季が入っているように色いろ褪あせていたのも、全てはそう見えるように表面をうまく加工していただけなんですよ！」

　……何だと？　ここ全体が、屋外に設置した設備だと？

　昇降口にしか見えなかったあの外壁も、本物そっくりに造ったダミーだと──っ？

「バ、バカな！　そんな真ま似ねなどできるわけがないわっ！」

　愕がく然ぜんとする剛介達に、壁の中の少女が声を弾ませて宣言する。

「ふっふっふ、それができるんですよ！　なんせアタシは完全無欠の美少女ちゃんですからねっ！」




『なに、美少女だと────っ!?』




「あわわっ、がっつかないでください！　ハウスっ、ハウスっ！」

　スク水チアの恋人を求める雉ノ森軍が、俄が然ぜんやる気になった。

「ぬっふっふ、つまり勝利すれば美少女のスク水チアが拝めるわけか……！」

「そのうえ恋人にもできるわけだのうっ？」

「やはりこの戦い、何としても勝たねばならん！」

　雉ノ森軍が瞳をぎらぎらと輝かせる。左右の大胸筋をビクンビクンと弾ませる。

「……そうですか。この期に及んで、随分と舐なめられたものですねえ」

　呆あきれを込めた声で、壁の中の少女が言った。

「……雉きじノの森もり高校のみなさん。アタシ達はずっと、他校に搾取されてきました。あなた達にもそうです。天使のようにかわいらしいアタシ達は、男子校のあなた達には、それはそれはおいしそうな獲物だったでしょうね。──ですが、それも今日までです！」

　ニョキ！　再び穴からボールを持った細い腕が飛び出す。同時に隘あい路ろの壁がざわりと震える。

　そしてその腕の持ち主である少女が、声も高らかに宣言する！

「さあ、桜おう南なんの女子のみなさん！　アタシ達がただの勝利報酬なんかじゃないことを、この人達に思い知らせましょう！」

『オォ───！』

　ニョキニョキニョキニョキニョキ──！　お化け屋敷のように壁の穴という穴から細い腕が生えてくる。それら全ての手にはボールが握られている。

『なぁーっ!?』

　無数の腕に囲まれて愕がく然ぜんとする雉ノ森軍。

　そんな敵軍を仕留めるべく、少女が勇ましく号令を掛ける──！

「さあみなさん────【誘い受け】のお時間ですっ！」

『くらえー！』












『ぬ、ぬわ────っ！』

　ポコポコポコ！　隘あい路ろにボールの雨が降る。壁から伸びた腕が一斉にボールを投げつけてくる。壁の中にもストックがあるらしく、ボールが一方的にとめどなく降り注ぐ。

「ぬ、ぬううううう……!?」

　剛ごう介すけは悲鳴を上げる。雉きじノの森もり軍が次々とアウトになる。戦力がゴリゴリ削られていく。

　ぬう、もはやここの突破など不可能だ！

「野郎どもっ、ここにいては全滅だ！　退ひけ！　退け───っ！」

『りょっ、了解───っ！』

　どどどどどど……！　ダミーの昇降口に詰めかけていた雉ノ森軍は、這ほう這ほうの体ていで駐車場へと引き返した。

　思わぬ罠わなに嵌はまってしまった。おそらく20名ほどが討ち取られてしまった。

　剛介をはじめとする雉ノ森軍は、歯ぎしりしながら次の手を考える。

「ぐぬぬ……っ、不覚を取った！」

「もはや昇降口からの突破は不可能と見た方が良いであろうのう」

「そうなると手段はただ一つ。北校舎の西の端、体育館との連絡口から侵入する他あるまい……！」

　この駐車場は北校舎の東に位置している。ここから体育館との連絡口へと向かうなら、校舎の北に面したグラウンドを通り抜けるのが最短ルートだ。

　剛介は雉ノ森軍に号令を掛ける。

「よし野郎ども！　ならばグラウンドを駆け抜け、その連絡口に突入してくれようぞ！」

『了解──！』

　雉ノ森軍が雄お叫たけびを上げ、駐車場からグラウンドへと向かう。

　そして、軍の先頭を走っていた選手が、一歩グラウンドに足を踏み入れた途端、




「ぬおりゃああああああっ！」




　グラウンドから豪快な咆ほう哮こう。同時に剛ごう速そつ球きゆうがゴォォ！　とうなりながら雉ノ森軍に迫り、

「ぐはぁっ!?」

　先頭を走っていた選手に直撃した。アウトだ。

『な、何事だっ!?』

　思わず剛介達がたたらを踏む。しかし立ち止まらずに突っ走る者も５名ほどいて、

　──ぐふぅっ!?　ぐりぃっ!?　ぐらぁっ!?

　と立て続けに飛んできた剛速球に仕留められ、あえなく退場となった。

　その剛速球の発射元を見て、剛介達は愕がく然ぜんとする。

「なっ、何なのだ奴やつはっ？　化け物か……っ？」

　発射元はグラウンドの校舎沿い。仕留められた選手達からの距離は、約六十メートル。

　およそ軟式テニスボールの射程圏とは言えないその場所で、ボールを掻かき集あつめて立ちはだかっている敵は、たった一人の大柄な男子だ。

　その姿を見て、雉きじノの森もり軍の選手達も気付く。

「す、鈴すず鹿かだ……！　桜おう南なん野球部のエース、鈴鹿哲てつ也やだ！」

「弱兵揃ぞろいの桜南にあって、奴だけは別格だぞ……！」

「なにっ？　そうか、奴があの……！」

　たとえ野球部員でなくとも、県下のスポーツに興味のある生徒で、その名を知らない者はいない。鈴鹿哲也とは、そういう類たぐいの化け物だ。

「ぬおりゃああああああっ！」

　その哲也が、雉ノ森軍に剛ごう速そつ球きゆうの雨を降らせてくる。距離のせいか若干精度は落ちるが、それでも一人、また一人と仕留められていく。

　だというのに、この距離では、雉ノ森軍からは投球が哲也に届かない。

「ぐぬぬ、これはまずい！　このままではジリ貧だ……！」

　グラウンドのように遮しや蔽へい物の無い場所を進めば、哲也の餌え食じきになるばかりだ。人海戦術で挑もうにも、あの化け物を討ち取るまでに、どれだけ犠牲が出るか分かったものではない。

　たまらず剛ごう介すけは号令を轟とどろかせる。

「くそっ、進路変更だ！　北校舎と南校舎の間を抜けるぞ！」

『りょっ、了解───っ！』

　どどどどど……！　雉ノ森軍はグラウンドからの進軍を諦め、南北の校舎の間へと転進した。

　駐車場を経由して、北校舎と南校舎の間へと突入する。

　再び昇降口に迫るが、それをスルーして脇わきを通り抜ける。外観だとやけに昇降口全体の奥行きが長いが、今にして思えば、本物の昇降口の直前にダミーの昇降口を増設しているせいなのだろう。

　その本物であろう部分を通り過ぎた時、剛介は昇降口の裏に、青い物体を見つけた。

　あれは……陸上の棒高跳び用のマット？　何な故ぜそんな物がそこに？

　いや、ふと気になったが前進を続ける。今は早く北校舎に突入して、大将を校舎から逃がさないようにしなければ。

　昇降口の少し先からは、両方の校舎沿いに植え込みが並んでいた。

　この植え込みに挟まれた辺りを抜ければ、体育館との連絡口も目と鼻の先だ。

「野郎どもっ、このまま一気に校舎に突入するぞ！」

『了解──！』

　雉きじノの森もり軍が雄お叫たけびを上げ、一いつ気き呵か成せいに植え込みの間を駆ける。




　ピィ───────ッ！




『な、何だっ？』

　そこへ突然、上空からホイッスルの音が。剛ごう介すけや雉ノ森軍は思わず天を仰ぐ。

　屋上だ。屋上にホイッスルをくわえた黒髪の女子がいる。

　桜おう南なん高校の生徒会長、比ひ叡えい奏かなでだ。屋上から戦況を俯ふ瞰かんしていたらしい。

　その奏のホイッスルを合図に、唐突に北校舎沿いの植え込みがベロンとめくれ上がり、中から桜南軍の男子20名ほどが現れる──！

「な、植え込みがめくれて……？」

「違う、これは植え込みではない！　植え込みに似せたギリースーツの一枚布バージョンのような……！」

「ぬううっ、さしずめ『ギリーシート』かっ！」

　驚きよう愕がくしながら歯は噛がみする。……おのれ桜南軍め、昇降口だけでなく、こんな物の偽物まで造っていたとは！

　そうした形で伏兵に横腹と背後を衝つかれた雉ノ森軍に、

「今だ！　かかれー！」

　──うおおおおお！　伏兵達が一斉にボールを投げつけてくる。

「ぬうう、これは敵かなわん……！」

「早く前に進め！　後ろは逃げ場も無いのだぞ！」

「押すでない！　押すでないわ！」

　てんやわんやの雉ノ森軍。思わぬ奇襲に遭い、とにかく連絡口へと逃げ込もうとする。




　ピィ───────ッ！




　そこへ再びホイッスルが。

　その音を合図に、今度は校舎内に潜んでいた桜南軍の後詰部隊20名ほどが、連絡口から飛び出て襲い掛かってきた。

「なぁっ、こ、こっちからも敵襲だ！」

「前が詰まっておる！　下がれ！」

「ええい下がってくるでない！　我等らが逃げられぬわ……！」

　前方、背後、横腹と、桜南軍が攻めたててくる。雉ノ森軍への包囲殲せん滅めつ戦だ。

　雉きじノの森もり軍も必死で応戦する。だが密集させられていて身動きが取りづらい。

　そんな雉ノ森軍に、桜おう南なん軍が容赦なくボールを浴びせてくる。

「ぬうう、このままでは全滅ではないか……！」

　これはまずい。雉ノ森軍が完全に混乱してしまっている。とにかく態勢を立て直さなければ！

「ええい仕方ない！　野郎どもっ、一旦退ひくぞ！　包囲網の手薄な南校舎裏へと強行突破するのだ！」

『りょっ、了解───っ！』

　どどど……！　雉ノ森軍は北校舎への突入を諦め、南校舎の裏へと転進する。

　そのまま校舎裏を東へ東へと駆け抜けて、ボロボロの状態で駐車場へと逃げ帰った。

　へとへとになった剛ごう介すけは、膝ひざに手を突きながら肩で息をする。

「ゼェ、ゼェ……っ。お、おのれ桜南の弱兵どもめっ。次から次へと、小こ賢ざかしい策ばかり弄ろうしおって……！」

　昇降口では、女子達に壁の中から一方的に攻撃された。

　グラウンドは、たった一人の化け物によって封鎖された。

　そうして誘い込まれた進路では、伏兵による奇襲に遭い、戦力をゴッソリと削られた状態で、こうしてスタート地点付近まで押し戻されてしまった。

「くそ！　よもや我等らが苦戦を強いられようとは……っ」

「鈴すず鹿か哲てつ也やを除けば、個々の実力では我等が圧倒しておるというのに」

「ええい、ぼやいておる間にもタイムアップが刻一刻と迫っておるのだぞっ？　とにかく態勢を整え直して、次の作戦を立てねば……！」

「……うむ、そうだな」

　歯ぎしりする選手達の言葉に、剛介は頷うなずいた。

　こうなってしまったものは仕方ない。とにかく冷静に次の手立てを考えなければ。

　ひとまず昇降口の突破は無理だ。一方的に攻撃されるだけだ。

　同様に、鈴鹿哲也が守るグラウンドの突破も厳しい。遮しや蔽へい物が何も無いグラウンドは、奴やつの独壇場だ。

　そうなると、やはり校舎の間を通過して連絡口に突入するしかない。さっきは奇襲を受けたので混乱してしまったが、あの場にいた敵も結局は弱兵だった。虚をつかれさえしなければ、こちらが圧倒できる相手だ。

　よし。剛介は膝から手を離し、胸を張って通達する。

「野郎どもっ、もう一度校舎の間を突破するぞ！　奇襲に気を付けさえすれば、今度こそ連絡口に突入できるはずだ！　ただ、ここまでで予想外に時間を費やしてしまった！　既に敵の大将が屋上から移動していることも考えられる！　大将を校舎内から逃がさないよう、昇降口と連絡口の外に三名ずつ、選手を残しておくことにするぞ！──いいな!?」

『了解！』

　剛ごう介すけの号令に、生き残っている選手達が大声で答えた。

　それにしても、パッと見で分かるほど人数が減ってしまった。両軍の残存兵力はどのくらいなのだ？

　それを剛介はそばにいた審判員に尋ねてみた。

　すると審判員がタブレットを取り出し、この争奪戦のリアルタイムのデータを確認して答える。

「データが出た。残存兵力は、攻撃側の雉きじノの森もり軍が42名、防衛側の桜おう南なん軍が73名だ」

「ありがとうございます！　ぐぬぬ……っ」

　礼を述べた後で、思わず歯ぎしりした。

　試合開始前には予想だにしなかった展開だ。

　雉ノ森高校は今回、スポーツ科の精鋭１００名を揃そろえて参戦した。それにもかかわらず、ここまでで戦力の半数以上を退場させられてしまった。

　そんな劣勢を数字で示された雉ノ森軍が、全身に冷や汗を垂れ流す。

　……まずい。このようなことなど、あってはならない！

　選手の一人が歯は噛がみして、こそっと剛介に耳打ちする。

（……伊い勢せ谷や、まずいぞっ。このままでは我等らの悲願がっ、スク水チアが……っ！）

（……うむ、分かっておる……っ）

　答える剛介の脳裏を、去年の記憶がよぎる。

　──雉ノ森高校のラグビー部は、去年も花園ラグビー場で全国大会を戦った。

　部は快進撃を続けたが、しかし応援席を見るたびに、虚むなしさも募っていった。

　ああ神よ！　相手校にはチアガールがいるというのに、どうして我等には女子からの声援が無いのですか……っ!?

　……そう嘆いた。思い悩んだ。いっそ行きずりの女にでも溺れたくなったが、そもそも行きずる女すらいなかった。

　それを繰り返してなるものか。

　そんな虚しさなど──繰り返してなるものか！

　密談する剛介は、にたりと笑って北校舎を睨にらみつける。

「ぬはははは……よくも我等の悲願を邪魔してくれたな、桜南軍。……かくなるうえは、我等の真の恐ろしさを思い知らせてくれる……っ！」





　　　　☆






　桜おう南なん軍の大将の胡こ太た郎ろうは、奏かなでとともに屋上から戦況をうかがっていた。

「よし！　奏の思惑どおり、雉きじノの森もり軍が戦力を半減させて退却していったよ！」

「そのようだね。では、次の段階へと移ろう」

　奏がホイッスルをくわえ、




　ピ、ピ、ピィ───────ッ！




　と、これまでとは違った音を響かせた。桜南軍への合図だ。

　もはや敵も昇降口からは突入してこないだろうが、こちらの奇襲ももう通用しないので、桜南軍は校舎内に防衛網を敷き直すように──。今のホイッスルには、そんな意味が込められている。

　ここまでは予定どおりだ。仕込んでおいた策が全てうまくいった。

　その策を考えたのも、そして軍勢の配置や用兵を担当しているのも、全て奏だった。

「うまくいってるみたいだね、奏」

「うむ。だがそれでもまだ、勝負の行方は五分五分だろうがね」

　ここまでは策略による特殊な状況下で衝突したので、桜南軍よりも雉ノ森軍の方に大きな被害が出た。

　しかし相手はあくまでも、スポーツ科に属する全国大会レベルのアスリート達だ。一般生徒とは身体能力が比べ物にならない。

　まともにぶつかることになれば、今度は桜南軍が圧倒されることだろう。

「その五分ぶの勝利を掴つかむ手段が、例の秘策だ。それを成功させるために、胡太郎には火曜日以降、練習に励んでもらったのだよ」

　革かわ製せいの軍用グローブを両手に嵌はめながら、胡太郎は頷うなずく。

「うん。必ず成功させて、最後まで逃げ切ってみせる。そのためにも奏には、セッティングを進めてもらうよ」

「了解だよ、胡太郎」

　奏が涼しげに、そう答えた。

　素早く、かつしっかりと、奏が胡太郎の体に登山用のザイルを括くくり付つけていく。

　そして奏が、昨日のうちに屋上に運び込んでおいたマシンのプラグを、ドラム式の延長コードのコンセントに差し込んだ。

　マシンのローラーが回転し始める。すぐに轟ごう音おんを発するほどの高速回転になる。

「参謀としての私の役目は既に終わっている。指揮官としても用済みだ。以後の私は、単なる非力な女子でしかない。この場で微力を尽くしながら、優れた戦友達が勝利を掴み取ってくれることを信じるとしよう」

　ローラーの轟ごう音おんを背にして、黒髪の幼おさな馴な染じみが足下のボールを拾い集める。

　そして胡こ太た郎ろうに振り返ると、その繊細な顔に、妖よう艶えんな笑みをそっと浮かべた。

「さて。私の細工は流々、あとは胡太郎の仕上げをご覧ろうじろ──だ」





　　　　☆






「ぬおりゃああああああっ！」

　北校舎の二階の廊下で、哲てつ也やは桜おう南なん軍の一部を背にしながら、侵攻してきた雉きじノの森もり軍を迎え撃っていた。

　一度駐車場まで撤退していた雉ノ森軍が、奇襲に警戒しながら連絡口まで辿たどり着つき、こうして校舎内へ突入してきている。ちなみに雉ノ森軍は、大将の胡太郎が校舎内から脱出するのを阻止するべく、昇降口と連絡口の辺りに三名ずつ選手を残して封鎖しているようだ。

　その雉ノ森軍が、大将が潜んでいないかを確認するべく、各教室を制圧しながら屋上へと徐々に進攻してきている。

　これに対して桜南軍は、廊下でじりじりと後退しながら踏ん張る哲也達主力部隊と、各教室に潜ませた伏兵とで十字砲火しつつ、敵の進軍速度をどうにか抑えていた。

「ぐぬぬ……！　野郎どもっ、進め！　相手は弱兵ばかりだぞ！　鈴すず鹿かの投球にだけ注意して進めー！」

　校舎内に軟式テニスボールが飛び交う。

　哲也の投球が敵軍の一人に命中する。他の桜南軍もボールの雨を降らせる。それを掻かい潜くぐりながら雉ノ森軍が反撃して、桜南軍の選手がアウトになる。

　哲也を中心に、桜南軍が敵軍の選手を少しずつ仕留めて退場にしていく。しかしやはり総合力では雉ノ森軍に分ぶがある。雉ノ森軍の人数が減るよりもやや速いペースで、桜南軍の人数が減っていく。

　そんな状況ではあるが、ある意味で流れは僅わずかに桜南軍に傾いている。桜南軍全体の奮戦により、敵の進軍を想定よりも少し遅れさせているのだ。

　主力部隊の前衛で、哲也は那な由ゆとともに味方を鼓こ舞ぶする。

「おうお前等ら、どうにかこの調子で耐えるぞ！　俺達が粘れば粘るほど、最後に大将が楽になるんだからな！」

「はい。逆にアタシ達が早く突破されれば、それだけ大将が窮することになります。ですのでみなさん、何としてもここで、雉ノ森軍を食い止めましょう……！」

「オ……オォーっ」

「ダイエットは嫌ぁ……！　肉体労働も嫌ぁ……！」

　個々人の能力差にやや圧倒されながらも、桜おう南なんの選手達が懸命に踏みとどまっていた。

　そんな展開に、雉きじノの森もり軍の選手達が焦ってくる。

「ぐぬぬ、やはり我等らが押してはいるが……っ」

「しかしこの調子では、屋上に辿たどり着つく頃には時間切れになってしまうわい……っ」

　じわじわと前進しながらも、雉ノ森軍が歯ぎしりする。

　と、その時だ。

「……ぬう。やはり、かくなるうえは……！」

　雉ノ森の軍勢の内部で、にたり、と数名がいやらしく笑った。

　そして、その中の一人が、狙いを定めるように哲てつ也やを睨にらみつけて──疾しつ駆く！

「ぬおおおおおお──！」

　軍勢の中から敵が飛び出す。巨漢を揺さぶり猛然と迫ってくる。

　しかし、やらせるものか！

「ぬおりゃああああああっ！」

　哲也は全力投球。剛ごう速そつ球きゆうがその敵に迫り──命中してアウトにした。

「よし！──なっ？」

　しかし敵が止まらない。アウトになったというのになおも疾駆。

　そのまま猛然と哲也に迫り、

「ぬっふっふ！　どっせ───いっ！」

　ドゴンッ!!　全力疾走のまま哲也に激しくタックルを見舞い、廊下にしたたかに倒したうえでボールをぶつけてきた。

『……ひっ、ひぃぃぃ……!?』

　そのタックルの激しさに、思わず桜南軍から悲鳴が漏れた。

「お、おいコラ、なにプレイを続行してやがるっ!?　お前は先に俺がボールをぶつけただろがっ！」

　その哲也の抗議に、審判員が敵のアウトと哲也のセーフを宣告した。

　結局敵の攻撃は無効になった。だが雉ノ森の軍勢が桜南軍を睨みつけ、大声を張り上げて笑う。

「──ぬははははっ！　見たか、これが我等の最強無比のタックルよ！　さあ、次にこのタックルを喰くらいたい奴やつはどいつだっ!?」

『ひっ、ひいいいいいい……っ!?』

　たまらず桜南軍が声を震わせる。

「ア、アウトになったのにタックルするなんて……っ」

「ただのラフプレイじゃないか！」

「卑ひ怯きよう者もの！　何がラグビーは紳士のスポーツよ……っ」




「じゃかましいっ！　スク水チアは我等らの悲願……っ！　女子と恋仲になるためとあらば、女子供とて容赦せんわ──っ！」




「ひぃぃぃっ、それ女子も女子供もどっちもあたし達でしょ……!?」

「ダメだ、まるで日本語が通じないよぉ……っ」

　高圧的に居直る雉きじノの森もり軍に、桜おう南なん軍から再び悲鳴が上がった。

「ぬっふっふ、我等も隙あらば突撃してくれるわ！」

「臆さぬ者は覚悟して待つが良い！」

『ひぃっ!?　こ、来ないでぇぇぇ……っ』

　桜南軍の腰が引ける。そこを雉ノ森軍が攻めたてる。

　おかしなプレイも度が過ぎれば、審判団によって反則負けという判断が下されるだろう。しかし今は退場者がプレイを続行したのが問題なだけで、それについては既に審判が状況を正した。

　胴体へのタックル自体は別に反則ではない。ボールをぶつければアウトにできる相手にわざわざタックルする意味が無いので、普通はしないだけだ。

　しかしそのタックルを雉ノ森軍が見せつけたことで、戦いの展開が変わった。

　徐々に雉ノ森軍に圧倒されていく。予定よりも長く足止めできていたはずが、その貯金を食い潰す勢いで敵が押し寄せてくる。

　後退を強いられる状況に、哲てつ也やは那な由ゆとともに歯は噛がみする。

「くっ!?　ちくしょう、この勢いはまずいぞ……！」

「はいっ。このままでは、そう長くは持ちこたえられません……っ」

　攻めたてる雉ノ森軍。後ずさる桜南軍。

　やがて二階が制圧され、前線が三階まで後退していく──。





　　　　☆






　タイムアップまで、残り三分に迫ろうとしていた。

　敵軍が四階まで押し寄せてきているのだろう。足下から聞こえる喧けん騒そうが、徐々に大きくなってきた。

　この屋上まで乗り込まれるのも時間の問題だ。屋内へと続く扉を見つめながら、胡こ太た郎ろうはそう覚悟する。

　欄らん干かん沿いに立つ胡太郎と扉の間に割り込むように、奏かなでが陣取る。

「もうじき敵軍の一部が防衛網を突破してくるだろう。……胡太郎にはすまないが、私の見込みよりも一分ほど早くなりそうだ」

「いや、みんな充分すぎるほどよくやってくれてるよ。だからその一分は、僕がなんとかしてみせる」

　ＷＧクラッシャーズの面々だけではない。参戦している選手達や、準備に参加してくれた者達まで、全員が力を合わせて、十七分もの間を持ちこたえてくれたのだ。

　だから、それに応えてみせなければ。

「そうかね。うむ、ならば後のことは任せるとしよう」

　奏かなでが涼しげに笑った。そして、口くち許もとを引き締める。

「胡こ太た郎ろう、準備はいいね？」

「大丈夫だ。奏も頼むよ」

　互いに頷うなずき合あい、雉きじノの森もり軍の突入に備える。

　足下から喧けん騒そうが聞こえる。雉ノ森軍の猛たけ々だけしい声が勢いづいてくる。

　遂ついに敵の一部が突破してきたのだろう。その猛々しい声とともに、足音が瞬またたく間まに四階を駆け抜け、屋上への階段を駆け上ってきて──、

『ぬっふっふ！　大将、観念しろぉ！』

　扉が開いて敵軍10名が殺到してくる！

「──手出しはさせないよ！」

　そこへすかさず奏が攻撃。用意していたマシンでボールを連射する。

　ピッチングマシンだ。昨日野球部に借りにいった物だ。屋上は屋内ではないので、こうした設備を使用できるのだ。

『ぬううっ!?』

　殺到してきた雉ノ森軍がボールを浴びる。前衛にいた者が一瞬にしてアウトになる。

　だが、

「ええい、喰くらうが良いわ！」

「ん……っ！」

　雉ノ森の生徒会長、伊い勢せ谷や剛ごう介すけが乱射されるボールを掻かい潜くぐって投球。それが奏の胴に当たり、奏もアウトになった。

　ピッチングマシンを使って、奏が雉ノ森軍を４名退場させた。しかしまだこの場には、６名が選手として生き残っている。

　一方、屋上で生き残っている桜おう南なん軍の選手は、大将の胡太郎のみとなった。

　剛介が奏を見下すように顎あごを上げて笑う。

「ぬはははは！　桜南の生徒会長よ、おぬしとそのピッチングマシンの後ろにいるのは大将だな？　小細工ばかり使いおったが、どうやら今のマシンで万策尽きたようだな！　我等らがここに辿たどり着ついた以上は、もう逃げられんぞ！」

　ぬっふっふ！　剛ごう介すけに続いて、他の雉きじノの森もり軍も居い丈たけ高だかに笑った。

　既に勝利を確信したのだろう。残り時間は三分を切っているが、防衛側の大将を屋上の欄らん干かんの際きわまで追い詰めているのだ。６名で取り囲めば逃げ場など無い。

　どうにか駆け抜けて突破しようにも、雉ノ森軍の選手達はタックルのスペシャリスト揃ぞろいだ。掴つかみ掛かかられてしまえば、振り切ることなどまずできない。

　そんな剛介の言葉に、胡こ太た郎ろうと奏かなでも短く頷うなずく。

「……たしかにね。僕は既に包囲されている。その扉の前に陣取られてしまったら、もう校舎内に逃げ込むこともできない」

「大将にはボールを投げる権利が無い。このマシンの使い手はもういない。私達の大将は今、完全に無防備だ」

「ぬははは、そうだろう！　おぬしらの策は尽きた！　この争奪戦は、我等らの勝利だ！」

『ぬっふっふ──！』

　剛介が笑う。雉ノ森軍が笑う。

　その笑い声は、あたかも勝かち鬨どきを上げるかのように、高く響いていた。

　だが、

「──私達の策が尽きた？　随分とおかしなことを言うものだね、君達は」

　涼しげに、奏が笑みを浮かべた。












「何だと？」

　雉きじノの森もり軍が笑うのをやめ、片眉を上げた。

　──その直後だ。胡こ太た郎ろうが逃亡のために動き始める。

　その方向は前ではない。ましてや右でも左でもない。

　上だ。

　胡太郎は屋上の欄らん干かんに手を掛け、その上に登る。

『な……っ!?』

　たまらず雉ノ森軍が愕がく然ぜんとする。胡太郎の行こう為いに足を止める。

　それと同時に、雉ノ森軍に道を譲るべく、奏かなでがマシンごと脇わきに退どきながら告げる。




「ご愁傷様だ諸君。私達はあと一つ残していたのだよ。この狭きよう小しようなる牢ろう獄ごくから脱するための────天と地を繋つなぐ『秘策』を！」




　前にも横にも逃げ場など無い。駆け込める場所など胡太郎には無い。

　だから──宙を翔かける。

　胡太郎の身にはザイルが括くくり付つけられている。そのザイルは頑丈な欄干の根本の二カ所にも括り付けられている。

　そのザイルを両手で握りしめて────胡太郎は宙へと身を投げ出す！

『そ──そんなバカなぁぁぁっ!?』

　雉ノ森軍が欄干に駆け寄って下を覗のぞき込こむ。そんな彼等らと空中の胡太郎の目が合う。

　────ラぺリングだ。

　春休みの争奪戦で、敵方の設備を運搬する作業員がヘリから地上へと下りる時に披露していた、ロープを使った懸垂下降だ。

　錦にし神がみ学園との争奪戦の経緯を聞いた奏が、これを秘策として準備していたのだ。

「ぐ……っ！」

　手のひらはラぺリンググローブで保護されている。しかし体にザイルが食い込む。その痛みに耐えながら、胡太郎は校舎の外壁を蹴って伝つたいながら降下していく。

　そのまま何度か壁を蹴って──やがて、昇降口の裏に設置した棒高跳び用のマットの上に着地した。

「くっ！　早くザイルを外さないと……！」

　屋上からの脱出に成功した。そこに関しては予定どおりだ。しかしまだ安心などできない。

　そもそもはこの時点で残り一分のつもりだった。だが実際には二分ほど残っている。想定よりも倍ほど長い。

　──だが、何とかしてみせる。

　幼おさな馴な染じみ達が力を発揮してくれた。桜おう南なんの生徒達もみんながんばってくれた。

　お膳立ては充分だ。

　あとはもう、自らの力で逃げ切るしかない。

　天あま音ね達三年生の修学旅行も、女子達をスク水チアから守ることも、そして自分の高校生活も。

　それら全てを、あとは自分の力で──掴つかみ取とってみせる！

「──野郎ども、大将が地上に逃げた！　校舎と校舎の間だ！　絶対に捕まえろおっ！」

　天から絶叫。屋上の剛ごう介すけが号令を下す。

　同時に胡こ太た郎ろうの身からザイルが外れた。

　そこへ三名、校舎西側の連絡口を塞いでいたらしき敵が迫ってくる。

「いたぞ、大将だ！　背中のゼッケンを奪えー！」

「く──！」

　たまらず胡太郎は東へと逃走する。昇降口の表側の方だ。

「むうっ？　ぬっふっふ、こんな近くにいたのか──！」

　昇降口を塞いでいた三名が胡太郎に気付く。自慢の脚力で瞬時に迫り、猛然とタックルしてくる。

　だが。

「──な？」

　かわす。

　胡太郎はかわす。

　一人目のタックルを掻かい潜くぐり、二人目のタックルも空振りさせる。

「逃がさん──！」

　三人目が猛スピードで迫りくる。全力疾走の助走から、太い腕を目一杯伸ばしてタックルしてくる。

　だが、それをも紙一重でかわしきる。

「「「ま、待てっ！」」」

　かわされた三人が立ち上がって追ってくる。

　全国レベルのラガーマンやアメリカンフットボーラーが猛然と走る。

　タックルと脚力が自慢の連中が、全速力で胡太郎の背中を追う。




　だが────突き放す。




　駆ける。駆ける。風よりも疾はやく。

　大気の壁をぶち破り、大地を蹴って前へ前へ。

「バ、バカなっ!?」

「我等らよりも速いだと……っ!?」

　背後から聞こえる驚きよう愕がくの声。彼等の足音との距離が広がっていく。

　──百メートル走、十一秒六。

　奏かなでに『突撃の神風ツツコミ・テンペスト』と謳うたわれた胡こ太た郎ろうは、追手を突き放して飛ぶように駆ける。

　北校舎の東端を横切ってグラウンドへ。

　背後には追手三名が食らいついてくる。

　タイムアップまで逃げ切らなければ。少しでも距離を稼げるよう、胡太郎はグラウンドの対角線上を横断する。

　──!?　そこで気付く。左からも敵が三名。

　連絡口にいた敵だ。胡太郎を追って一度は校舎の間へと来ていたはずの敵が、北校舎の西端を横切ってこちらに迫ってきている。

「く……っ！」

　横にも後ろにも敵が三名ずつ。逃走経路が制限される。

　そのまま一方向へと逃走させられて、胡太郎はソフトボール部のバックネットとフェンスの間に潜り込まされた。

「おい、おぬしらはそのまま後ろを塞げ！　我等は先回りして反対を塞ぐ！」

　く……っ！　胡太郎はバックネット裏で歯は噛がみする。

　敵がそれぞれ三名ずつ、バックネットの両りよう脇わきを塞ぐように立ちはだかった。

「くそ……くそっ！」

　袋小路に追い詰められた。胡太郎は逃げ場を求めて辺りを見回す。

　制限時間も残り一分を切っているだろう。しかし今すぐタイムアップになるほどでもない。そんな状況で退路を断たれた。

『ぬっふっふ……！』

　バックネットの両脇から、敵が取り囲むようににじり寄ってきた。

　背中に冷たいものが伝つたう。

　どうする？　このままでは捕まる。負けてしまう。しかしもはや逃げ道が無い。

　くそっ、だったら一体、どうすれば──っ？




「──ＷＧぃぃぃぃぃぃぃ！」




　!?

　だがその時だ。校舎から声が聞こえた。

　哲てつ也やの声だ。

　その声で胡こ太た郎ろうは、校舎から飛来する物体に気付き──、




「クラッシャ─────ズっ!!」




　叫ぶと同時に疾しつ駆く。

　バックネットの西側へ全力疾走。最も外側にいた敵へと突撃する。

　その敵が胡太郎を捕まえようと待ち構えるが、

　──ドコッ！

　その背中に、校舎から飛来した物体が命中する。

　ボールだ。哲也が四階から投げて敵を仕留めた。

　そのアウトになった敵の脇わきをすり抜けて──バックネット裏から脱出する！

　包囲網を破った。再び逃走。

　胡太郎は北校舎の連絡口の方へと駆ける。

「な!?　くそっ、逃がさん──！」

　バックネットを塞いでいた敵達が追ってくる。再び全員が全力疾走。

　腕を振って、地を蹴って。流れる汗を宙へと置き去りにして。

　半キロメートルほどの追走劇。さすがに胡太郎も敵もスピードが衰えてくる。

　まだか、まだか、タイムアップはまだかっ？　足を軋きしませてひた走る。

　しかしそこへ新たな敵が。連絡口から校舎内にいた敵が四名現れ、全速力で迫ってくる。

　くぅ……っ！　顔を歪ゆがめて進路変更。

　前方から敵。背後と左後方にも敵。全員から少しでも逃げ粘れるよう、北校舎の中央を目掛けて斜めに走る。

　もはやそこしか逃げ場が無い……！

「逃がしは──せんわ！」

　と、しかしその北校舎の中央付近に敵が現れる。

　伊い勢せ谷や剛ごう介すけだ。校舎の二階から飛び出し、胡太郎の唯一の逃げ場に降り立った。

「く──!?」

　どうする？　あそこへと逃げるしかなかった。しかし逃げ込もうとした先に敵が現れた。

　着地したばかりの敵を見て一瞬迷う。答えが見つからないまま全力疾走を続ける。

　その敵、剛介がこちらに狙いを定め──今にも走り出そうとする。

　だがその頭上、三階の窓から那な由ゆが顔を出していて、

「──真上からなら、アタシでも！」

　那由がボールを手放す。そのボールが重力に従い、走り出そうと前傾姿勢になっていた剛ごう介すけの背中に命中した。

「な!?　ぬう、勝利を目前にして……！」

　アウトになった剛介が無念に顔を大きく歪ゆがめた。

　ありがたい。那な由ゆに窮地を救われた。みんなの力でここまで来た。

　ならばあとは──この足で！

　更なる逃走。背後に迫る追走。軋きしむ両足で大地を蹴る。

　タイムアップはまだなのかっ？

　駆ける。追われる。駆ける駆ける追われる。

　かつては突き放した敵達に、今は徐々に迫られる。

　持久力の差だ。

　現役アスリートと生徒会役員の最大の違い、持久力の差が現れる。

　これはまずい。もう持たない。

　それでも──捕まってなるものか！

　駆ける。駆ける。とにかく駆ける。さすがにそろそろタイムアップか!?

　だが校舎まで僅わずかというところで、とうとう敵に横も背後も至近距離まで詰められた。

　前方には北校舎の外壁。左右と背後に敵が迫る。

　もはや前へと逃げるしかない。全力のまま駆け続け、校舎の壁まで残り二歩。

　逃げ場も無いが、残り時間も無い──！

『──うおおおおおおおおおお！』

　三方から敵の群れが胡こ太た郎ろうを目掛けて飛び込んでくる。

　対する胡太郎は、

「負ける────もんかああああああああっ!!」

　全力疾走のまま、地面ではなく校舎の外壁を二歩駆けて──タックルをバク宙で飛び越えて。




　バン────！




　そして、号砲が鳴り響く。

　胡太郎が地面に倒れ込むと同時に、タイムアップを告げる音が、桜おう南なん高校に響き渡った。

　それに続いて、校舎内から歓かん声せいが上がった。桜南軍の選手達の声だ。

　先週の、奏かなでが全校放送で修学点スコアの加算を伝つたえた時よりも、もっと明るく元気な歓声。

　それを耳にして、胡太郎は確信する。

　──勝った。

　修学点スコア争奪戦のタワーディフェンスバトルは、桜南高校の勝利で、その幕を閉じた。

　響き渡る歓かん声せいとは対照的に、雉きじノの森もり軍の選手達が呟つぶやく。

「ま、負けた……のか？」

「この我等らが、桜おう南なんの弱兵どもに……っ？」

「そんな、我等の悲願が……！」

　北校舎の間ま際ぎわに突っ伏しながら、追手達が呆ぼう然ぜんとした。

　一方の胡こ太た郎ろうは、ゆっくりと上体を起こして、全身の土つち埃ぼこりを払う。

　足に思いきり乳酸が溜たまっている。吐きそうなほどの疲労感を覚える。アドレナリンが全開だった時には気付かなかった症状を、ようやく自覚してくる。

　しかし、それよりも充実感の方が大きい。

　勝つことができた。

　防衛側の大将として、どうにか役割を果たした。

「──立てるか、コタ？」

　と、背後から聞きなれた声。

　気付けばそこに哲てつ也やがいて、手を差し伸べてくれていた。

　さっきは哲也に窮地を救われた。

　いや、救ってくれたのは哲也だけではない。

　奏かなでにも、那な由ゆにも、他のみんなにも。桜南の生徒全員に救われて、どうにかタイムアップまで逃げ切ることができた。

「よくあんな遠くから命中させたね、哲也。それも四階の高さから」

　差し伸べられた手を、胡太郎はしっかりと掴つかむ。

「当てるに決まってるだろ？　ピッチャーの仕事は、マウンド高いトコからストライクを投げることなんだよ」

　事も無げに答えると、哲也が胡太郎を力強く引っ張り上げた。





　　　　☆






「二十分経過により、防衛成功。今回のタワーディフェンスバトルは、防衛側の桜南高等学校の勝利です！」

　ワァ────っ！

　両軍と審判団がグラウンドに集合しての戦後式。審判長が防衛成功を宣言すると、桜南高校の生徒達が大いに沸き上がった。

　対する雉ノ森高校の生徒達が天を仰ぐ。

「ぬうう、無念……！」

「戦力は我等が圧倒していたというのに！」

「錦にし神がみ学園に屈したことはともかく、桜おう南なん高校にまで……っ」

　男泣きに暮れる雉きじノの森もりの生徒達。その先頭に立つ剛ごう介すけが、ビシッと桜南の生徒達を指差す。

「ぐぬぬ、このままでは終わらせん……！　我等らの悲願はまだ始まったばかりだ！　今回は敗れようとも、いずれ第二第三の争奪戦が勃発するであろう！」

「そ、そうだそうだー！」

「我等の辞書に『撤退』の文字は無い！」

　生徒会長の剛介の言葉に、雉ノ森高生達も勢いを取り戻した。

　そんな相手校の生徒達を、桜南高校の生徒会長の奏かなでが、じっと見つめる。

　そして、涼しげに笑った。

「ふむ、そちらもそのつもりなのかね。ならば話は早い。勇敢なる君達には、是非とも私がしたためたラブレターを受け取ってもらいたい」

「むむ……？　ラブレターだと？」

　突然のことに、剛介が眉をひそめた。

　その剛介に奏が優雅に歩み寄り、ポケットに入れていた書状を手渡すと、

『なっ!?　これは、修学点スコア争奪戦申込状──っ!?』

　雉ノ森高校の面々が、驚きの声を上げて後ずさった。

　奏がしれっと告げる。

「何を驚くことがある？　知ってのとおり私達は弱小校だ。そして弱小校ゆえに、常日頃修学点スコアが足りずに困っているのだよ。ならば桜南高校が他校に争奪戦を挑むことは、もはや自明の理ではないかね？」

　桜南高校は初勝利を得た。奏の策も、初勝利に大いに貢献した。

　しかし、『高嶺に咲いた鳥兜アンタツチヤブル・マツチオイル』こと比ひ叡えい奏の策略は、この一戦のみでは終わらない。

　元から奏はそれを明言していた。「この争奪戦の後のこと」というところまでを展望していた。

　そもそも防衛戦に勝利しただけでは、修学点スコアは大して増えない。宣戦布告された分の、５点が増えているだけだ。

　現状ではまだ、三年生の修学旅行は改善されていない。

　それを改善させるところまでが奏の──ひいては桜南高校の、今回の狙いだ。

「バ、バカな……！　今回こそ勝利を得たかもしれんが、おぬしらが我等に挑むなど、自殺行こう為いであろう!?」

　桜南高校は弱小校だ。対する雉ノ森高校には一年生と二年生だけでも、スポーツ科の精鋭二百名がいるのだ。

　しかし、奏はやはり笑う。

「忘れているのかね？　雉きじノの森もり高校は立て続けに二校に争奪戦を挑み、その両方の攻撃戦に敗れたばかりだ。そして、争奪戦のルールでこう規定されている。『攻撃側が敗北した場合のペナルティとして、その争奪戦に参加していた攻撃側の生徒は、争奪戦に一か月間参加できない』とね」

『あ……！』

　雉ノ森高生達が愕がく然ぜんとする。奏かなでの本意にようやく気付く。

　そんな雉ノ森高生達に、奏が宣告する。

「つまりだね。君達自慢の精鋭二百名は、来週末の争奪戦には参加できないのだよ」

『そっ、そんな……っ!?』

　雉ノ森高生達が、更に後ずさった。

　彼等らもそのルールは当然知っていただろう。それでも雉ノ森の生徒達は、まさか桜おう南なんに負けるなどとは露ほども思わず、この戦いにも精鋭のみで臨んだ。

　その結果、スポーツ科の生徒のいない今の雉ノ森高校は、桜南高校と並ぶ弱小校に成り下がっているのだ。

「……や、やめろおぬしら！　それは弱い者イジメだぞっ？」

「卑ひ怯きよう者ものめ、正々堂々と戦わんか……！」

「ちょっと、何が卑怯なのよ！」

「あんた達だって弱い者イジメするつもりであたし達を狙ってきたくせに！」

　たじろぐ雉ノ森高生に、長年カモにされてきた桜南高生が高い声を上げた。

　わーわーとわめき合う両校の生徒。グラウンドがやや騒然とする。

「──諸君、一旦静まりたまえ」

　その時だ。す、と奏が華きや奢しやな右腕を上げる。

　優雅なその仕草に、グラウンドにいた全員が見入って口を閉ざした。

　一身に注目を集める、黒髪の生徒会長。

　奏が桜南の生徒達を見回し、言葉を紡ぎ始める。

「長年の搾取に耐えてきた同胞よ。常に他校による脅きよう威いに晒さらされ続けてきた学友よ。これより、桜南高校の新たな歴史を始めよう」

　優麗高雅な立ち姿。涼しげに響く理知的な声。

　その奏が一度、親友の那な由ゆと目を合わせてから──敵に向けて勇ましく右腕を振り下ろした。

「諸君────【総攻め】の時間だ！」







　その翌週末。桜南高校の生徒達が雉ノ森高校に乗り込んで、修学点スコア20点を勝ち取った。






　　エピローグ






　梅雨入りにはまだ早い、六月上旬の朝。

　今日は水泳部が朝練を行わないらしい。自宅を出た胡こ太た郎ろうは、お隣さんの天あま音ねと一緒に登校していた。

「良かったね天音さん。月末の修学旅行が、一泊二日の京都旅行になって」

「うん、すっごく楽しみだよー！　私、京都って初めてなの」

　栗くり色いろの綺き麗れいな髪を揺らしながら、天音が声を弾ませた。

　先週末の争奪戦により、桜おう南なん高校の修学点スコアが増えた。これにより急きゆう遽きよ、三年生の修学旅行の内容も変更となった。

　天音も嬉うれしそうだ。本当に良かった。……変更前は『三日間耐久校長先生の話』だったもんな。

　しかしそんなものは過去の話。今年の桜南の修学旅行は、定番の京都観光だ。

　長年ハワイで暮らしていて、日本的な高校生活というものをろくに経験できずにいた少女。そんな天音が、無事にごく一般的な修学旅行へと向かうのだ。

　はうー、と天音が夢見心地でとろける。

「楽しみだなー京都。たしか『ぶぶ漬けくれなきゃ帰らないぞ！』って言えばお茶漬けが貰もらえるんだよね？」

「そんな街単位でハロウィンやってるトコじゃないよっ」

「あ、『ぶぶ漬けはいねがーっ!?』だったっけ？」

「なまはげか！　もうそれただの強盗だよ！」

　てゆーか『ぶぶ漬けでも食べなはれ』は『早く帰れ』って意味だから！　でもそもそも現代ではそんな風習も無いから！

　そんな誤解だらけの天音だが、やっぱり楽しみにしているらしい。「おみやげいっぱい買ってくるからねー。八つ橋食べようね八つ橋」と、上機嫌で声を弾ませていた。

　その天音が、ふんわりと微笑ほほえみかけてくる。

「ありがとうね、コタローくん。修学旅行、目一杯楽しんでくるね」

　くるくると表情が変わる、お隣さんの少女。

「っっ、うん。おみやげ、期待してるね」

　妙に照れくさくなりながらも、胡太郎もつられて、ふんわりと笑った。







　学校に到着した胡太郎は、天音とともに北校舎へと入った。

「じゃあねコタローくん。お母さんが今夜はカレーって言ってたから、お腹なかを空すかせておいてね」

「うん天あま音ねさん。それじゃ、また夜に」

　天音とは学年が違うので、教室のあるフロアも違っている。三年生の教室が並ぶ北校舎の三階で、天音が手を振って胡こ太た郎ろうと別れると、廊下で友達の姿を見つけて駆け寄っていった。

　朝の校舎は賑にぎやかだった。特に三年生達は眩まぶしいほどの笑顔を見せている。修学旅行が楽しみなのだろう。

　そんな光景に、なんだか胸がじんわりと温かくなる。

　──なるほど。これが日本の高校生活ってやつなんだな。

　そう実感しながら、胡太郎は四階へと上がり、二年Ａ組の教室へと入った。

　と、幼おさな馴な染じみ三人が何やら元気に騒いでいる。一体何の話だろうか？

「断言しよう、胡太郎は巨乳フェチの皮をかぶった脚フェチだ。現に始業式の日の朝も、私のスカートの中を獣のような目で凝視していただろう？」

「いや、コタは何より俺の肉体美に興味津々だろ！　エロスもいいけどパワーもな！」

「そうですねっ、体育の着替えでも男子の裸をガン見していると思います！……そ、それとアタシの奥ゆかしい胸にも夢中のようですねっ。熱い視線を感じます！」












　ざわ……っ？　三人の言葉を耳にしたクラスメート達が、胡こ太た郎ろうを見つめてドン引きした。

　……なるほど。これが日本の高校生活ってやつか。

　とりあえず、正座して反省するように促さなければ。胡太郎は乾いた笑みを浮かべると、幼おさな馴な染じみ達のもとへズンズンと歩きだした。





《完》











　　　あとがき






　よく晴れたある日。川原を歩いていたら、虫さんが飛んできて私の顔にとまりました。

　仕方ないなあとそっと振り払ってあげたら、ビックリした虫さんが私の顔に刺激臭をこびりつけて飛び去っていきました。

　上等じゃねえか。




　そんなわけで新作、『僕とドＳと腐女子と脳筋』です。あとがきから先に読んでいらっしゃる方に向けて解説させていただきますと、たぶん表紙の美少女をはじめとする幼おさな馴な染じみ達やお隣の優しいお姉さんといったあたりとキャッキャウフフする感じの物語なんだと思います。私の勘違いだったらすいません。

　今作に関しても、多くの方々に支えられての刊行です。口絵や挿絵などで素晴らしいイラストを描いてくださるＳｙｒｏｈ先生や、今回も多大な迷惑をお掛けした担当氏などなど、皆様に支援していただきました。本当にありがとうございます。

　今作からの読者の皆様、どうぞこれから宜しくお願いします。前作からの読者の皆様、以前にもお世話になりましたが、この作品でもどうぞ宜しくお願いします。


二〇一五年　三月　　新にい見み聖ひじり　











　著者

　新見聖（にいみ・ひじり）

　　第９回ＭＦ文庫Ｊライトノベル新人賞にて審査員特別賞を受賞。

　　カープに黒田投手が戻ってきてくれました！

　　がんばろうの。




　イラスト

　Ｓｙｒｏｈ（しろぅ）

　　イラストレーター。原画家。

　　ツイッターＩＤ＝@Syroh_1103

　　猫とおっぱいとニーソとラーメンと温泉をこよなく愛しております。

　　現在は福岡在住、フリーの絵描きをしております。

　　住まいの周辺に源泉掛け流しの温泉が多数有り、よく温泉巡りをしています。

　　ＰＣゲーム『ヤキモチストリーム』などの原画を担当。
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